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ここに平成 25 年度（2013 年度）独立行政法人国立健康・栄養研究所研究報告書第 62 号として、当研究所の調

査研究業務内容についてまとめましたのでお届けいたします。 

 

当研究所は、大正 9 年（1920 年）9 月に内務省所管の栄養研究所（初代所長 佐伯矩）として創設され、昭和

13 年（1938 年）に厚生省所管の研究所となりました。昭和 23 年（1948 年）には「国立栄養研究所」として、現

在の新宿区戸山に移設され、平成元年（1989 年）に、身体活動・運動に関する研究部門を加え、「国立健康・栄

養研究所」となり、平成 13 年（2001 年）に独立行政法人化されました。これまで第 1 期中期計画、第 2 期中期

計画を終え、平成 23 年度（2011 年度）より第 3 期中期計画に入っています。平成 25 年度（2013 年度）は、第 3

期中期計画の 3 年度目です。 

 

第 3 期中期計画では、「生活習慣病予防のための運動と食事の併用効果に関する研究」、「日本人の食生活の多

様化と健康への影響、及び食生活の改善施策に関する栄養疫学的研究」、｢健康食品を対象とした食品成分の有効

性評価及び健康影響評価に関する調査研究｣、「研究所の研究能力を向上させるための基礎的・独創的・萌芽的研

究」および「小児から高齢者までの生涯にわたるライフステージに応じた間断ない食育をより効果的に推進する

ための調査研究」を重点調査研究項目として位置づけ、調査研究業務を行っています。 

 

身体活動・運動、食生活と栄養および食品をキーワードとして、一貫して国民の健康づくり、生活習慣病の予

防、食の安全・安心、QOL の向上、生活の豊かさの確保に資する調査・研究を行い、国内外の学会、アカデミア

ならびに専門職へ情報を発信しています。また、厚生労働省をはじめ、内閣府、消費者庁など、国の公共政策を

サポートする業務を実施しています。厚生労働省とともに「国民健康・栄養調査」を行い、食事・栄養摂取状況、

身体活動・運動状況、生活習慣状況を調べ、その動向と推移を報告しています。「国民健康・栄養調査」は 60

年以上にわたりわが国の栄養の状況を記録した世界的に貴重な研究資産になっています。それは、日本人の食事

摂取基準および運動基準・指針の策定に活かされ、学校、病院、各種施設の給食・調理の基準となり、食品添加

物、農薬や放射性物質などの摂取量・曝露量の把握といった食品の安全性評価・リスク管理に活用され、「健康日

本 21」及び「特定健康診査・特定保健指導」の根拠となり、国民の健康状態を計るものさしになっています。ま

た、当研究所は健康食品の許可試験・収去試験を行い、国民および専門職に対して、食品の有効性と安全性に関

する情報を発信しています。平成 26 年 3 月には栄養と身体活動の分野で WHO 協力センターの指定を受けました。 

 

私どもの調査研究業務に対しては、常に自己点検・自己評価を行いつつ、外部評価委員会をはじめ、厚生労働

省独立行政法人評価委員会、総務省政策評価・独立行政法人評価委員会などの評価と助言を受け、調査研究業務

を遂行しているところでありますが、皆様には、本報告書をご高覧のうえ、ご意見、ご助言をいただければ幸い

です。 

 

今後とも一層のご支援とご指導を賜りますよう、お願い申し上げます。 

 

                平成 26 年（2014 年）3月 31 日 

独立行政法人  国立健康・栄養研究所 

理事長  古 野 純 典 
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Ⅰ 研 究 所 概 要 

 

1.平成 25 年度研究・業務の概況 
 当研究所は、平成 13(2001)年度より独立行政法人

となり、平成 25 年度は第 3 期中期計画(～平成 27 年

度)の３年目に当たる。人々の栄養･食生活、運動と健

康との関わりについて、基礎から応用に至るまでの調

査及び研究を包括的かつ国際的な水準で行い得る試験

研究機関として、「特にヒトを対象とした研究に関し

て、わが国の大学・研究機関の中心的存在として、総

合的・統合的な研究を推進するとともに、研究者を育

成する役割を果たす。厚生労働行政上の重要な健康･

栄養施策を推進する上で不可欠な科学的根拠を質の高

い研究によって示し、それらを専門的立場から要約し

て発信するとともに、健康科学･栄養学領域において、

アジア地域への貢献を含め、国際的なリーダーシップ

を担う」(中期目標)ことが、当研究所に求められる役

割である。 
 こうした目標を達成するために、国の生活習慣病対

策等の施策としてより効果的な反映が見込まれる次の

研究業務を重点的に行っている。 
・生活習慣病予防のための運動と食事の併用効果に関

する研究 
・日本人の食生活の多様化と健康への影響、及び食生

活の改善施策に関する栄養疫学的研究 
・「健康食品」を対象とした食品成分の有効性評価及

び健康影響評価に関する調査研究 
その他にも、外部の競争的研究資金を獲得して、関

連領域の基礎から応用、開発型の研究を行っている。

また、今後の新たな研究展開につながるような萌芽的

研究を若手研究者を中心に活発に行っている。(下表)

（表）外部研究費の獲得状況      （単位：千円） 
  

 
競争的研究費 受託研究費 

計 
補助金 助成金 受託契約 共同契約 寄付金

(件数) 
金額 

(件数)
金額

(件数) 
金額 

(件数) 
金額 

(件 数 )
金額

(件数)
金額

公 的 機 関 
主任 (32) 

132,509 
(4) 

11,940 
(-) 
- 

(-)
-

(36)
144,449

分担 (24) 
28,223 

  (24)
28,223

民間企業等 
主任  (9)

9,240
(2) 

6,210 
(7) 

11,835 
(-)
-

(18)
27,285

分担    

計 
(56) 

160,732 
(9)

9,240
(6) 

18,150 
(7) 

11,835 
(-)
-

(78)
199,957

 
 個々の研究内容及び研究成果の発表については、各

研究部/センターからの報告及び、研究成果の発表を

参照されたい。研究成果の公表実績の一部を下表にま

とめた。 
 （表）研究成果の公表実績 

原著論文 学会発表(招待講演) 学会発表(一般演題)

英文 和文 国際学会 国内学会 国際学会 国内学会

81 23 2 10 41 130 
 
 また、研究の成果を社会に還元し、国民の健康づく

りに役立てていただけるよう、情報センター(情報部

門)及び国際産学連携センター(対外部門)、並びに事

務部業務課が中心となって、ホームページ等を介した

情報提供、NR（栄養情報担当者）事業、セミナー(一

般及び専門家向け)、研究所の公開（オープンハウ

ス）等を行った。NR 事業としては、有資格者へのフ

ォローアップ研修を行った。 
なお、平成 22 年に厚生労働省が行った省内事業仕

分けの結果を踏まえ、第三者機関への移管先を一般社

団法人日本臨床栄養協会に決定し、移管先と協議を行

い、平成 27 年 7 月までに移管を終えることを合意し、

平成 24 年 4 月より、順次 NR からの移籍手続を開始し

ている。 
 若手研究者の育成という観点からは、お茶の水女子

大学、東京農業大学、女子栄養大学、早稲田大学等と

の連携大学院や、全国の管理栄養士を養成する大学・

大学院での特別講義等を通じて、ネットワーク型の人

材育成を着実に進めてきた。              
国際協力においてはアジア太平洋諸国との間で栄養

調査、栄養改善及び健康づくり等に関する共同研究の

中心的な役割を果たすよう取り組んでいる。まず

WHO の GEMS/Food プログラム協力機関として食品

安全に関連する食品摂取量の集計データを提出した。

また、申請中であった WHO 協力センターの審査が完

了し、平成 26 年 3 月に「栄養と身体活動に関する

WHO 協力センター (WHO Collaborating Centre for 
Nutrition and Physical Activity)」として正式に承認され

た。「若手外国人研究者招へい事業」では、マレーシ

アとベトナムの研究者を受け入れるとともに、フォロ

ーアップ共同研究事業として平成 23 年度に受け入れ

たマレーシアの研究者と共同研究を実施した。JICA
の地域別研修では、「アジア・太平洋地域問題解決型

の保健専門職人材育成（平成 23 年度より）」および

「アフリカ地域 女性指導者のための健康と栄養改善

（平成 17 年度より）」において国際栄養の専門家とし

て講師対応を行っている。外来特別セミナーを 2 回開

催し、台湾よりアジア太平洋地域の臨床栄養、米国よ

り機能性食品の専門家を招いて意見交換を行った。さ

らに、平成 26 年 3 月には第 6 回アジア栄養ネットワ

ークシンポジウムを開催し、WHO 西太平洋事務局お

よびマレーシア、ベトナム、中国、日本における健康

的な食生活を目指した社会環境整備に向けた取り組み

について議論を深めた。本シンポジウムと連動して、

日本学術会議 IUNS 分科会、日本栄養・食糧学会、日

本栄養改善学会との共催による「IUNS（国際栄養科

学連合）栄養学リーダーシップ育成国際ワークショッ

プ」を開催した。 
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2.評価委員会 
(1)外部評価委員会 

 下記の 9 名の委員で構成される国立健康･栄養研究

所外部評価委員会については、平成 26 年 3 月 7 日

(金)に平成 25 年度業務実績事後評価及び平成 26 年度

計画事前評価を行った。 
【委 員】 
五十嵐脩 (神奈川工科大学教授)(委員長) 

伊藤 裕 (慶應義塾大学医学部教授) 

逢坂哲彌 (早稲田大学理工学術院 ナノ理工学研

究機構長) 

加藤則子 (国立保健医療科学院統括研究官) 

川島由起子 (聖マリアンナ医科大学病院栄養部長) 

下光輝一  (公益財団法人健康・体力づくり事業

財団 理事長) 

大谷敏郎 ((独)農業･食品産業技術総合研究機構

食品総合研究所長) 

豊田正武 (国立医薬品食品衛生研究所 名誉所

員) 

三保谷智子 (女子栄養大学出版部香川昇三・綾記

念展示室) 

(2)内部評価委員会 

 下記により構成される国立健康･栄養研究所内部研

究業務評価委員会については、平成 25 年 11 月 22 日

(金)に研究部／センター中間報告会を、平成 26 年 3
月 7 日(金)には平成 25 年度事後評価を行った。 
【委 員】 
丸山 浩 (理事) 

岡山 明  (監事) 

石見佳子 (研究企画評価主幹) 

瀧本秀美 (栄養疫学研究部長) 

宮地元彦 (健康増進研究部長) 

窪田直人 (臨床栄養研究部長) 

田中茂穂 (基礎栄養研究部長) 

石見佳子 (食品保健機能研究部長) 

梅垣敬三    (情報センター長) 

西 信雄    (国際産学連携センター長) 

藤村陽一   (事務部長) 

 

 

3.研究所主催･共催セミナー 
(1)第 15 回一般公開セミナー 
主 題: 健康と栄養をとりまく最新の話題 
日 時: 平成 26 年 2 月 15 日(土) 

場 所: よみうりホール(東京都千代田区) 

主 催: 独立行政法人国立健康･栄養研究所 

後 援: 厚生労働省／文部科学省／消費者庁／東京都

／千代田区／国立保健医療科学院／独立行政

法人国立国際医療研究センター／独立行政法

人国民生活センター／公益社団法人日本医師

会／公益社団法人日本フィットネス協会／公

益社団法人日本栄養士会／公益財団法人健

康・体力づくり事業財団／特定非営利活動法

人日本健康運動指導士会 

 
賛助企業: アサヒ飲料株式会社／味の素ゼネラルフーヅ

株式会社／株式会社伊藤園／株式会社イトー

キ／オムロンヘルスケア株式会社／花王株式

会社／キッコーマン株式会社／協和発酵バイ

オ株式会社／キリン株式会社／サントリーウ

エルネス株式会社／株式会社 J－オイルミル

ズ／一般社団法人全日本コーヒー協会／第一

出版株式会社／一般社団法人日本植物油協会

／日本豆乳協会／ネスレ日本株式会社／不二

製油株式会社／フジッコ株式会社／株式会社

明治／株式会社ヤクルト本社／株式会社リコ

ム／株式会社ルネサンス 
プログラム: 
○研究所の活動報告(石見佳子) 
(基調講演)  食が支える腸の健康 

（東京大学大学院特任教授 清水誠） 

(講演 1) 健康づくりのための身体活動基準 2013 とア 

クティブガイド 

（宮地元彦） 

(講演 2) 新しい栄養表示制度とその活用！ 

（山内淳） 

(講演 3) 国民健康・栄養調査の意義について 

（瀧本秀美） 

コーディネーター：瀧本秀美 

 

 

4.意見交換会 

【関係団体】 

（1）公益財団法人健康・体力づくり事業財団 

日時：平成 25 年 8 月 7 日（水） 

議題：健康づくりのための身体活動基準 2013・身

体活動基準（アクティブガイド）の普及と啓

発について 

 健康日本２１（第二次）、特定保健指導等の

厚生労働省の施策における協力について 

 各種共同事業について 

（2）国立保健医療科学院国際協力研究部 

日時：平成 25 年 10 月 3 日（木） 

議題：国立保健医療科学院と WHO 西太平洋事務局が

主催する非感染性疾患対策に関するワークシ

ョップ（平成 25 年 12 月開催予定）への協力

について 

（3）独立行政法人国民生活センター 

日時：平成 25 年 11 月 12 日（火） 

議題：国民生活センターにおける健康食品関連の業

務等について 

国立健康・栄養研究所における健康食品関連

の業務等について 
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（4）独立行政法人医薬基盤研究所 

日時：平成 25 年 11 月 14 日（木） 

議題：平成 25 年度の国立健康・栄養研究所の動向

について 

平成 25 年度の医薬基盤研究所の動向につい

て 

（5）独立行政法人農業・食品産業技術総合研究機構食

品総合研究所 

日時：平成 25 年 12 月 4 日（水） 

議題：平成 25 年度の国立健康・栄養研究所の動向

について 

平成 25 年度の食品総合研究所の動向につい

て 

（6）公益社団法人日本栄養士会 

  日時：平成 25 年 12 月 13 日（金） 

  議題：アクティブガイド 2013 について 

健康食品に関する情報提供について 

栄養指導のエビデンスについて 

日本栄養士会の生涯教育制度の見直しについ

て 

一般公開セミナーの生涯学習認定に関して 

【行政機関】 

（1）消費者庁食品表示課 

議題：来年度の業務協力の内容について 

消費者庁事業の結果と今後について 

栄養表示の分析精度管理について 

栄養表示基準に係る栄養成分の分析法の改訂

について 

特別用途食品の情報提供について 

（2）内閣府食育推進室 

議題：政府の食育施策推進方針について 

食育推進全国大会について 

（3）厚生労働省医薬食品局食品安全部 

議題：健康食品の安全性確保について 

（4）厚生労働省健康局がん対策・健康増進課 

議題：平成 24 年国民健康・栄養調査の集計につい

て 

 平成 25 年国民健康・栄養調査の実施につい

て 

（5）厚生労働省大臣官房国際課国際協力室 

議題：WHO 指定研究協力センター指定後の行動計画

について 

 

5.研究倫理審査委員会 
 研究倫理審査委員会の各部会において、以下の課題

について、研究計画の倫理的妥当性等を審査した。 
 
(1)実験動物研究審査委員会 

・食品中の栄養素等の生理機能の評価並びに表示との

関係に関する基礎的調査研究 
・疾病モデル動物における植物性エストロゲンの有効

性・安全性評価 
・閉経期女性の骨の健康に対する日本とニュージーラ

ンドの機能性食品の併用効果 
・健康食品素材に関する有効性と安全性の検討 
・特定栄養素欠乏による脳血管障害への影響およびそ

のメカニズムの解明 
・視床下部腹内側核破壊動物の肥満病態に関する研究 
・熱産生における脳および消化管ペプチドの役割 
・睡眠とエネルギー代謝調節の脳機構の研究 
・血管内皮細胞と膵β細胞における IRS-2 の役割につ

いて 
・肝臓、視床下部とマクロファージにおけるインスリ

ン受容体基質(Irs)の役割について 
・肝臓における脂質代謝・合成の制御による生活習慣

病予防法の開発 
・抗酸化物質大量摂取時の安全性評価：運動の有用作

用に及ぼす影響 
(2)研究倫理審査委員会 

・現在の健康状態に及ぼす出生時体重と出生後の生活

習慣の影響 
・特定保健用食品の利用に関する調査 
・体力および身体活動と生活習慣病罹患に関する観察

研究 
・ヒト褐色脂肪の機能とエネルギー代謝の日内・季節

変動に関する研究 
・陸上長距離選手の通常トレーニング期における活動

記録法および加速度計法を用いて評価した総エネル

ギー消費量の妥当性の検討 
・大学生アスリートへの栄養・食教育のための食行動、

セルフエフィカシーの評価指標の検討 
・アクティブビデオゲームが健康および肥満の中学生

の内分泌ホルモンに及ぼす影響 
・現在の健康状態と出生時の体重に関する研究 
・スマートフォンアプリを用いた食生活介入研究 
・1 食毎に異なる栄養素組成が基質利用および食欲に

及ぼす影響 
・通所系介護サービスにおける口腔機能向上及び栄養

改善サービスの効果 
・閉経期女性における骨代謝回転、ホルモンレベル、

血中脂質と糞便中腸内細菌叢に対するグリーンキウ

イフルーツと大豆イソフラボンの併用効果 
・スタンディングワークの健康増進効果に関する介入

研究 
・介護予防通所リハビリテーションにおける口腔機能

向上及び栄養改善サービス提供のあり方 
・2 型糖尿病患者を対象としたアクティブビデオゲー

ムによる介入が血糖コントロールや日常身体活動レ
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ベルに及ぼす影響 
・不活動を活動的に促進させるための新たなスクリー

ン基盤テクノロジー（アクティブビデオゲーム・ス

マートフォンアプリ）を用いた介入研究 
・「健康づくりのための身体活動基準 2013」における

身体活動量と体力の基準値と生活習慣病罹患・生命

予後との関係：日本人労働者を対象にしたコホート

研究 
・国民健康・栄養調査における歩数調査手法に関する

研究 
・閉経後における肥満・サルコペニア予防のための運

動がエネルギー基質選択に与える影響 
・各種年代・活動レベルの対象における身体活動量の

把握及び簡易な身体活動量調査方法の評価に関する

研究 
・運動機能障害児におけるエネルギー必要量の算出方

法に関する研究 
・死亡小票を利用した「静岡県における高齢者の生活

実態調査」対象者の追跡 
・2 型糖尿病患者におけるエネルギー必要量、基礎代

謝量、身体活動量、基質酸化適応能に関する研究 
・食事摂取基準の活用に向けた有疾患小児および健常

児におけるエネルギー必要量の評価 
・身体活動識別および強度推定のためのアルゴリズム

を用いた新たな活動量計の開発、および既存の活動

量計による身体活動強度推定の妥当性 
・九州大学福岡コホート研究における栄養と生活習慣

病に関する研究 
 
【研究倫理審査委員会委員名簿】 
 伊藤洋志  （田賀法律事務所 弁護士） 
稲葉 裕  （実践女子大学教授：委員長） 

 大前和幸  （慶應義塾大学教授） 
 後藤田貴也 （東京大学医学部付属病院准教授） 
 辻 誠治  （日本女子大学附属豊明小学校教諭） 
  
 窪田直人  （臨床栄養研究部長） 
 佐藤陽子  （情報センター 研究員） 
 丸山 浩  （理事：副委員長） 
 髙田和子  （栄養教育研究部栄養ケア・マネジメ 

ント研究室長） 
 瀧本秀美  （栄養疫学研究部長） 
東泉裕子  （食品保健機能研究部 研究員） 

 田中茂穂  （基礎栄養研究部長） 
 石見佳子  （研究企画評価主幹） 
 西 信雄  （国際産学連携センター長） 
 澤田 亨   （健康増進研究部 身体活動評価研究

室長） 
 
【実験動物研究審査委員会委員名簿】 
 窪田直人  （臨床栄養研究部長：委員長） 

大坂寿雅  （基礎栄養研究部上級研究員） 

 竹林 純  （食品保健機能研究部 研究員） 
 山﨑聖美  （基礎栄養研究部 主要栄養素研究室

長） 

6.栄養情報担当者(ＮＲ)の研修 
アドバイザリースタッフ研修会の開催 
 東京会場:平成 25 年 10 月 6 日(日) 

 大阪会場:平成 25 年 10 月 26 日(土) 

岡山会場:平成 25 年 11 月 2 日(土) 

名古屋会場:平成 25 年 11 月 10 日(日) 

 仙台会場:平成 25 年 11 月 24 日(日) 

 福岡会場:平成 25 年 12 月 1 日(日) 

 

 

7.連携大学院 
(1)国立大学法人お茶の水女子大学 
(2)東京農業大学大学院 
(3)女子栄養大学大学院 
(4)早稲田大学スポーツ科学学術院 
(5)名古屋市立大学大学院 
(6)福岡女子大学 
(7)東京農工大学 
(8)聖徳大学 

(9)静岡県公立大学法人静岡県立大学 

(10)国立大学法人岐阜大学 

 
 

8.他の研究機関等との連携 
(1)国民生活センター 
(2)宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ） 
(3)国立医薬品食品衛生研究所 
(4)国立極地研究所 
(5)国立保健医療科学院 
(6)独立行政法人農業･食品産業技術総合研究機構食品

総合研究所 
 
 

9.主務大臣等の視察 
(1)平成 25 年 8 月 13 日 
  厚生労働省 秋葉賢也 副大臣 
(2)平成 26 年 1 月 20 日 
   厚生労働省 赤坂清美 大臣政務官 
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Ⅱ 研究･業務の進捗及び成果の概要 

栄養疫学研究部 
 
 
１．研究部／研究室の概要 

（１）研究部の概要 

栄養疫学に関する基礎ならびに応用研究を行い、日本

人の食生活の多様化と健康への影響を明らかにするとと

もに、わが国の公衆栄養行政に不可欠な科学的根拠を提

供する。具体的には、国民健康･栄養調査の集計業務を

担当するとともに、結果の質の向上をめざした環境整備

や基礎研究を行う。また、食事摂取基準の改定において

必要とされる学術的資料を作成するとともに、そのため

の基礎研究を行う。 

 

（２）研究室の概要 

ａ．国民健康・栄養調査研究室 

・当研究所の法定業務である国民健康・栄養調査の集計

業務を担当する。 

・国民健康・栄養調査等における調査精度の向上や技術

的・学術的なレベルアップに寄与する調査・研究等を

実施する。 

・都道府県、政令市、中核市、特別区等に勤務する行政

栄養士を中心に関連する事柄を中心に研修や情報提供

等の支援業務を行う。 

 

ｂ．食事摂取基準研究室 

・５年ごとに改定されている「日本人の食事摂取基準」

の策定に必要な栄養学的知見を系統的、かつ、網羅的

に収集、蓄積、解読し、策定の効率化と質の向上の一

助とする。 

・日本人の食事摂取基準の策定に資する基礎資料を得る

ための、ヒトを対象とした栄養疫学研究を実施する。 

 

（３）構成メンバー 

 研究部長： 

瀧本秀美（栄養教育研究部長併任） 

 研究室長： 

   奥田奈賀子（国民健康・栄養調査） 

笠岡（坪山）宜代（食事摂取基準） 

 研究員： 

坪田（宇津木）恵（国際産学連携センター併任） 

中出麻紀子 

今井絵理(1 月～) 

 特別研究員： 

今井絵理(～12 月) 

吉澤剛士 

 客員研究員： 

徳留信寛 

佐々木敏（東京大学） 

矢島哲也(2 月～) 

 

協力研究員： 

  細川裕子（目白大学） 

菊池有利子（ミネソタ大学） 

技術補助員： 

中山真樹(～10 月)、大和田美佳(～11 月)、堀江

早喜(～1 月)、小川綾子、高瀬晶子、横田真理子、

斉藤由紀子、坂本陽子、近藤明子、瀧沢あす香、

吉田和枝、河村由香 

研修生： 

江田有沙(8 月～)、原田萌香(8 月～)、平野美由

紀(8 月～)、廣野りえ(5 月～)、前澤友美、米山

ひかる 

    

２．年度計画 
ａ．国民健康・栄養調査研究室 

・【国民健康・栄養調査の機能強化及びデータ活用に関

する検討】 

血圧測定方法の検討、過去データの解析により世帯按

分法による栄養調査の特徴について検討する。 

・【健康・栄養調査の効率的実施】 

 国民健康・栄養調査の集計業務については、引き続き、

正確かつ効率的な集計を通して、結果発表までの期間

の迅速化を図る。また、データ収集に携わる行政の担

当者等に対して、技術講習、情報提供、研修教材等の

提供、標準的な調査ツールの提供などを通じて、積極

的な技術支援を行う。さらに、健康・栄養調査の効率

化を目指した専用ソフト（名称：食事しらべ）をアッ

プデートして自治体へ配布し、調査の全体の効率化も

目指す。 

 

ｂ．食事摂取基準研究室 

・【食事摂取基準のエビデンスに基づいた改定とさらな

る活用を目指した研究の実施】 

・策定に不足している日本人のエビデンスを重点的に

補足するため、エビデンスが不足している対象集団お

よび栄養素について、国民健康・栄養調査データ等を

用いて、栄養素等摂取量と生体指標の関連について検

討する。 

・災害時等の特殊環境における食事摂取状況について

も検討する。食事摂取基準を活用する際に障害となっ

ている事項を整理・分類し、これらを取り除くための

方策について調査研究を実施する。 

・【日本人の食事摂取基準 2015 年版策定に向けた業務】 

平成 25 年度は、5 年に 1 度の食事摂取基準の改定のた

め、作業ワーキングのエビデンス強化をサポートし、

合理的かつ科学的信頼性の高いレビュー実施に向け、

レビューの標準化システムの構築、エビデンスデータ

ベースの更新作業を行う。 
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３．進捗状況（成果） 
ａ．国民健康・栄養調査研究室 

●【国民健康・栄養調査の機能強化及びデータ活用に関

する検討】  

・国民健康・栄養調査結果を用いて、若年層で総エネル

ギー摂取量の減少傾向が血液検査実施率の低下傾向と

相関があることを示した。また、年次推移の検討が困

難となっていた穀類（米・米加工品、小麦加工品）に

ついて摂取量の年次推移を示した。総エネルギー摂取

量および三大栄養素摂取量を用いてアルコール摂取量

を性・年齢階級別に推定計算した。腹囲の値が自己申

告かどうかで BMI、腹囲に差がみられることを示し、

また国民健康・栄養調査で現在使われている水銀血圧

計から自動血圧計に移行した場合に考慮すべき事項を

文献等により整理した。 

・厚生労働省からの依頼により、食事摂取基準研究室と

協力し、食事摂取基準値策定の根拠となる日本人の参

照体位（身長および体重）を決定するため、国民健

康・栄養調査の複数年プールデータを用いて種々のパ

ターンでの基準体位（案）を算出した。また、同様に、

目安量（AI）および目標量（DG）策定の根拠を決定す

るため、エネルギーおよび各栄養素の摂取量について

も、国民健康・栄養調査の複数年プールデータを用い

て種々のパターンでの摂取量根拠（案）を算出した。

今後、これらの資料をもとに基準値の策定が行われる

予定であるため、年度末までに根拠の系統的な整理を

進める。 

 

●【健康・栄養調査の効率的実施】  

・H24 年国民健康・栄養調査（拡大調査）の集計を実施

し、12 月 19 日の概要発表に必要な集計・解析をすべ

て実施した。また、H24 年報告書作成に必要な集計表

（計 96 表）の提出も完了した。 

・H25 年度調査の準備のために 9 月に計三回、総勢 157

名の調査担当者（行政栄養士）を対象に「健康・栄養

調査技術セミナー」を実施した。セミナーで使用した

資料は、研究室の HP（健康・栄養調査情報のページ）

を通じ調査担当者への情報提供を行った。 

・食物摂取状況調査結果入力用専用ソフト「食事しら

べ」を 2013 年版にアップデートし、入力エラーを減

らすための改良を行った。「食事しらべ」に関する技

術的な情報交換の場として専用メーリングリストを開

設し、これを運用した。 

 

ｂ．食事摂取基準研究室 

●【食事摂取基準のエビデンスに基づいた改定とさらな

る活用を目指した研究の実施】  

・日本人の食事摂取基準改定に資する研究として、1) 

n-6 系脂肪酸および炭水化物の目標量については、

2015 年版で策定根拠を明示する（再レビュー）必要が

あること、2)目安量（AI）策定に使われている現行方

法（国民健康・栄養調査の 2 年間プールデータを用い

た中央値）が妥当であること、3)日本人のヨウ素摂取

量は耐容上限量を超えている者が一定割合で存在する

事を明らかにした。全ての研究は、室員が筆頭著者の

英文論文として公表した。 

・国民健康・栄養調査の直近データ（2010-2011）につ

いては、厚労省からの特別集計として解析し、日本人

の参照体位（身長および体重）および目安量、目標と

する BMI 等策定の根拠となった。 

・日本人で不足している高齢者のエビデンスを創出する

ため、国民健康・栄養調査プールデータを用いた再解

析を実施し、高齢者においては、男女ともに加齢に伴

いエネルギーおよびたんぱく質等の栄養素の摂取量が

減少すること、貧血の頻度は加齢とともに増加し、男

性では魚介類・肉類の高摂取、女性では肉類の高摂取

は貧血のリスクを低下させることと関連があることを

明らかにした。 

・食事摂取基準の活用例として、東日本大震災後に発出

した「避難所における栄養参照量」の認知率、活用率

について被災 3 県の栄養士会会員を対象に調査した。

避難所支援を行った者では約 6割活用していた。 

 

●【日本人の食事摂取基準 2015 年版策定に向けた業

務】  

・合理的かつ科学的信頼性の高いレビュー実施に向け、

諸外国のレビューシステムを調査し、1)策定を標準化

するためのレビューシステム素案、2)エビデンスフォ

ーム素案等を作成し、策定関連会議に提出した。 

・過去に引用されたエビデンスのデータベース（食事摂

取基準文献情報データベース）を改良し、2015 年版の

策定をエビデンス部分で支えた。 

 

●【日本人の食事摂取基準の普及啓発・活用促進業務】  

・世界へ向けた「日本人の食事摂取基準」（2010 年版）

の発信を目的として、英語完全版（研究事務局として

企画・編集を担当し JNSV 誌にて公表）を HP にて公開

した（5月）。 
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健康増進研究部 

 
 
１．研究部／研究室の概要 
（１）研究部概要 

健康増進研究部は、（独）国立健康・栄養研究所第三

期中期計画に示された、生活習慣病予防のための運動と

食事の併用効果に関する研究を行う。 

これは、運動・身体活動や適切な食事による生活習慣

病等の一次予防、身体活動や食事といった環境因子と遺

伝的因子の相互作用の解明、並びに運動と食事とによる

テーラーメード予防法に関して、ヒトや集団を対象とし

た調査・実験を行うものである。 

特に、ａ．運動基準・指針の改定あるいは国民健康・

栄養調査の問診票や実施・分析方法の改善のための科学

的根拠を提示する、ｂ．遺伝因子と各栄養素摂取量、身

体活動量等の環境因子との関係を明らかにし、生活習慣

病等の発症に対する、遺伝と環境の相互作用を解明する

ことを目的とする。 

 

（２）研究室の概要 

ａ．運動ガイドライン研究室 

 厚生労働省の「健康づくりのための運動基準 2006」や

「健康づくりのための運動指針（エクササイズガイド）

2006」の策定・改定及びその普及・啓発に資する研究・

調査並びに、それらを活用した生活習慣病予防の方策に

関する以下の研究・調査を実施する。 

・「健康づくりのための運動基準ならびに運動指針」作

成・改定のための文献収集並びに検討（システマティ

ックレビュー）とそれらから抽出したデータの統計分

析（メタ解析）を行う。この作業を通じて、基準値の

改定や提案に必要なエビデンスを提供する。 

・「健康づくりのための運動基準 2006」に示された生活

習慣病予防のために必要な身体活動量・運動量・体力

の基準の妥当性を検討するための大規模無作為割付介

入研究を行う。 

・身体活動量の多寡に関連する遺伝要因の解明と、環境

要因との相互作用について検討する。 

・肉体疲労あるいは精神疲労を、早期発見あるいは回復

経過を明らかに出来るようにし、適切な「休養」を取

る事で「運動」による継続的な健康増進が可能となる

ような研究を行う。 

 

ｂ．身体活動評価研究室 

 身体活動量ならびに体力の評価法の開発と、それらを 
活用した身体活動疫学研究を実施することを目的に以下 
の研究・調査を実施する。 
・国民健康・栄養調査での身体活動・運動調査や健康づ

くりのための運動基準や運動指針の策定に必要な、さ

まざまな身体活動量の評価法の開発・検討を行う。 
・正確かつ簡便な身体活動の定量法ならびに体力測定法

の確立のための研究を行う。 
・生活習慣病やがん発症と身体活動・運動習慣との関連

を明らにするコホート研究を地域や職域で実施し、国

民の健康増進に寄与するエビデンスを構築する。 

 

（３）構成メンバー 

 研究部長： 

   宮地元彦 

 研究室長： 

   宮地元彦（運動ガイドライン研究室長併任） 

澤田亨（身体活動評価研究室） 

 上級研究員： 

山田晃一 

研究員： 

村上晴香 

 流動研究員： 

Julien Tripette（日本学術振興会外国人特別研

究員） 

鎌田真光（日本学術振興会海外特別研究員） 

川上諒子（日本学術振興会特別研究員） 

 

 

客員研究員： 

田畑泉（立命館大学） 

大森豊緑（名古屋市立大学） 

吉武裕（鹿屋体育大学） 

真田樹義（立命館大学） 

家光素行（立命館大学） 

山元健太（南テキサス大学） 

福典之（東京都健康長寿医療センター研究所） 

森田明美（甲子園大学） 

熊江隆（帝京平成大学） 

塚本浩二（東京ガス株式会社） 

岡本隆史（東京ガス株式会社） 

中田由夫（筑波大学） 

岡浩一朗（早稲田大学） 

井上茂（東京医科大学） 

安藤大輔（防衛省 防衛大学校） 

加藤公則（新潟県労働衛生医学協会） 

田村好史（順天堂大学） 

山本直史（愛媛大学） 

 協力研究員： 

安田剛（（株）ティップネス） 

河野寛（国士舘大学） 

片山利恵（NPO 法人健康早稲田の杜） 

高山光尚（日本事務器株式会社） 

島田美恵子（千葉県立保健医療大学） 

大森由実（国立精神・神経医療研究センター） 

高﨑尚樹（（株）ルネサンス） 

荒尾裕子（（株）クレメンティア） 

森本友紀恵（NPO 法人健康早稲田の杜） 

丸藤祐子（早稲田大学） 

小栁えり（吉備国際大学） 

田中憲子（花王株式会社パーソナルヘルスケア研 
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究所） 

塙智史（立命館大学） 

岡田真平（公益財団法人身体教育医学研究所） 

難波秀行（和洋女子大学） 

菊賀信雅（株式会社プロフィットジャパン） 

竹澤純 

技術補助員： 

佐々木梓、吉池秀之、久保絵里子、林美由紀、吉

田美紀、栗田智史、松下宗洋、中潟崇、久保田恵

理 

 研修生： 

原秀美（聖徳大学） 

 

２．年度計画 
ａ．運動ガイドライン研究室 

・健康づくりのための身体活動基準 2013 とアクティブ

ガイドの普及・活用のための研究を実施する。 

・運動基準 2006 や身体活動基準 2013 で示された運動･

身体活動量の妥当性を検討するための大規模前向き研

究において、介入および観察を継続すると同時に、ベ

ースラインデータと縦断データを分析し、成果を公表

する。 

・健康日本 21 の最終評価の結果を次期国民健康づくり

運動のプラン策定に活かすために、個人の身体活動量

に影響する要因を遺伝と環境の両面から検討する。 

 

ｂ．身体活動評価研究室 

・「国民健康・栄養調査」での身体活動・運動調査に必

要な、さまざまな身体活動量の評価法の開発・検討を

行う。。 

・生活習慣病やがん発症と身体活動・運動習慣との関連

を明らにするコホート研究を地域や職域で実施し、国

民の健康増進に寄与するエビデンスを構築する。 

 

３．進捗状況（成果） 
ａ．運動ガイドライン研究室 

・健康づくりのための身体活動基準 2013・アクティブガ

イドの 2013 年 3 月 18 日の公表に向けての学術的研究

成果の整理と検討会報告書の執筆を行った。また新し

い基準・アクティブガイドの普及のための総説や著書

の執筆、学術講演、一般講演に加えて、ソーシャルネ

ットワークを使った普及・啓発活動を実施している。

また、普及・啓発効果も検討している。 

・運動基準 2006 で示された運動･身体活動量 23Ex の妥

当性を検討するための大規模前向き研究において、平

成 24 年 9 月 30 日の時点で約 1071 名の割り付けが終

了し、介入・観察を継続している。ベースラインデー

タを用いた横断的研究の成果として、身体活動・運動

と栄養摂取状況の関連、サルコペニアの代替指標の検

討、新しい動脈機能評価法の検討などを実施した。ま

た、観察期間 1 年目までのデータを用いた縦断的研究

として、身体活動の増加と腰痛有訴の抑制効果を検討

した。 

・長野県佐久総合病院でのコホート研究の参加者が平成

24 年 10 月 20 日の時点で 4,454 人に達し、登録を完了

した。そのうち活動量計による身体活動量の客観的デ

ータと BDHQ による習慣的食事・栄養摂取頻度のデー

タの両方が得られたのが 3,606 名であった。 

・食行動や身体活動に関連する遺伝的要因を検討した結

果、グレリン受容体やドーパミン受容体の遺伝子多型

との関連が明らかとなった。また、GWAS による網羅的

分析も 506 名のインピューテーション作業を実施し、

身体活動の多寡と関連する遺伝子多型候補が複数探索

された。 

 

ｂ．身体活動評価研究室 

・「国民健康・栄養調査」の歩数の測定法および集計法

に関して過去 3 年間の調査を実施し、各調査年の歩数

計非装着状況が約 8％で等しく、歩数の経年的な評価

には装着状況の影響が少ないことを確認した。一方で、

歩数の分布から歩数の集計においては中央値の方が妥

当であることや顕著な外れ値が存在することを確認し

たことから集計のための歩数採用のためのカットオフ

値を定めることが望ましいことが示唆された。これら

の結果を参考に、平成 24 年度の国調の拡大調査では

カットオフ値を定めた。 

・近年、身体活動と独立して身体不活動が生活習慣病罹

患や早世と関係があることが示され、身体不活動と健

康の関係に注目が集まっている。身体不活動の代表で

ある座位習慣とメンタルヘルスの関係を横断的に調査

し、座位習慣が多い群はメンタルヘルス不調が多いこ

とが明らかになった。 

・身体活動基準 2013 における全身持久力の基準値と 2

型糖尿病罹患およびがん死亡について日本人男性を対

象としたコホート研究を実施し、基準値未達成者と比

較して達成者の 2 型糖尿病罹患およびがん死亡の相対

危険度が低いことが確認され、基準値の妥当性が日本

人を対象に確認された。 

・日本人男性を対象としたコホート研究により、BMI が

低い群においても高い群においても全身持久力が高い

群のがん死亡の相対危険度が低い傾向にあることが確

認された。 

・身体活動奨励のためのポピュレーションアプローチの

効果を評価するためにクラスターランダム化比較試験

を実施した。また、座位習慣とメンタルヘルスに関す

る調査を実施するなど新たな研究に取り組んでいる。 
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臨床栄養研究部 
 
 

 
１．研究部／研究室の概要 
（１）研究部の概要 

臨床栄養研究部は、「重点調査研究に関する事項」の

「生活習慣病予防のための運動と食事の併用効果に関す

る研究」に対応し、運動･身体活動による生活習慣病の

一次予防、食事と遺伝的因子の相互作用の解明並びに運

動と食事とによるテーラーメード予防法に関して、ヒト

を対象とした試験、動物や細胞等を用いた研究を行う。

近年、我が国において糖尿病患者は増加の一途をたどり、

罹患者数は約 890 万人を数えるに到っている。糖尿病は

高齢者における主要な疾患の１つであり、糖尿病に肥

満･高脂血症･高血圧が合併するメタボリックシンドロー

ムは動脈硬化を促進し、心筋梗塞･脳卒中のリスク増大

を介して日本人の健康寿命を短縮する最大の原因となっ

ている。糖尿病などの生活習慣病は、複数の遺伝因子に

加えて環境要因が組み合わさって発症する多因子病であ

り、その 1 つ 1 つの因子は単独では生活習慣病を発症さ

せる効果は弱いが、複数の因子が組み合わさって生活習

慣病を発症させると考えられている。また近年の我が国

における糖尿病患者数の急増については、日本人が欧米

人に比べ、膵β細胞のインスリン分泌能が低い(遺伝的

素因)ために、高脂肪食などの食事内容の欧米化や運動

量の低下といった変化(生活習慣要因)による肥満･イン

スリン抵抗性状態に対して、膵β細胞がこれを十分に代

償できないことがその一因と考えられている。このよう

な生活習慣病の特性を踏まえて、本プログラムでは糖尿

病や動脈硬化症の発症･進展の遺伝的要因、環境要因並

びにその分子メカニズムを解明する。 

  
（２）研究室の概要 

ａ．メタボリックシンドローム研究室 

生活習慣病を効果的に予防するためには、生活習慣病

の根本的な分子病態の解明とそれに立脚した生活習慣へ

の介入が必須である。現在急増している 2 型糖尿病は、

複数の遺伝因子に加えて環境要因が組み合わさって発症

する多因子病である。そこで本プロジェクトは、2 型糖

尿病を発症しやすくする遺伝子多型を同定し、その機能

が未知のものに対しては、動物モデルを用いて解析する。

また半定量食品摂取頻度調査に基づいた個々人の各栄養

素摂取量並びに身体活動量と、これまでに同定した 2 型

糖尿病を発症しやすくする遺伝子多型の組み合わせが、

肥満度や血糖値などの臨床指標にどのように影響を及ぼ

しているか、コホート集団を対象に調査・解析する。 
 

ｂ．栄養療法研究室 

近年の我が国における糖尿病患者数の急増については、

高脂肪食に代表される食習慣の欧米化や車の普及などに

よる運動不足といった生活習慣に基因する肥満・インス

リン抵抗性に対して、膵β細胞がこれを十分に代償でき

ないことがその一因と考えられている。そこで、本プロ

ジェクトでは高脂肪食負荷に伴うインスリン抵抗性と代

償性のインスリン分泌増加の分子メカニズムについてモ

デル動物を用いて詳細に検討する。 
 

（３）構成メンバー 

研究部長： 

窪田直人 

室長： 

原 一雄 （メタボリックシンドローム研究室） 
井上真理子（栄養療法研究室）（8月から） 

  研究員： 

井上真理子（7月まで） 

客員研究員： 

門脇 孝 （東京大学医学系研究科糖尿病・代謝

内科） 

門脇弘子 （国際医療福祉大学臨床医学研究セン

ター教授） 

野田光彦 （国立国際医療研究センター病院糖尿

病研究部長） 
協力研究員： 

眞鍋一郎 （東京大学医学系研究科循環器内科） 

松下由実 （国立国際医療研究センター臨床研究

センター臨床研究支援部臨床研究推

進室長） 

窪田哲也 （理化学研究所横浜研究所統合生命医

化学研究センター代謝恒常性研究チ

ーム） 

流動研究員： 

高本偉碩 （東京大学医学系研究科糖尿病・代謝

内科） 

諏訪内浩紹（東京大学医学系研究科糖尿病・代謝

内科） 

技術補助員： 

高木真奈美、溝口ゆう子、高安雅嗣（7月から） 

研修生： 

泉 和生 （医薬品医療機器総合機構（PMDA）新

薬審査第一部主任専門員） 

加藤昌之  （フィオーレ健診クリニック） 

小島敏弥 （東京大学医学系研究科循環器内科） 

浅野智子 （東京大学医学系研究科糖尿病・代謝

内科）（5月まで） 

合田彩美 （東京大学医学系研究科糖尿病・代謝

内科）（5月から） 

林 高則 （東京大学医学系研究科糖尿病・代謝

内科） 

桜井賛孝 （東京大学医学系研究科糖尿病・代謝

内科） 

岩本真彦 （東京大学医学系研究科糖尿病・代謝

内科） 

梶原栄二 （東京大学医学系研究科糖尿病・代謝

内科） 

佐藤寛之 （東京大学医学系研究科糖尿病・代謝
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内科） 

相原允一 （東京大学医学系研究科糖尿病・代謝

内科） 

横田光祐 （東京大学医学系研究科糖尿病・代謝

内科）（11 月まで） 

佐藤直子 （国立成育医療センター小児思春期発

育研究部） 

 

２．年度計画 
ａ．メタボリックシンドローム研究室 

●新規の 2 型糖尿病感受性遺伝子の同定 

これまで 2 型糖尿病感受性遺伝子を同定するにあたり、

2 型糖尿病のようなありふれた疾患・形質というものは、

その遺伝素因の頻度も高いはずであるという common 

disease-common variant 仮説にのっとり、全ゲノムによ

るハップマップを用いた解析あるいは GWAS による解析

が行われ、アジア人特有の領域を含めこれまでに約 60

もの領域が 2 型糖尿病感受性領域として同定されている。

我々も 12 個の 2 型糖尿病感受性遺伝子を同定した。し

かし、これら同定された多型では 2 型糖尿病の遺伝素因

の約 20%しか説明ができないことが報告されている。こ

れは common disease の遺伝素因に common variant が寄

与する割合は低く、common disease の遺伝素因は

common variant のみならず、低頻度の variant も担って

いる可能性を示唆する。また次世代シーケンサーの開発

により、これまでの GWAS ではカバーされない新規の多

型が同定されてきており、これらの多型についても 2 型

糖尿病との関連を調べることで、新規の 2 型糖尿病感受

性遺伝子を同定できる可能性がある。しかしすべての遺

伝子をタイピングするには膨大なサンプル数と費用が必

要となるため、今回 Imputation 法を用いて、2 つのジェ

ノタイピングアレイ間で共通していないマーカーのジェ

ノタイプを補完することで、新規の 2 型糖尿病感受性遺

伝子の探索を行う。 

●各栄養素摂取量と遺伝子多型の相互作用の検討 

糖尿病をはじめとする生活習慣病は遺伝素因に環境因

子の影響が組み合わさって発症する多因子病であり、

個々人の易罹患性を予測するためには、個々の遺伝素因

と環境因子に加えて遺伝素因・環境因子の相互作用を考

慮に入れた解析を行いそのデータに立脚した易罹患性予

測式を構築する必要がある。これまでアディポネクチン

遺伝子多型は肥満者でより強く血中アディポネクチン値

に影響を与えていることを明らかにしているが、本研究

室では、これまでに明らかにしたインスリン抵抗性やイ

ンスリン分泌、1 型糖尿病に関与する遺伝子多型、各栄

養素摂取量、身体活動量、それらの相互作用項を説明因

子として、肥満度、血糖値、糖尿病の有無などの従属変

数をどのように説明しうるかをロジスティック解析によ

って検討する。本年度はコホートの対象者について PPAR

γ遺伝子、アディポネクチン遺伝子、PGC-1 遺伝子、

AMPKα２サブユニット遺伝子、HNF4α遺伝子、TCF7L2 遺

伝子、HHEX 遺伝子、KCNQ1 遺伝子に加えて、平成 22 年

度に明らかにした 2 型糖尿病感受性遺伝子である UBE2E2

遺伝子、C2CD4A/B 遺伝子のタイピングを行い、ロジステ

ィック解析によってインスリン抵抗性、2 型糖尿病発症

に関与する遺伝素因と環境因子の組み合わせを抽出する。 

 

ｂ．栄養療法研究室 

●糖尿病の研究（インスリン分泌を中心に） 

 欧米人と同様、日本人においても 2 型糖尿病感受性遺

伝子であると同定された TCF7L2 遺伝子は、欧米などの

解析から、インスリン分泌能の低下と関連していること

が報告され、これが糖尿病の発症要因であると考えられ

ている。しかしその機能については全く不明である。こ

れまでに、TCF7L2 の機能を膵β細胞で低下させた遺伝子

改変モデル動物を作製し解析したところ、出生直後から

膵β細胞量の減少に伴うインスリン分泌低下により耐糖

能異常を呈していることが明らかとなった。そこで本年

度はそのメカニズムを明らかにするために、単離膵島を

用いてインスリン分泌に関わる遺伝子や細胞増殖に関わ

る遺伝子らについて検討する。 

●メタボリックシンドロームの研究（インスリン抵抗

性を中心に） 

 過栄養や運動不足に伴う肥満は、炎症やアディポカイ

ン異常を引き起こし、肝臓や骨格筋における異所性脂肪

沈着や、ミトコンドリア機能異常の原因となり、インス

リン抵抗性を惹起する。そしてこのインスリン抵抗性に

伴う高インスリン血症は、我々のこれまでの研究から、

肝臓や血管内皮細胞においてインスリンシグナルの主要

な基質であるインスリン受容体基質(IRS)-2 の発現低下

によりインスリン作用不足を引き起こし、肝臓では糖産

生亢進にともなう高血糖を、骨格筋では糖取り込み障害

を来し、さらにインスリン抵抗性が増悪するという悪循

環を形成している可能性を提唱してきた。そこで本研究

では、この肥満・インスリン抵抗性に伴う高インスリン

血症が IRS-2 の発現調節を介して、最近注目されている

慢性炎症や炎症増悪に寄与しているのかどうかについて

検討する。 

 
３．進捗状況（成果） 
ａ．メタボリックシンドローム研究室 

●新規の 2 型糖尿病感受性遺伝子の同定と各栄養素摂

取量と遺伝子多型の相互作用の検討 

 まず日本人 2 型糖尿病 5976 人、非糖尿病 20829 人に

対して約 49 万 SNP を直接ジェノタイプした。さらに

1000 ゲノムプロジェクトの最新の参照パネルを利用し

Imputation 法 を 用 い て 572 人 の 東 ア ジ ア 人 の

10,811,164SNP を解析した。この直接ジェノタイプした

489,369SNP と Imputation 法 を 用 い て 解 析 し た

10,811,164SNP から、quality control 基準を満たした

6,209,637SNP について GWAS を行ったところ、39 の遺伝

子領域で 2 型糖尿病との関連を見出した。しかし 19 領

域はすでに既知の領域であったため除外し、2 型糖尿病

との関連が知られていない 20 領域に対して、計 5 万人

強の東アジア民族のサンプルを用いて follow up 解析を

行った。その結果 2 型糖尿病との関連が疑われる 4 つの

新しい領域を見出した。そこでこの 4 つの領域について

別の集団(合計 14,695) でタイピングを行って検証した

結果、2 型糖尿病の発症に関わる 3 つの新たな遺伝子

MIR129-LEP、GPSM1、SLC16A13 を同定した。さらにこの

3 つの遺伝子について欧米人 47,117 人を対象に 2 型糖尿

病との関連について調べたところ、3 つは明確な関連が
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認められず、東アジア人に特有の 2 型糖尿病関連遺伝子

であることが明らかとなった（Hum Mol Genet 201423 : 

239-46）。また、これまでに明らかにしてきた 2 型糖尿

病感受性遺伝子による遺伝素因と環境因子の相互作用を

考慮に入れて解析を行い、現在同定した肥満や 2 型糖尿

病関連遺伝子だけでは、検出力が低く、栄養・運動や食

習慣との相互作用を明らかにすることは難しいことが明

らかとなった。 

 

ｂ．栄養療法研究室 

●糖尿病の研究 (インスリン分泌を中心に)  

TCF7L2 の機能を膵β細胞で低下させた遺伝子改変モデ

ル動物では、野生型マウスと比較して、体重・インスリ

ン感受性は同程度であったが、インスリン分泌低下を伴

う耐糖能異常を呈した。一方、外来性のインクレチン作

用は保たれていた。また、単離膵島実験でのグルコース

応答性インスリン分泌率は良好であった。しかしこのマ

ウスでは、膵臓インスリン含量の減少と膵β細胞量の減

少を認めた。このことから、個体としてのインスリン分

泌量は低下していたが、膵β細胞のインスリン分泌機構

は保たれていると推定された。また出生直後から随時イ

ンスリン値はやや低下し、高血糖を呈していた。この時

膵β細胞のインスリン含量を測定したところ有意に低下

しており、Tcf7l2 は膵β細胞の発生・分化の段階から膵

β細胞量の調節に関与している可能性が示唆された。そ

こで本年度は、そのメカニズムを明らかにするために、

単離膵島を用いてインスリン分泌に関わる遺伝子や細胞

増殖に関わる遺伝子について解析を行った。インスリン

分泌機構に関与する遺伝子の発現に変化はなかったが、

インスリン合成に関与する遺伝子の発現は低下していた。

さらに膵β細胞の増殖に関与する遺伝子の発現は低下し

ていた。成体で膵β細胞のアポトーシスには差を認めな

かったが、増殖能は低下傾向を示し、この現象は出生直

後から認められた。このことから、Tcf7l2 は膵β細胞の

発生の段階から細胞増殖を介して膵β細胞量を調節する

ことが明らかとなった（Diabetologia 2014 in press）。 

●メタボリックシンドロームの研究 (インスリン抵抗

性を中心に) 

肥満インスリン抵抗性モデル動物である高脂肪食負荷

マウスと ob/ob マウスの肝臓のマクロファージで、IRS-

2 の発現について検討すると有意に低下していた。そこ

で、この IRS-2 の発現低下が高インスリン血症によって

起こりうるのかを検討するために、primary マクロファ

ージを用いて解析した結果、インスリン刺激によりその

発現は有意に低下した。さらにこれがインスリン-Foxo1

の経路によって調節されているかどうかを検討するため

に、インスリン刺激前後で Foxo1 の蛍光免疫染色を行っ

たところ、インスリン刺激前では核内に局在していた

Foxo1 が、インスリン刺激後核内から核外に移行し、

Foxo1 を primary マクロファージでノックダウンすると、

IRS-2 の発現が低下した。このことから肥満モデルマウ

スのマクロファージにおける IRS-2 の発現低下は、高イ

ンスリン血症がその１つの原因となっていることが明ら

かとなった。そこで次に、マクロファージの IRS-2 が個

体の糖・代謝調節にどのような役割をしているかを明ら

かにするために、マクロファージ特異的 IRS-2 欠損マウ

スを樹立し、高脂肪食を 20 週間負荷し解析した。この

時体重には差を認めなかったが、グルコース負荷試験に

て耐糖能異常を呈していた。次にグルコースクランプを

行ったところ、肝臓の糖産生が有意に亢進しており、肝

臓のインスリン抵抗性を呈したが、骨格筋の糖取り込み

には差を認めなかった。グルコースクランプの結果と一

致して、マクロファージ特異的 IRS-2 欠損マウスでは、

ピルビン酸負荷後の血糖の高値を認め、さらに糖新生系

の酵素発現が有意に上昇していた。また、マクロファー

ジ特異的 IRS-2 欠損マウスでは HE 染色にて脂肪の沈着

が増大し、実際肝臓の TG 含量は有意に上昇していた。

これと一致して、脂肪肝の病態形成に重要な PPARγ、

FSP27、CD36 といった遺伝子発現は、有意に上昇してい

た。さらに肝臓において MCP-1, TNFα、CCR2 といった

炎症性サイトカインが上昇していた。以上の結果から、

肥満に伴うインスリン抵抗性による高インスリン血症は、

肝臓におけるマクロファージの IRS-2 の発現を低下させ、

その結果肝臓では炎症性サイトカイン、糖産生亢進、脂

肪肝を誘導し、これがさらに高インスリン血症を増悪さ

せ、最終的に 2 型糖尿病、メタボリックシンドロームを

発症させるのではないかと考えられた。 
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栄養教育研究部 

 
 
１．研究部／研究室の概要 
（１）研究部の概要 

生活習慣病予防のための運動と食事の併用効果に関

する研究に関して、運動・身体活動や適切な食事によ

る生活習慣病予防、運動と食事指導の併用効果等につ

いて、特にライフステージ別の課題を実験的、疫学的、

文献的な調査及び研究を行う。 

また、小児から高齢者までの生涯にわたるライフステ

ージに応じた間断ない食育をより効果的に推進するた

めの調査研究を行い、その成果を専門家（管理栄養士

等）のみならず広く国民に情報提供し、行政機関等と

協調して食育を推進する。 

 
（２）研究部の概要 

ａ．栄養ケア・マネジメント研究室 

食事摂取基準や運動基準の策定において、ライフス

テージ別の目標量策定及びライフステージ別あるいは

有疾患者を対象とする場合の活用を推進するための基

礎的な研究を行う。また、それぞれのライフステージ

に応じた適切な栄養ケア・マネジメントを推進するた

めの調査研究を行い、その成果を専門家等に情報提供

する。あわせて、介護保険における栄養改善の推進の

ための調査研究と普及のための専門家の支援を行う。 
 

ｂ．食育研究室  

2011 年度からの 5 年間にむけて策定された第 2 次食

育推進計画に基づいて、各種団体（国、地方自治体、

地域ボランティア、生産者、企業など）が展開してい

る食育の実践活動を支援する為の調査研究を行う。ま

た、食育活動展開の為の科学的基盤を得るための調査

研究を実施する。その成果を専門家（管理栄養士等）

のみならず広く国民に情報提供し、行政機関等と協調

して食育を推進する。 

 

（３）構成メンバー 

研究部長： 

瀧本秀美 
研究室長： 

髙田和子（栄養ケア・マネジメント研究室） 

瀧本秀美（食育研究室 2013 年 7 月 31 日ま

で） 

髙田和子（食育研究室 2013 年 8 月 1日より） 

研究員： 

猿倉薫子（食育研究室） 
客員研究員 

朴鍾薫（建国大学（韓国）） 

吉村英一（熊本県立大学） 

長谷川祐子（くらしき作陽大学） 

メリッサ・メルビー（デラウェア大学） 

協力研究員： 

別所京子（聖徳大学） 

上野（目加田）優子（文教大学） 

技術補助員： 

坂田晶子、山本久子、吉田美代子、魚住佳代、 
神山麻子、吉田明日美、長谷川祐子、河村由香 

研修生: 

阿部瑞恵、田中祥子 
 
２．年度計画 
ａ．栄養ケア・マネジメント研究室 

・有疾患者やライフステージに特有なエネルギーの必要

量設定のための根拠となるデータを蓄積する。 

・介護保険における効果的な栄養改善を行うための課題

の検討、及び効果的な介入方法に関する調査研究を実

施する。 

・栄養改善の介入方法に関する文献検索及び環境等の

影響要因などの基礎的な研究を開始する。 

・被災地で実施した事調査及び被災地の栄養士を対象

とした調査のフォローを行う。 

 

ｂ．食育研究室 

・長野で 6 月に実施される大会参加に向けて､ポスター

やパネル作成を行う｡ 

・研究所ブースの来場者に対し、食育に関するアンケート

調査を実施する。 

・供食と健康状態に関する国内外の論文を収集し、系統

的レビューを行う。 

・栄養教育を用いた効果的な介入手法についての文献

レビューを行う。 

 
３．進捗状況（成果） 
ａ．栄養ケア・マネジメント研究室 

①【高齢者の低栄養のリスクを高める背景要因に関

する調査】 

地域在住高齢者の 3 コホートについて調査研究を

継続している。1 か所は 9 年後調査まで終了し自立度

と生活習慣等の関係について投稿準備中である。ま

た、1 か所は 2 年目調査を終了し、データのクリーニ

ング中である。1 か所は初回調査のデータのクリーニ

ングまで終了し、今後、解析を行う。 

②【高齢者における食支援のニーズや課題について

の調査】 

通所系介護サービスにおける口腔機能向上サービス

及び栄養改善サービスの提供のあり方についての調査を

平成 25 年度老人保健事業により実施した。これまでに口

腔機能向上加算、栄養改善加算のいずれかを取得して

いる事業所を対象に行った調査においても 9 月の加算

状 況 は 、 回 答 の あ っ た 550 施 設中 55 事業所
（ 10.0 ％ ） 、 口腔機能向上加算で 285 事業所

（51.8％）と少なかった。算定の少ない理由として

は、「それらのサービスが必要な利用者がいない」、

「必要な専門職が配置できない」が多かった。また 
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9 施設の協力を得て、口腔機能向上、栄養改善の一方

または両方を実施した際の効果について検討した。そ

の結果、単独での実施と複数実施による差はあまりな

いか、単独実施の方が効果が見られる傾向にあった。

一方で、複数実施では利用者の状態を総合的に把握す

ることに繫がり、単独実施では介入していないサービ

スに関連する機能が低下する例もみられた。 

③【有疾患者、高齢者、小児などのエネルギー必要

量に関するデータを蓄積】 

都市部の中学生について、二重標識水法で身体活動

量を測定し、体育の授業以外で運動を行っているもの

で身体活動レベル（総消費エネルギー/基礎代謝量）

は 1.85、運動を行っていない者で 1.74 であることを

示した論文を公表した。小学生ついては、肥満の有無

とエネルギー消費量の関係に関する論文投稿見込みで

ある。有疾患者については、人工呼吸器導入前の ALS

患者におけるエネルギー必要量についてはエネルギー

代謝の亢進を認め、エネルギー必要量の推定方法を提

案する学会発表を行った。 

④【東日本大震災の被災地の栄養士・管理栄養士の

調査の結果の解析】 

食事摂取基準研究室、国際栄養研究室と共同で被災

地の栄養士・管理栄養士への調査を実施し、3 食提供

している施設における食料の供給状況は、連絡がとれ

た機関や連絡方法により異なることを示す論文がアク

セプトされた。また、研究所で東日本大震災時に作成

したツールの認知度について検討し、ツールの認知度

は個人宅や避難所で活動した栄養士で高く、特に支援

マニュアルの認知度、利用が高いことが明らかになっ

た。しかし、認知度はいずれも 45％以下、使用度は

20%以下であり、認知度を増していく努力も必要と考

えられた。 

 
ｂ．食育研究室 

①【妊婦への食生活指導介入結果】 

妊娠中に産科外来で助産師や栄養士による食生活指

導を受けた女性 212 名から、出産後に指導内容等につ

いての回答を得た。74.5％が妊娠中の食生活に概ね満

足しており、外来での食生活指導に「満足した」と回

答した者が 206 名とほとんどを占めた。 

②【食育推進全国大会を通じた一般国民編情報提

供】 

食育推進全国大会（広島）に参加し、研究所の活動の紹

介、身体活動基準 2013 の紹介、情報センター作成のサプ

リメントの資料の紹介とともに、「エネルギー測れるよ」のテ

ーマで近赤外線を使用したエネルギー測定器、スマートフ

ォンアプリによるエネルギー量評価の体験を行った。 

③【食育と健康状態に関する文献レビュー】 

・供食と健康状態に関するレビューについては、

Google scholar, CiNii、医学中央学雑誌により検

索をし、タイトルと抄録から 69 編の論文を抽出し

た。そのうち供食頻度に関する論文は 14 編、供食

者に関する論文 47 編をレビューした。いずれも、

小中学生を対象とした論文が多かったが、成人、高

齢者を対象とした論文も数編みられた。 

・栄養教育を用いた効果的な介入手法の文献レビュー

は、レビューまで終了したので次年度とりまとめを行

う。 
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基礎栄養研究部 
 
 
１．研究部／研究室の概要 江崎治  （昭和女子大学） 

亀井康富 （京都府立大学） （１）研究部の概要 

高橋真由美（大阪女子短期大学） 基礎栄養研究部は、エネルギー代謝や、たんぱく質、

脂質、炭水化物などの主要栄養素の適切な摂取に関する

調査研究を行う。それにより、厚生労働省が 5 年ごとに

行っている「日本人の食事摂取基準」の改定作業に積極

的に関与すると同時に、それらの改定のための科学的根

拠の提示を行う。 

狩野理延 （東京医科歯科大学） 
二見 順 （東日本国際大学） 
田中千晶 （桜美林大学） 
引原有輝 （千葉工業大学） 
緑川泰史 （桜美林大学） 
大島秀武 （流通科学大学） また、エネルギーや主要栄養素の過剰、過少摂取で生

じる肥満や生活習慣病の発症機序と、それらの予防法に

関する研究を行う。 

稲山貴代 （首都大学東京） 
大河原一憲（電気通信大学） 
角田伸代 （国立長寿医療研究センター）  

古泉佳代 （日本女子体育大学） （２）研究室の概要 

ａ．主要栄養素研究室 西牟田守 （千葉県立保健医療大学） 

矢野友啓 （東洋大学） 生活習慣病や肥満予防のため、たんぱく質、脂質、炭

水化物等の主要栄養素の過剰、あるいは過少摂取で生じ

る生活習慣病発症機序を解明し、食事摂取基準策定に資

する研究を行う。 

太田昌子 （東洋大学） 
協力研究員： 

笠原知美 （東京医科歯科大学） 

 田村江梨奈（東京医科歯科大学） 

畑澤幸乃 （東京医科歯科大学） ｂ．エネルギー代謝研究室 

三宅理江子（千葉県立保健医療大学） 厚生労働省の「日本人の食事摂取基準」における推定

エネルギー必要量、および「健康づくりのための運動基

準」と「健康づくりのための運動指針(エクササイズガ

イド)」における身体活動量･運動量の把握に資する研究

として、以下の調査･研究を行う。 

鈴木洋子 （株式会社ウェル・ビーイング） 

技術補助員： 

小暮寛子、上條悦子，大川すみれ 

 研修生： 

なし ・様々な特性（職業、運動習慣、生活環境、年齢など）

を有する成人および小児を対象に、二重標識水法を用

いて、1 日当たりの身体活動レベルおよび総エネルギ

ー消費量のデータを蓄積する。 

 
２．年度計画 
ａ．主要栄養素研究室 

・ヒューマンカロリメーターや活動量計などを用いて、

エネルギー消費量や摂取量、エネルギーバランスの変

動要因を検討することにより、生活習慣病の予防や解

消に寄与する知見を獲得する。 

・たんぱく質、脂質、炭水化物等の主要栄養素の過剰、

過少摂取で生じる肥満、生活習慣病に関して、脂肪食

摂取後に血中脂質濃度が増加するマウスや培養細胞を

用いて発症機序解明を行う。さらに、予防・治療法に

関する研究を行う。 ・実験動物を用い、エネルギー消費と肥満を制御する脳

機構を明らかにする。  

ｂ．エネルギー代謝研究室  

（３）構成メンバー ・日本人の知見が不足している高齢者および小児を主な

対象として、二重標識水法を用いて、1 日当たりの身

体活動レベルおよび総エネルギー消費量のデータを蓄

積する。さらに、活動量計などを用いて、成人の身体

活動の特性（強度や時間帯、活動内容など）を明らか

にする。 

 部長： 

   田中茂穂 
 室長： 

山崎聖美 （主要栄養素研究室） 
田中茂穂 （エネルギー代謝研究室） 

 上級研究員： ・ヒューマンカロリメーターを用いて、朝食の栄養素組

成がエネルギー基質に与える影響を検討することによ

り、肥満の予防や解消に寄与する知見を獲得する。 

大坂寿雅 

特別研究員：  
中江悟司 （エネルギー代謝研究室） ・褐色脂肪の有無がエネルギー代謝の季節変動に与える

影響を検討する。 安藤貴史 （エネルギー代謝研究室） 
 流動研究員： ・ラット及びマウスを用い、エネルギー代謝調節および

肥満制御の脳機構を明らかにする。 薄井澄誉子（日本学術振興会特別研究員） 
 青山友子 （日本学術振興会特別研究員） 
 客員研究員： 
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３．進捗状況（成果）  

ａ．主要栄養素研究室  

 ・炭水化物過少、脂質過剰で生じる肥満、脂肪肝等につ

いて検討を行った。肥満マウスに対しては、初期にお

いて肥満改善効果がみられたが長期では効果はなく、

脂肪肝増悪化など安全性に問題があった。一方、脂質

過少食は同様の肥満改善効果があり脂肪肝も改善され

た。標準体重マウスでは、体重増加が抑制されたが脂

肪肝を発症した。肥満マウス、標準体重マウスとも各

組織において糖や脂質代謝に関わる遺伝子発現変化が

みられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

ｂ．エネルギー代謝研究室  

・ほぼ自立した生活を送っている高齢者において、二重

標識水法による総エネルギー消費量・身体活動レベル、

および IAAO 法によるたんぱく質必要量のデータを収

集するための調査を昨年度から進めている（今年度ま

でにそれぞれ 55 名、25 名の測定を実施）。現時点では、

高齢者でも、従来考えられていた値より高めの身体活

動レベルが得られている。また、3～6 歳の幼児におい

ても、二重標識水法による総エネルギー消費量の測定

を実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・ヒューマンカロリメーターを用いて、3 種類の朝食の

栄養素組成によって 1 日の基質利用が異なるか検討し

（2 泊の入室×3 回×10 人）、朝食の栄養素組成が 1 日

の基質利用と関連するという結果が得られた。 

 

 

 

 ・褐色脂肪の有無が日常生活におけるエネルギー代謝の

季節変動（夏⇔冬）に与える影響を検討するために、

36 名の測定を終了し、分析を進めている。 

 

 

 ・低酸素環境下でのエネルギー消費の抑制と体温低下の

脳機構として、延髄の傍錐体路領域での GABA 放出に

よる交感神経プレモータニューロンの抑制が重要であ

ることを明らかにした。 

 

 

 

 ・視床下部で産生され摂食抑制作用があるガラニン様ペ

プチドは脳室周囲のグリア細胞に作用してプロスタグ

ランジン E2 産生を介することでエネルギー消費が促

進されることを明らかにした。 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 



 

20 独立行政法人 国立健康・栄養研究所研究報告 第 62 号（2013）

 

食品保健機能研究部 
 
 

1. 研究部／研究室の概要 

（１）研究部の概要 

 中期目標は、健康増進法に基づく業務及び「健康食

品」を対象とした食品成分の有効性評価及び健康影響評

価に関する調査研究を行う。 
○健康増進法に基づく業務 

・健康増進法第 27 条に基づき収去された特別用途食品、

栄養表示された食品の試験業務を的確かつ迅速に実施

する。 

・特別用途食品の許可に係る試験業務について、分析技

術が確立している食品成分の試験業務は、検体の受理

から試験の回答までを 2 ヶ月以内に行うことを目指す。 

・分析技術の確立していない特定保健用食品の関与成分

等の新たな食品成分技術的対応については、他登録試

験機関での応用も可能な分析技術の規格化及び当該食

品成分の標準品の開発の実現を図る。 

○健康食品を対象とした食品成分の有効性及び健康影

響評価に関する調査研究 

・「健康食品」等の健康志向に基づく食品の使用実態等

の情報を収集・把握し、食品表示並びに食品成分の

健康影響に関する調査研究を実施する。 
・「健康食品」摂取の安全性に関しては、動物実験及び

細胞実験等による健康影響評価研究を実施し、これ

らに関する情報発信を行う。 

 
（２）研究室の概要 

ａ．食品分析研究室 

・特別用途食品 (病者用食品、乳児用調製粉乳、えん下

困難者用食品、特定保健用食品など) 許可申請時の食

品成分分析を行う。 

・収去食品の分析を行う。 

・一般栄養成分及び特定保健用食品関与成分の分析方法

の改良を行う。 

・特定保健用食品の審査において、消費者庁に関与成分

分析法について専門的観点から情報を提供する。 

 

ｂ．食品栄養・表示研究室 

・食品中の栄養素等の生理機能の評価並びに表示との関

係に関する基礎的調査研究を行う。そのうち特に、ビ

タミン A やビタミン D 等の微量栄養素を中心に、栄養

生理学上の研究を行うとともに、健康維持における新

しい有用性に関する試験研究を進める。 

・これらの研究成果をもとに、食品表示のあり方につい

て調査研究を行う。 

 

ｃ．食品機能研究室 

・機能性を有する食品の有用性と安全性の評価に関す

る調査研究を行う。特に、機能性食品の安全な利用

のための評価研究と新規機能性成分の有効性、健康

影響評価及び食品素材利用に関する研究を行う。 

 
（３）構成メンバー 

研究部長: 

石見佳子 
研究室長: 

松本輝樹 （食品分析研究室） 
山内 淳 （食品栄養・表示研究室） 
石見佳子 （食品機能研究室） 

研究員: 

竹林 純 （精度管理担当（主任）） 
東泉裕子 

特別研究員: 

只石 幹 
流動研究員: 

  西出依子 
客員研究員: 

  山田和彦（女子栄養大学） 

太田篤胤（城西国際大学） 
呉 堅（日清オイリオ株式会社） 
王 新祥（北京中医薬科大学） 
山本祐司（東京農業大学） 

協力研究員: 

千葉大成（神奈川工科大学） 
小板谷典子（相模女子大学他） 
永田純一（福岡工業大学） 
谷中かおる（早稲田大学） 

技術補助員: 

白井智美、加藤美智子、市田尚子、山田麻未（平

成 25 年 4 月～10 月）、松本雄宇（12 月～） 
研修生: 

山田有紀（文教大学） 
待寺真波（文教大学） 

 

２．年度計画 

ａ．食品分析研究室 

・ 消費者庁の特別用途表示の許可等に関わる申請に基づ

く試験業務を期間内に実施するとともに、そのヒアリ

ングに適切に対応する。 

・ 健康増進法第 27 条第 5 項の規定により収去した特別

用途食品及び栄養表示がなされた食品の分析業務を、

期間内に実施する。 

・ 栄養表示基準における栄養成分の分析法について、よ

り適切な分析手法の検討を行う。また、試験検査機器

の有効利用及び整備の充実を図る。 

・ 登録試験機関間の協力体制を維持し、分析精度管理試

験を実施し、分析精度の維持・向上に努める。 

・ 分析の難易度が高い微量栄養成分（ビタミン・ミネラ

ル）または分析頻度の高い特定保健用食品の関与成分
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について、標準品の開発を検討する。 

・ 測定成分の曖昧さにより分析法が確立されていない栄

養成分に関して検討を行う。また、カラムスイッチン

グ HPLC を用いたビタミン D 分析法の開発を行う。 

・ 抗酸化物質摂取の健康影響を明らかにするための疫学

研究の基礎データとするため、種々の食品の抗酸化能

を測定し、データを蓄積する。 

・ ｢健康食品」の原材料の安全性評価として、ミネラ

ル酵母に関する試験を実施する。 

 

ｂ．食品栄養・表示研究室 

・ 「健康食品」の表示並びに「健康食品」に含まれる微

量栄養成分の栄養生理学上の調査研究を行う。 

・ 食品に含まれる微量栄養素の生理機能の評価を行う。 

・ 力価の高い RBP4 抗体を作成する。また、RBP4 が新規

のサイトカインとしての機能を評価する。 

・ βカロテン-ビタミン A 転換酵素の遺伝子発現制御機

構を分子レベルで明らかにする。特に RAR/RXR の結

合状態と転写制御の関連について調べる。 

 

ｃ．食品機能研究室 
・疾病モデル動物における「健康食品」素材の健康影響

評価及び医薬品との相互作用について、植物性エスト

ロゲン作用を示す素材を中心に検討する。 

・閉経後女性の骨の健康を目的とした、日本とニュージ

ーランド（NZ）の機能性食品の併用効果に関する研究

を実施する。 

 

３．進捗状況(成果) 

ａ．食品分析研究室 

・ 消費者庁の特別用途表示の許可等に関わる申請に基づ

く試験業務を期間内に実施した（特定保健用食品 2 検

体、特別用途食品 4 検体）。また、表示許可のヒアリ

ングに適切に対応した (許可試験, 6 件; ヒアリング, 

0 回; 調査会・部会, 6 回)。 

・ 本年度の収去試験依頼はなかった。 

・ ICP-AES (誘導結合プラズマ発光分光分析装置) を導

入し、消費者庁事業であるモリブデン分析法の標準化

について検討を行った。また、それに付随し、ビタミ

ン K の標準化についても検討を行い、メナキノン-7 へ

の対応を可能とした。 

・ 平成 25 年 6 月 28 日に公布された食品表示法において、

収去食品の栄養表示に係る試験を食品衛生法における

登録検査機関が受託可能となったことから、登録検査

機関との協力体制を構築し、栄養成分分析に関する実

態調査を実施した。全 98 機関に対し質問票調査を実

施し、54 機関に対し栄養成分 (熱量、たんぱく質、脂

質、炭水化物、ナトリウム) の実測調査を実施した。

質問票調査の結果、登録検査機関の 6 割以上で栄養分

析が行われていたが、分析可能な成分は限られており、

栄養表示基準に定められた全ての成分に対応可能な機

関は 5 機関程度であった。実測調査の結果、熱量、た

んぱく質、脂質、炭水化物、ナトリウムに関しては 8

割以上の機関で、適切な精度で分析されていると考え

られた。 

・ 標準品開発の一環として、消費者庁事業における室間

共同試験用の食品検体について調製を行い、均質性確

認試験の結果、配付可能であることが明らかとなった。 

・ カラムスイッチング HPLC を用いたビタミン D 分析法

の開発については、前処理カラムとしてフェニルカラ

ム、分析カラムとして ODS カラムを用いることにより、

実サンプル（粉ミルク、マルチビタミンタ、鮭、きく

らげ）において、ビタミン D が分離・定量可能である

ことを見出したが、添加・回収試験における回収率が

約 60%であり、さらなる改良を要する。 

・ 食品の抗酸化能 (ORAC 値) について実測および文献調

査により、215 品目に関するデータを得た。しかし、

得られたデータは野菜、果実、調味料及び香辛料 (ハ

ーブ) 類に関するものが多く、肉・魚・卵・乳類は少

ない。食事全体の抗酸化能を把握するためには、食品

としての抗酸化能は高くなくても摂取頻度の高い食品

について、さらにデータを蓄積する必要があると考え

られた。 

・ 健康食品に含まれるミネラルの形態確認手法について

検討を行い、セレンを対象とした検討では、陽イオン

交換樹脂を用いることにより、無機セレンと有機セレ

ンを分画可能であることが示唆された。 

 

ｂ．食品栄養・表示研究室 

・力価の高いビタミン A 結合タンパク質（RBP4）の in 

vitro 大量調整法を確立した。高い力価の抗 RBP4 抗体

を作成し、血中 RBP 測定系の構築をめざした。その結

果 RBP4 精製法は確立出来たが、市販に比べて高い力

価を持つ抗体は作成できなかった。RBP4 遺伝子発現を

制御する新規の転写因子である PSMB1 の核内移行によ

る転写調節機構の一部を明らかにした。 

・βカロテン-ビタミン A 転換酵素（BCMO1）がレチノイ

ン酸によって発現誘導されない分子メカニズムを解析

した。その結果、BCMO1 遺伝子プロモーターにはビタ

ミン A 受容体である RAR/RXR がビタミン A 依存的に結

合するが、その結合が極めて弱いことが明らかとなっ

た。 

・特定保健用食品の許可表示に関して、消費者委員会及

び消費者庁食品表示課への助言等を行った（調査会・

部会事前打ち合わせ 5 回/年、諮問資料確認 18 件/年、

審査結果報告 29 件/年、指摘事項回答確認 8 件/年、

新開発食品調査会 6 回/年、新開発食品調査部会 4 回/

年、審議品目数 38 件/年、 平成 26 年 2 月末日現在）。 

 

ｃ．食品機能研究室 
・閉経後骨粗鬆症モデル動物を用い、健康食品素材であ

るレスベラトロール（ＲＳ）の健康影響評価を行った。

モデル動物では肝臓の薬物代謝酵素の遺伝子発現が亢

進しており、ＲＳはこれを抑制した。抗コレステロー

ル薬であるスタチンとＲＳは、肝臓の病理組織学的検

査において大滴性脂肪滴を減少させたが、両者の相互

作用は認められなかった。 

・日本と NZ の機能性食品成分（イソフラボンならびに

カロテノイド）について、破骨細胞形成及び骨芽細胞
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の分化に対する併用効果を検討した。大豆イソフラボ

ンであるゲニステインおよびエクオールは破骨前駆細

胞の増殖を抑制することで破骨細胞形成を抑制するこ

とを明らかにした。骨芽細胞系では、イソフラボン及

びβカロテンはアルカリフォスファターゼ活性を促進

し、骨形成に関連する遺伝子発現を亢進した。両者の

併用により、骨芽細胞の分化は相乗的に促進された。

また、ＮＺで実施している閉経後女性を対象とした介

入試験の生体試料の解析を行った。 

・大豆イソフラボン代謝産物の機能性評価及び安全性評

価に関する研究を実施した。 

・大豆イソフラボン代謝産物の産生を高める食物繊維素

材の開発に関する研究を実施した。 

・FAO/WHO コーデックス委員会栄養・特殊用途食品部会

に出席し、国際食品規格の策定プロセスに関する研究 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

を実施した。 
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情報センター 

 
  

廣田晃一 （栄養情報技術研究室） １．センター／研究室の概要 
研究員： 

（１）センターの概要 
佐藤陽子 （健康食品情報研究室） 

情報センターは、当研究所の情報発信の中核としての役割

を担っており、健康と運動・栄養に関する研究所内の成果、な

らびに研究所外から公開されている関連情報を収集・分析し、

国民の健康づくりに役立つ情報としてホームページやニュー

スレターを通じて発信する。また、保健機能食品や特別用途

食品に関する基礎的情報、いわゆる健康食品が関連した被

害情報など、国の健康や食品・栄養に係わる制度等を効果的

に普及させるための取り組みを行う。さらに、インターネット上

の種々の仕組みの活用により、国民や専門職等からの意見・

要望等の把握、研究所の諸規程や職員の公募等の必要な

情報提供を行い、業務の効率化と情報システムに係る情

報のセキュリティの確保に努める。 

客員研究員: 

三浦進司 （静岡県立大学） 

橋本洋子 （秋草学園短期大学） 

梅國智子 （人間総合科学大学） 

協力研究員 

千葉一敏  （アドバイザリースタッフ研究会） 

技術補助員: 

鈴木順子、中西朋子、横谷馨倫、狩野照誉、古池

直子、細井俊克、亀本佳世子（～8 月）、マサハ

ート由華、鈴木祥菜 

研修生: 

関根有希 （共立女子大学） 
 安達春香 （東京家政大学） 

北澤千裕 （東京家政大学） （２）室の概要 
北村智恵 （東京家政大学） ａ．健康食品情報研究室 

 健康食品に関する正しい知識の普及と健康被害の未然

防止ならびに拡大防止を目的に、公正で科学的な健康食

品の情報を継続的に収集・蓄積し、国民ならびに保健医

療の専門職に効果的に情報提供する。その情報提供サイ

ト と な る 「 健 康 食 品 」 の 安 全 性 ・ 有 効 性 情 報

（https://hfnet.nih.go.jp/）は厚生労働省等と連携、

特 別 用 途 食 品 ・ 栄 養 療 法 エ ビ デ ン ス 情 報

（http://fosdu.nih.go.jp/）は(公社)日本栄養士会等と

連携して維持・管理し、それらを現場の専門家や関係機

関との連携が促進できるシステムに充実させる。さらに

健康食品の危害防止に関する調査研究を行い、健康食品

に関する外部からの電話やメールの問い合わせに適宜対

応する。 

２．年度計画 

ａ．健康食品情報研究室 

・「健康食品」の安全性・有効性情報（hfnet）サイトに

関して、厚生労働省等と連携して継続的な掲載情報の

更新をするとともに、それらの情報の効果的な発信等

に関連した調査研究を行う。また、消費者が必要な情

報を得られやすい様にサイトの改修を行う。 

・特別用途食品・栄養療法エビデンス情報(fosdu）のサ

イトに関して、継続的な掲載情報の更新に努める。 

・ハイリスクグループによる健康食品の利用実態調査を

行い、問題点を明らかにした上で、適切な情報提供に

活用する。  
・厚生労働省、国民生活センター、企業で収集されてい

る健康食品との因果関係が疑われる健康被害情報（苦

情を含む）の特徴をさらに精査し、それぞれの情報が

集約しやすい方法の考案、ならびに健康被害との因果

関係を調べるアルゴリズムの開発を進める。 

ｂ．栄養情報技術研究室 

研究所内の他の部・センターとの連携等により、所内

の研究成果ならびに国内外の健康・栄養に関連した情報

を収集・蓄積し、ホームページ等を通じて国民に継続発

信するとともに、必要な情報の更新に努める。また、国

民の要望や意見、健康・栄養分野の専門家が必要とする

情報について、各種セミナー・シンポジウム等の機会や

情報技術を用いて把握する。さらに、ホームページ等を

介した業務の効率的な推進に努め、情報システムに係る

情報のセキュリティを確保する。健康や栄養に関する外

部からの電話やメールの問い合わせに適宜対応する。 

・健康食品素材（天然・自然を標榜したハーブなど）に

よる薬物代謝酵素への影響ならびに肝臓における抗炎

症作用について検討する。 

 

ｂ．栄養情報技術研究室 

・外部からの意見、要望、情報等を広くまた効率的に把

握し、速やかに業務に反映するとともに効率的に情報

を外部に発信していくためのインターネット、イント

ラネットの整備改善を進める。 

 

（３）構成メンバー 

センター長： 
・研究所の最新の研究成果やトピックス等を紹介したニ

ュースレター（４回）を発行し、ホームページ上での

公開と電子メディアでの配信、研究所ホームページ等

梅垣敬三  
室長: 

千葉 剛 （健康食品情報研究室） 
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を活用した諸規程、職員の公募等、必要な情報開示を

継続的に実施する。 

・図書の整備等の作業を行う。 

・年１回オープンハウスとして研究所の活動を紹介する。 

・情報システムに係る情報のセキュリティの確保に努め

る。 

 

３．進捗状況（成果） 

ａ．健康食品情報研究室 

・「『健康食品』の安全性･有効性情報（hfnet）」サイト

に関して、厚生労働省等と連携して、ニーズ把握及び

データ追加を行った。特に安全性・被害関連情報につ

いては積極的に情報収集して迅速な提供に努めた。25

年度に作成した情報の内訳は、新規情報が 358 件、更

新・追記情報が 411 件であり、情報が検索しやすい様

に検索システムを追加した。登録会員への更新情報メ

ールの配信（毎月）、健康食品に関するメールや電話

での問い合わせ、新聞などの取材に適宜対応した。サ

イトへのアクセス数は約 14,000 件／日であった。 

・(公社)日本栄養士会と連携して運営している「特別用

途食品・栄養療法エビデンス情報」サイトに適宜情報

を追加した。作成した情報の内訳は、新規情報が 8 件、

更新・追加情報が 19 件であった。サイト全体を見直

し、リンク切れ等の修正、サイトの利用環境に関して

適宜対応した。アクセス数は約 600 件/日であった。 

・いわゆる健康食品による健康被害情報の因果関係解析

法と報告手法に関する調査研究として、厚生労働省、

国民生活センター、企業の協力を得て、現時点で収集

されている有害事象（苦情）の特徴を調査し、同時に

健康食品の摂取と健康被害の因果関係を調べるための

アルゴリズムを試作し、保健所担当者、企業担当者、

消費者センターの相談員にアンケート調査を行った。 

・病者における特定保健用食品の利用実態アンケート調

査をインターネットで実施し、病者の約 1 割が治療目

的に特定保健用食品を利用し、さらに、その 9 割が特

定保健用食品の利用を主治医に相談していないことが

明らかとなった。 

・小児におけるサプリメントの利用実態アンケート調査

をインターネットで実施し、サプリメント利用率は

8％であったが、実際に、どこの何という製品か意識

せずに子供に与えている母親が約 3 割いることが明ら

かとなった。 

・ダイエットサプリメントに多用されている植物エキス

の一つであるコレウス・フォルスコリの安全性をマウ

スの実験系で検討し、ヒトで想定される摂取量で医薬

品（トルブタミド）の作用を減弱することを明らかに

した。 

・抗炎症作用を有する健康食品素材の有効性・安全性を

マウスの実験系で検討し、レスベラトロールは長期摂

取において肝臓の薬物代謝酵素活性を誘導する可能性

を明らかにした。また、クルクミンは肝臓における薬

物代謝酵素（CYP）の遺伝子発現および活性に影響を

与えないこと、さらに非アルコール性脂肪肝炎に対し

ても影響しないことを認めた。 

・外部からの電話やメールの問い合わせ、講演の依頼に

適宜対応した。 

以上、予定している情報提供ならびに調査研究は、

概ね達成できた。 

 

ｂ．栄養情報技術研究室 

・公式サイトの維持管理に努めた。サイトの平均アクセ

ス(ページビュー)数は、栄養研全体（hfnet を除く）

で平均約 10,300 件/日(2011 年度 9,000、2012 年度

9,100)、新着情報のデータ更新数は 72 件、マンスリ

ーレポートのデータ登録数は、913 件であった(なお一

部集計方法に変更があったので前年度前々年度の数字

を参考に附す)。 

・一般ユーザと研究所職員のコミュニティサイト｢健

康・栄養フォーラム｣を運用した。アクセス数は、平

均 3,800 件/日(2011 年度 4,200、2012 年度 4,200)で

あった。 

・最新健康・栄養情報の収集を行い、インターネットを

通じて発信に努めた。①世界の最新論文を日本語に翻

訳し紹介するサイト「リンク DE ダイエット：世界の

最新健康・栄養ニュース」へのデータ登録数は、

3,914 件であった。「リンク DE ダイエット」サーバへ

のアクセス数は平均約 3,100 件/日(2011 年度 1,500、

2012 年度 2,900)であった。②最新健康食品文献リス

ト(EBIS)へのデータ登録数は 30,243 件であった。③

日本人の食事摂取基準についての各種情報を掲載する

「日本人のための食事摂取基準」、④「日本人のための

食事摂取基準 2010 年版策定者向け引用文献データベ

ース」⑤全国の自治体の食育活動を収集・公開する

「健康づくりに向けた食育取組データベース」、⑥小学

生向け健康・栄養情報「えいようきっず」のサイトを

運用した。 

・公式サイトをはじめとした当研究所で運用する上記の

様々なサイトの最新情報を発信するため、ソーシャル

ネットワーキングサービス「twitter」「facebook」を

積極的に活用した。記事の投稿総数は twitter、

facebook 各々775 件であり、facebook の栄養研ページ

へのアクセス(ページビュー)数は平均約 3,300 件/日

であった（twitter はカウント機能無しの為不明）。 

・公式サイトへの問い合わせに適宜対応した。メールに

よる問い合わせは、270 件、また「健康・栄養フォー

ラム」での質問は 47 件であった。 

・機関誌「健康・栄養ニュース」（年４回）発行に努め

た。「健康・栄養ニュース」メールマガジン登録者数

は 2,806 名(3/31 現在)であった。 

・世界の最新健康・栄養ニュースを紹介するメールマガ

ジンを週 1-2 回発行（52 回）、登録者数は 1,296 人で

あった。 

・当研究所に必要な健康・栄養関連の図書等の情報を調

査し適宜整理した。 また、図書業務（契約雑誌の整

理・オンラインの閲覧設定、文献取り寄せ(527 件)、

図書検索システム LIMEDIO の整備など）を遂行した。 

・情報セキュリティ確保のために、クラウド型ウェブフ

ァイアウォールを新規に導入して監視体制の強化を継

続するとともに、年 6 回(今年度予定)のセキュリティ

講習会を開催(感染研と共同で 6 回)し、年 2 回のセキ
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 ュリティ監査を実施した。 

 ・平成 25 年 10 月 12 日（土曜日）にオープンハウス

（研究所公開）を実施し 420 名(2012 年度 290 名)の来

場者があった。食生活診断、健康体力診断、骨密度測

定、健康フィットネス体験、講演、所内見学、健康食

品相談等を実施した。 

 
 
 
 
 ・研究所内セミナー等の予定を調整した。 

 以上、栄養研の公式サイトへのアクセス数は、2010 年

度以降低下していたが、本年は facebook、twitter に

よる新たな情報発信がアクセス数を増やし、またオー

プンハウスの来場者数も向上した。従って予定してい

る情報提供等の業務は、概ね達成できた。 
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国際産学連携センター 
 
 

１．センター／研究室の概要 

（１）センターの概要 

 国際産学連携センターは、当研究所の対外部門とし

て、アジア地域をはじめとする国際的な研究ネットワー

クの構築、海外との学術交流や若手外国人研究者の受

け入れ、大学や企業等との連携による研究開発、国際

シンポジウムやセミナーの開催など、当研究所が国内

外の関係機関等と連携して行うさまざまなプログラムの

調整役を担っている。また、WHO の GEMS/Food（地

球環境モニタリングシステム／食品汚染モニタリング

システム）プログラム協力機関として、国民健康・栄

養調査の結果等、わが国の食事調査データを発信して

いる。 
 
（２）研究室の概要 
ａ．国際栄養研究室 
 国際栄養研究室は国際的な学術交流(招へい事業、セミ

ナー開催等)、情報提供及び国際機関との協力を行う。具

体的には、海外からの研修生の受け入れ(「若手外国人研

究者招へい事業」等)、国際シンポジウムの開催、アジア

各国との共同研究、WHO など国際機関への協力･連携、

海外向け情報発信等を通じて、国際的な研究ネットワー

ク構築を図ることを目指している。 
 
ｂ．生物統計研究室 
 産学官連携による共同研究・事業の展開を見据えた基

礎的・応用的研究を行うとともに、健康・栄養に関する

エビデンスを活用して施策の評価に役立てる研究を実施

している。具体的には、健康日本２１（第二次）の策定

を受け、国民健康・栄養調査及び特定健康診査等のデー

タを活用して日本人の健康・栄養状態をモニタリングす

る手法を確立するための検討を行う。また、国民健康・

栄養調査等のデータをもとに、生活習慣病の罹患及び死

亡の将来予測を行うシミュレーションモデルを構築する

ための検討を行う。 
 
ｃ．研修・連携推進室 
 「対外部門」としての国際産学連携センターの中で、

講演会･セミナー等を通じた人材育成、栄養情報担当者

(NR)の学術的基盤づくり、行政部門との各種調整等を行

っている。 
栄養情報担当者(NR)事業の学術面(試験、研修等)への

対応を行う。NR 制度のあり方や研究所の関わりについ

て検討を行う。 
研究の成果を社会に還元するため、一般向けセミナー

を開催する。また、管理栄養士等の専門家を対象とした

セミナーの企画･運営、外部団体･機関と連携した各種人

材育成プログラムの企画等を、中長期的な視点から行う。

社会的ニーズを把握するため関連機関等と定期的な情報

交換の場を設け、社会的･行政ニーズを把握する。 
ｄ．WHO-CC 推進プロジェクトチーム 
  WHO 協力センターとして、アジア・太平洋諸国にお

ける栄養、身体活動分野の調査研究の中心的役割をはた

すことを目指している。 
 
（３）構成メンバー 

センター長: 
西 信雄 

室長: 
三好美紀（国際栄養研究室） 
西 信雄（生物統計研究室）（併任） 
西 信雄（研修・連携推進室）（併任） 

西 信雄（WHO-CC 推進プロジェクトチーム） 

（併任） 

上級研究員: 

笠岡（坪山）宜代（研修・連携推進室併任） 
研究員: 

野末みほ（国際栄養研究室） 
池田奈由（生物統計研究室）(平成 25 年 12 月～) 
坪田（宇津木）恵（WHO-CC 推進プロジェクト

チーム） 
客員研究員: 

水野正一（公益財団法人放射線影響協会） 
溝上哲也((独)国立国際医療研究センター) 
中谷友樹（立命館大学） 

協力研究員: 
南里明子、黒谷佳代、杉山雄大((独)国立国際医療

研究センター) 
Leng Huat Foo (Universiti Sains Malaysia) 
武田和歌子（オーストラリア国立大学） 

技術補助員: 

當間奈月、角倉知子 
 
２．年度計画 
ａ．国際栄養研究室 
「国際栄養協力若手外国人研究者招へい事業」で 2 名

（マレーシア、ベトナム）の研究者を受け入れる。また、

フォローアップ共同研究助成事業により、過去の招へい

研究者と受入研究者との共同研究 1 件を実施する。「第 6
回アジア栄養ネットワークシンポジウム」を開催し、ア

ジアの栄養研究所とのネットワークづくりを進める。

WHO 等との連携・協力関係を強化し、国際協力、支援

を推進する。WHO の GEMS/Food プログラム協力機関と

して、国民健康・栄養調査の結果等、わが国の食事調査

データの発信に努める。アジア諸国における栄養士制

度・栄養士養成の現状について調査・検討を行う。研究

所の研究成果、わが国の栄養・運動施策上の重要なガイ

ドライン等について、英語版ホームページを通じて情報
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発信を行うとともに、データ提供等の支援を行い、海外

からのニーズに的確かつタイムリーに対応する。 
 

ｂ．生物統計研究室 
国民健康・栄養調査及び特定健診等のデータを活用し 

て、日本人の健康・栄養状態をモニタリングする手法を

確立するための検討を行う。また、国民健康・栄養調査

等のデータをもとに、生活習慣病による死亡等の将来予

測を行うシミュレーションモデルを構築するための検討

を行う。 

研究所内関連部署との協力を図りつつ産学連携を推進 

し、生物統計の手法を用いた研究成果等の社会還元に貢

献する。具体的には、健康・栄養や食品開発等に関連す

る研究機関、民間企業等との共同研究や受託研究、特許

等の実用化等により、当研究所の研究成果やノウハウを

具体的な商品開発やサービスを通じて、社会に還元でき

るよう努める。 

 
ｃ．研修・連携推進室 
一般向けの公開セミナー(第 15 回)を、平成 26 年 2 月

に東京で開催する。研究所が所有する知的財産の活用、

又は所有する情報等を用いた共同研究を民間企業及び大

学等と積極的に行うこととし、年間に 12 件以上を目標

とする。 
健康・栄養に関連する団体、大学、民間企業等他機関

との連携、およびニーズ把握のための意見交換会を年 6
回程度開催する。行政ニーズを適時把握するために、内閣

府食育推進室、消費者庁食品表示課、厚生労働省医薬食品

局食品安全部、同健康局がん対策・健康増進課等と情報・意

見交換を 1 回以上行い、研究・業務等に公正中立な立場で

適正に反映させる。 
知的財産権取得に適した研究について、学会及び論文

発表の前に掘り起こしを行い、年間 4 件程度の特許等の

出願を行う。 
NR 認定制度については、NR の移籍手続きを順次実施

する。また、第三者機関に移管を行うまでの間、有資格

者の不利益とならないよう、NR のアドバイザリースタ

ッフとしての質を維持向上するための研修会を実施する

とともに、移管に係る情報提供を適切に行う。 
 

ｄ．WHO-CC 推進プロジェクトチーム 
WHO 協力センター（申請中）としての体制を整え、

アジア・太平洋諸国における栄養、身体活動分野での調

査・研究ニーズの把握に努める。その一環として、

WHO 等との協力関係を強化し、関連する国際会議に研

究者を派遣する。 
 

３．進捗状況（成果） 
ａ．国際栄養研究室 
●海外からの訪問･研修受入 

「若手外国人研究者招へい事業」により、マレーシ

アとベトナムから各 1 名の若手研究者を受け入れ、受

入研究者との共同研究を進めた。また、平成 23 年度

に受け入れた招へい研究者（マレーシア）との共同研

究をフォローアップ共同研究事業（1 件）により実施

した。さらに、来年度の招へい研究者として決定した

2 名については、現在、受入および来日に係る準備手

続きを進めている。 
  他機関からの依頼による研修を要請に応じて受け入

れており、本年度は JICA より 2 件を受け入れ、講義

対応を行った。海外からの視察訪問も随時、要請に応

じて受け入れており、本年度はカナダ、台湾、タイ、

フランス等からの研究者の訪問を受け入れ（6 件）、意

見交換を開催した。 
●国際シンポジウム・セミナー 

  研究所が主催する代表的なシンポジウムである「ア

ジア栄養ネットワークシンポジウム」を、平成 15
年度から隔年で開催している。本年度は、「第 6 回

アジア栄養ネットワークシンポジウム（平成 26 年

3 月 12 日）」を開催し、「健康的な食生活を目指し

た社会環境整備」をテーマとして、WHO 西太平洋

地域の行動計画に係る基調講演に続いて、アジア地

域各国の現状および今後の方向性について議論を深

めることができた。本シンポジウムと連動して、日

本学術会議 IUNS 分科会、日本栄養・食糧学会およ

び日本栄養改善学会との共催による「IUNS 栄養学

リーダーシップ育成国際ワークショップ（平成 26
年 3 月 11 日～13 日）」を開催し、栄養分野（特に、

食品開発、教育・行動変容、社会環境整備）の国際

的リーダーを育成した。（IUNS=国際栄養科学連

合） 
  また、（独）国立国際医療研究センター及び（独）国

立精神・神経医療研究センターとの共催により、「第 1
回国際栄養精神医学研究コンソーシアム（平成 25 年

6 月 21 日）」を開催した。さらに、台湾と米国からそれ

ぞれ専門家を招いた外来セミナー「アジア太平洋地域

における臨床栄養・公衆栄養の展望について（平成 25
年 6 月 14 日）」、「健康づくりのための機能性食品につ

いて（平成 25 年 8 月 30 日）」を開催した。 
●国際機関の活動への対応 

WHO 西太平洋地域事務局と国立保健医療科学院が

主催した非感染性疾患対策に関するワークショップの

講師を務め協力した。 

WHO の GEMS/Food プログラム協力機関として、果

物及び野菜の残留農薬の暴露評価に関わる食品摂取量

の推定のため、厚生労働省医薬食品局食品安全部基準

審査課にデータを提供した。 

●広報･情報発信 
英語版ホームページを通して、研究所の研究成果、

栄養行政の情報を発信している。また、研究所のニュ

ースレター「Health and Nutrition News」および食事摂

取基準（英語版）の掲載をはじめ、当研究所の研究成

果を英語版ホームページより発信している。さらに、

英語版ホームページに問い合わせ用メールアドレスを

掲載し、海外からの問い合わせに対応している。 
 
ｂ．生物統計研究室 

日本人の健康・栄養状態をモニタリングする手法を確

立するための基礎データを得る目的で、厚生労働省保
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険局から特定健診結果を集計表により提供を受け、身

体測定値に関して国民健康・栄養調査の結果と比較検

討を行った。また、生活習慣病による死亡等の将来予

測を行うシミュレーションモデルについては、米国の

同様のモデルを参考に、日本版のモデルを検討中であ

る。これに関連して、産業大分類別の死亡に関するシ

ミュレーションモデルを作成し、2020 年までの死亡数

の変化について予測を行った。 
民間企業と秘密保持契約を締結し、商品開発のため

の介入試験について助言を行った。 
 
ｃ．研修・連携推進室 
●セミナー 

第 15 回一般向け公開セミナー(テーマ：健康と栄養

をとりまく最新の話題)を平成 26 年 2 月 15 日(土)に開

催した。 
●社会ニーズ、意見交換会 

健康・栄養に関する機関との「意見交換会」を６回

（（独）農業・食品産業技術総合研究機構食品総合研究

所、（独）国民生活センター、公益社団法人日本栄養

士会、 国立保健医療科学院国際協力研究部、公益財

団法人健康・体力づくり事業財団、（独）医薬基盤研

究所）実施した。また、内閣府食育推進室、消費者庁

食品表示課、厚生労働省医薬食品局食品安全部、同健

康局がん対策・健康増進課、同大臣官房国際課国際協

力室との間で、実務者レベルでの情報・意見交換会を

行い、行政ニーズに適宜対応した業務体制を整えた。 
●知的財産権 

費用対効果を勘案し、本年度は知的財産に係る申

請を見送ることとした。 
●ＮＲ認定制度についての検討など 
 一般社団法人日本臨床栄養協会と連携して、NR か 
ら NR・サプリメントアドバイザーへの移籍手続きを 
順次実施した。また、アドバイザリースタッフ研修会 
を全国 6 か所（東京、大阪、岡山、名古屋、仙台、福 
岡）で開催し、健康食品を取り巻く最新の情報やトピ

ックなど NR のスキルアップのための支援を行った。 
 

ｄ．WHO-CC 推進プロジェクトチーム 
申請中であった WHO 協力センターの審査が完了し、

平成 26 年 3 月に「栄養と身体活動に関するＷＨＯ協

力センター(WHO Collaborating Centre for Nutrition and 
Physical Activity)」として正式に指定された。今後の行

動計画について、WHO 西太平洋事務局栄養担当官と

具体的な協議を進めた。 
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文部科学省科学研究費, 基盤研究(C) 

 17) 高田和子：虚弱・サルコペニアモデルを踏まえ

た高齢者食生活支援の枠組みと包括的介護予防

プログラムの考案および検証を目的とした調査

研究, 平成25年度分担研究報告書, 厚生労働省

厚生労働科学研究費, 長寿科学総合研究事業 

 18) 瀧本秀美：児童虐待事例の家族再統合等にあた

っての親支援プログラムの開発と運用に関する

研究, 平成25年度分担研究報告書, 厚生労働省

厚生労働科学研究費, 政策科学推進研究事業 

 19) 瀧本秀美：低出生体重児の予後及び保健的介入

並びに妊婦及び乳幼児の体格の疫学的調査手法

に関する研究, 平成25年度分担研究報告書, 厚

生労働省厚生労働科学研究費, 成育疾患克服等

次世代育成基盤研究事業 

 20) 瀧本秀美：日本人の食事摂取基準の策定に資す

る代謝性疾患の栄養評価に関する研究, 平成25

年度分担研究報告書, 厚生労働省厚生労働科学

研究費, 循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策
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総合研究事業 

 21) 田中茂穂, 高田和子：生活習慣病予防や身体機

能維持のためのエネルギー・たんぱく質必要量

の推定法に関する基盤的研究, 平成25年度総

括・分担研究報告書, 厚生労働省厚生労働科学

研究費, 循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策

総合研究事業 

 22) 田中茂穂, 高田和子：エネルギー代謝における

個人内変動の要因および肥満との関連, 平成25

年度研究実績報告書, 文部科学省科学研究費, 

基盤研究(A) 

 23) 薄井澄誉子：閉経後における肥満・サルコペニ

ア予防のための運動がエネルギー基質選択に与

える影響, 平成25年度研究実績報告書, 文部科

学省科学研究費, 特別研究員奨励費 

 24) 宮本（青山）友子：子どもの生活習慣病リスク

に及ぼす出生時体重と身体活動の影響, 平成25

年度研究実績報告書, 文部科学省科学研究費, 

特別研究員奨励費 

 25) 安藤貴史：個人の代謝特性と食事摂取パターン

が基質酸化量に及ぼす影響, 平成25年度研究実

績報告書, 文部科学省科学研究費, 研究活動ス

タート支援 

 26) 中江悟司：食事摂取基準の活用に向けた障がい

児および有疾患児におけるエネルギー必要量の

評価, 平成25年度研究実績報告書, 文部科学省

科学研究費, 若手研究（B） 

 27) 山崎聖美：脂肪肝における肝細胞と免疫担当細

胞の相互作用解析, 平成25年度研究実績報告書, 

文部科学省科学研究費, 基盤研究(C) 

 28) 大坂寿雅：アナパイレキシア（能動的な低体

温）の神経機構, 平成25年度研究実績報告書, 

文部科学省科学研究費, 基盤研究(C) 

 29) 石見佳子,笠岡(坪山)宜代, 瀧沢あす香: 栄養・

特殊用途食品部会における検討プロセスの開発

に関する研究. 国際食品規格策定に係る効果的

な検討プロセスの開発に関する研究. 平成25年

度分担研究報告書, 厚生労働省厚生労働科学研

究費補助金,  食品の安全確保推進研究事業 

 30) 石見佳子, 笠岡(坪山)宜代, 瀧沢あす香: 栄

養・特殊用途食品部会における検討プロセスの

開発に関する研究. 国際食品規格策定に係る効

果的な検討プロセスの開発に関する研究. 平成

23～平成25年度総合研究報告書, 厚生労働省厚

生労働科学研究費補助金,  食品の安全確保推進

研究事業   

 31) 石見佳子, 石見幸男, 東泉裕子: 大豆イソフラ

ボン代謝産物の機能性及び安全性評価に関する

研究, 平成25年度報告書, 文部科学省科学研究

費 基盤研究(C) 

 32) 石見佳子, 竹林純: ケルセチン・イソフラボン

の生活習慣病予防機能の科学的エビデンス強化

と高含有農作物の作出. 農林水産物・食品の機

能性等を解析・評価するための基盤技術の開発. 

2013 , 平成25年度農林水産省委託研究事業分担

研究報告書 

 33) 石見佳子, 竹林純: ケルセチン・イソフラボン

の生活習慣病予防機能の科学的エビデンス強化

と高含有農作物の作出. 農林水産物・食品の機

能性等を解析・評価するための基盤技術の開発. 

2013 , 農林水産省委託プロジェクト平成23～平

成25年度研究成果シリーズ 

 34) 石見佳子, 山内淳, 東泉裕子, 只石幹, 西出依

子: 閉経後女性の骨の健康に対する日本とニュ

ージーランドの機能性食品の併用効果. JST（戦

略的国際科学技術協力推進事業）日本‐ニュー

ジーランド研究交流平成25年度研究成果報告書 

 35) 石見佳子, 山内淳, 東泉裕子, 只石幹, 西出依

子: 閉経後女性の骨の健康に対する日本とニュ

ージーランドの機能性食品の併用効果. JST（戦

略的国際科学技術協力推進事業）日本‐ニュー

ジーランド研究交流終了報告書 

 36) 上西一弘, 石見佳子, 竹谷豊, 伊藤早苗: 日本

人の食事摂取基準の策定に資する代謝性疾患の

栄養評価に関する研究. 厚生労働科学研究費補

助金（循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総

合研究事業）平成25年分担研究報告書 

 37) 石見佳子, 小林 敏也: 非荷重による骨量減少に

対する大豆イソフラボンと乳塩基性タンパク質

の併用作用に関する研究. 文部科学省 平成25年

度地球観測技術等調査研究委託事業業務成果報

告書 

 38) 松本輝樹：金属元素を指標とした栄養機能成分

の基原判別法の開発と評価. 平成25年度研究実

績報告書, 文部科学省科学研究費, 基盤研究(B) 

 39) 山内淳：インスリン抵抗性とビタミンA代謝のク

ロストーク, 平成25年度研究実施状況報告書, 

文部科学省科学研究費, 基盤研究(C) 

 40) 山内淳：インスリン抵抗性とビタミンA代謝のク

ロストーク, 平成23～平成25年度研究成果状況

報告書, 文部科学省科学研究費, 基盤研究(C) 

 41) 梅垣敬三, 石見佳子, 千葉剛：いわゆる健康食

品による健康被害情報の因果関係解析法と報告

手法に関する調査研究, 平成25年度総括・分担

研究報告書, 厚生労働省厚生労働科学研究費、

食品の安全確保推進研究事業 

 42) 梅垣敬三, 千葉剛：いわゆる健康食品の安全性

情報の収集及び伝達手法の開発に関する研究, 

平成25年度総括・分担研究報告書, 厚生労働省

厚生労働科学研究費、食品の安全確保推進研究

事業 

 43) 梅垣敬三：ダイエット関連植物素材の安全性に

おける主要栄養素の影響評価, 平成25年度研究

実施状況報告書, 文部科学省科学研究費, 基盤

研究(C) 

 44) 梅垣敬三：ダイエット関連植物素材の安全性に

おける主要栄養素の影響評価, 平成23～平成25

年度研究成果状況報告書, 文部科学省科学研究

費, 基盤研究(C) 

 45) 千葉剛：非アルコール性脂肪性肝炎に対する健

康食品素材の有効性・安全性の検討.  平成25年

度研究実施状況報告書,  文部科学省科学研究費. 
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基盤研究（C） 

 46) 廣田晃一：科学的根拠に基づく栄養学の脆弱性

に関する理論的研究, 平成25年度研究実施状況

報告書, 文部科学省科学研究費, 挑戦的萌芽研

究 

 47) 西信雄、奥田奈賀子：日本人の健康・栄養状態

のモニタリングを目的とした国民健康・栄養調

査のあり方に関する研究, 平成25年度総括・分

担研究報告書, 厚生労働省厚生労働科学研究費, 

循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究

事業 

 48) 西信雄：岩手県における東日本大震災被災者の

支援を目的とした大規模コホート研究,  平成25

年度分担研究報告書, 厚生労働省厚生労働科学

研究費, 健康安全・危機管理対策総合研究事業 

 49) 西信雄、奥田奈賀子：社会的要因を含む生活習

慣病リスク要因の解明を目指した国民代表集団

の大規模コホート研究：NIPPON 

DATA80/90/2010, 平成25年度分担研究報告書, 

厚生労働省厚生労働科学研究費, 循環器疾患・

糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業 

50) 西信雄, 奥田奈賀子：地域別の有効な減塩施策

のシミュレーションモデルの開発, 平成25年度

研究実施状況報告書, 文部科学省科学研究費, 

基盤研究(C) 

51) 西信雄：日本人の食生活の内容を規定する社会

経済的要因に関する実証的研究, 平成25年度分

担研究報告書, 厚生労働省厚生労働科学研究費, 

循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究

事業 

52) 西信雄：人口構成、社会経済状況、生活習慣の

変化を考慮した疾病構造と経済的負担の将来予

測, 平成25年度分担研究報告書, 厚生労働省厚

生労働科学研究費, 循環器疾患・糖尿病等生活

習慣病対策総合研究事業 

53) 西信雄：内臓脂肪蓄積を簡便に推定できる評価

モデル式の開発とそのリスク評価に関する縦断

研究, 平成25年度分担研究報告書, 厚生労働省

厚生労働科学研究費, 循環器疾患・糖尿病等生

活習慣病対策総合研究事業 

54) 池田奈由：我が国の疾病負担（Burden of 

Disease）に関する包括的研究, 平成25年度研究

実績報告書, 文部科学省科学研究費, 基盤研究

(A) 

55) 坪田(宇津木)恵：パーソナリティが食行動、お

よび将来の身体的健康にどのような影響を及ぼ

すのか, 平成25年度研究実施状況報告書, 文部

科学省科学研究費, 若手研究(B) 

56) 坪田(宇津木)恵：パーソナリティが食行動、お

よび将来の身体的健康にどのような影響を及ぼ

すのか, 平成23～平成25年度研究成果状況報告

書, 文部科学省科学研究費, 若手研究(B) 

57) 池田奈由：保健システム評価指標を用いた疾病

の治療管理実態に関する研究, 平成25年度研究

実績報告書, 文部科学省科学研究費, 基盤研究

(C) 

58) 横山徹爾、中川夕美、小林真琴、野末みほ、石

川みどり：国民健康・栄養調査の1日間調査結果

から習慣的摂取量の分布を推定する方法の検討,

平成25年度分担研究報告書, 厚生労働省厚生労

働科学研究費, 循環器疾患・糖尿病等生活習慣

病対策総合研究事業 

59) 石田裕美、硲野佐也香、野末みほ、中西明美：

世帯の社会経済状態と子どもの食生活・栄養状

態との関連 児童の食生活, 平成25年度分担研究

報告書, 厚生労働省厚生労働科学研究費, 循環

器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業 

 

【国際学会等】 

a. 特別講演 

 1) Tsuboyama-Kasaoka N: Concept and Evidence 

of Dietary Reference Intakes for Japanese 

(DRIs-J). The 11th China Conference of 

Nutrition Science and International DRIs 

summit. 2013.05.16, China 

  2) Takimoto H: Current situation of clinical 

managements for non-communicable diseases 

(NCDs) among APMF physicians. The 5th 

Scientific Meeting of the Asia Pacific 

Menopause Federation. 2013.10.18, Tokyo 

 

b. シンポジウム等 

  1) Tsuboyama-Kasaoka N, Kazuko Sako: What 

factors were important for dietary 

improvement after the Great East Japan 

Earthquake?. 8th Asia Pacific Conference 

on Clinical Nutrition. 2013.06.10, Maihama 

  2) Amitani Y, Sudo N, Tsuboyama-Kasaoka N, 

Ishikawa F, Sako K: A Group Interview about 

Meal Services during Disaster at Nursery 

School in a Metropolitan Area. 8th Asia 

Pacific Conference on Clinical Nutrition. 

2013.06.10, Maihama 

  3) Kubota N, Kubota T, Inoue M, Takamoto I, 

Sasako T, Ueki K, Kadowaki T: Molecular 

mechanisms of type 2 diabetes and insulin 

resistance. THE 36th NAITO CONFERENCE ON 

Molecular Aspects of Energy Balance and 

Feeding Behavior Lecturers . 2013.09.10, 

Sapporo,Japan 

  4) Takafumi H, Takata K, Sakata S, Kawasaki T, 

Okabayashi S, Ishikawa-Takata K: Isotope 

signature for elemental metabolism of Fe 

from human blood cell samples. 

International Franco-Japanese Workshop on 

Metallomics. 2013.07.07, Pau, France 

  5) Ishimi Y: Assessment of efficacy and safety 

of isoflavone and its regulation in Japan. 

The 11th China Nutrition Science Congress & 

International DRIs Summit Evolution of DRIs. 

2013.05.17, China 

  6) Ishimi Y: Relationship between soy intake 
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and health benefits. The 80th Annual 

Meeting of Korean Society of Food Science 

and Technology. 2013.08.29, Korea 

  7) Ishimi Y: Isoflavones/equol and human 

health. SFRRI2014 Satellite Symposium, 

Flavooids from palnts to human health. 

2014.03.23, 京都国際会議場 

  8) Nishi N: Social gradients of health as seen 

from the National Health and Nutrition 

Survey, Japan. The International Conference 

on Social Stratification and Health 2013. 

2013.09.01, Tokyo 

   

c. 一般講演等 

  1) Nakade M, Imai E, T.Utsugi M, Tsuboyama-

Kasaoka N: Systematic classification of 

evidence for Dietary Reference Intakes for 

Japanese 2010 (DRIs-J 2010) and future 

prospects of DRIs in Asian countries. 8th 

Asia Pacific Conference on Clinical 

Nutrition . 2013.06.10, Maihama 

  2) Matsubara C, Nozue M, Miyoshi M, Nanri A, 

Murakami H, Imai K, Miyoshi C, Akashi H, 

Nakasa T, Mizoue T: Association between 

suspected depression and suspected 

posttraumatic stress disorder (PTSD) and 

food intake frequency among resident 

victims after the Great East Japan 

Earthquake. Inaugural Meeting of the 

International Society for Nutritional 

Psychiatry Research. 2013.06.21, Tokyo 

  3) Nakade M, T.Utsugi M, Aiba N: Individual 

characteristics and environmental factors 

are associated with skipping breakfast in 

Japanese male university students.. 20th 

International Congress of Nutrition. 

2013.09.16, Granada 

  4) Nozue M, Ishikawa-Takata K, Sarukura N, 

Tsuboyama-Kasaoka N: Stockpiles and food 

supply after Great East Japan Earthquake in 

feeding facilities. 20th International 

Congress of Nutrition. 2013.09.17, Granada 

  5) T.Utsugi M: Characteristics of solo-eating 

among young Japanese: Differences in meal 

occasions and contexts. 20TH INTERNATIONAL 

CONGRESS OF NUTRITION. 2013.09.19, SPAIN 

  6) Takebayashi J, Oki T, Watanabe J, Yamasaki 

K, Chen J, Sato-Furukawa M, T.Utsugi M, 

Taku K, Goto K, Matsumoto T, Ishimi Y: 

Hydrophilic antioxidant capacities of 

vegetables and fruits commonly consumed in 

Japan and estimation of daily intake. 20th 

International Congress of Nutrition (ICN). 

2013.09.19, Granada, Spain 

  7) Okuda N, Miura K, Yasumura S, Sakata K, 

Okamura T, Hidaka H, Nakamura K, Nishimura 

K, Miyagawa N, Torii S, Nishi N, Okayama A: 

A health education program applied for 

patients on hypertension treatment in a 

trial evaluating medical cost saving effect 

in Japan. 10th Asian Pacific Congress of 

Hypertension . 2014.02.13, Cebu, 

Phillippines 

  8) Tsuboyama-Kasaoka N, Hosokawa Y: Dose-

dependent Effect Of Taurine Supplementation 

On Obesity And Hyperleptinemia In Mice. 

12th International Congress on Obesity. 

2014.03.17, Kuala Lumpur 

  9) Oude Griep LM, Posma J, Stamler J, Chan Q, 

van Horn L, Steffen LM, Miura K, Ueshima H, 

Okuda N, Zhao L, Daviglus M, Ebbels T, 

Nicholson JK, Holmes E, Elliott P, for the 

INTERMAP Research group: Urinary hippurate 

and proline betaine excretion relative to 

fruit intake and blood pressure: The 

INTERMAP Study. Epidemiology and prevention, 

nutrition, physical activity and metabolism 

2014 scientific sessions. 2014.03.20, San 

Francisco, USA 

 10) Kitano N, Miura K, Okayama A, Nakagawa H, 

Sakata K, Saitoh S, Takeshita T, Okuda N, 

Yoshita K, Miyagawa N, Rodriguez B, Stamler 

J, Ueshima H, for the INTERMAP Japan 

Research group: Relation of Body Mass Index 

to Creatinine Clearance and Glomerular 

Filtration Rate in Japanese Population 

Samples in Japan and Hawaii. Epidemiology 

and prevention, nutrition, physical 

activity and metabolism 2014 scientific 

sessions. 2014.03.20, San Francisco, USA 

 11) Nakamura Y, Okuda N, Okamura T, Kadota A, 

Miyagawa N, Hayakawa T, Kita Y, Takashima N, 

Ohkubo T, Miura K, Okayama A, Ueshima H: 

Low-Carbohydrate-Diets and Cardiovascular 

and Total Mortality in Japanese. A 29-year 

Follow-up of NIPPON DATA80. Epidemiology 

and prevention, nutrition, physical 

activity and metabolism 2014 scientific 

sessions. 2014.03.20, San Francisco, USA 

 12) Okayama A, Okuda N, Ueshima H: Turning in 

the motality trends from coronary heart 

disease in Japan: age-specific analysis of 

the regional difference in Japan from 1969 
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Society). 2014.03.18, Kagoshima 

110) 竹林純, 加藤美智子, 松本輝樹, 石見佳子: ビ

タミンCの大量経口摂取が持久性トレーニングを

行ったラットにおいて運動持久力および抗酸化

酵素活性に及ぼす影響. 第67回日本栄養・食糧

学会大会. 2013.05.25, 名古屋 

111) 只石幹, 西出依子, 東泉裕子, Marlena Kruger, 

石見佳子: 大豆イソフラボンとカロテノイドの

併用が破骨細胞形成に与える影響. 第67回日本

栄養・食糧学会大会. 2013.05.25, 名古屋 

112) 西出依子, 只石幹, 小堀真珠子, 東泉裕子, 加

藤美智子, 稲田全規, 宮浦千里, 石見佳子: 大

豆イソフラボン代謝産物エクオールが閉経後骨

粗鬆症モデルマウスの骨髄細胞中の遺伝子発現

に及ぼす影響. 第67回日本栄養・食糧学会大会. 

2013.05.25, 名古屋 

113) 長池祐太, 只石幹, 佐藤友紀, 守田昭仁, 江崎

治, 亀井康富, 三浦進司: PGC-1αを介した骨格

筋分岐鎖アミノ酸代謝酵素の発現変化. 第67回

日本栄養・食糧学会大会. 2013.05.25, 名古屋 

114) 関口真理子, 白井智美, 石見佳子, 山内淳: ビ

タミンDによるMAPキナーゼ活性化のメカニズム. 

第67回日本栄養・食糧学会大会. 2013.05.25, 

名古屋 

115) 白井智美, 白鳥明日香, 石見佳子, 山内淳: 

BCMO1遺伝子のレチノイン酸による発現制御機構

の解析. 第67回日本栄養・食糧学会大会. 

2013.05.25, 名古屋 

116) 市田尚子, 東泉裕子, 西出依子, 石見佳子: レ

スベラトロールの閉経後骨粗鬆症モデルマウス

における安全性・有効性評価. 第60回日本栄養

改善学会学術総会. 2013.09.13, 神戸国際会議

場（神戸） 

117) 三浦進司, 只石幹, 江崎治: 運動持久力と骨格

筋LKB1およびAMPK活性 ―横隔膜の変化―. 第

68回日本体力医学会大会. 2013.09.23, 日本教

育会館(東京） 

118) 只石幹, 西出依子, 東泉裕子, Kruger M, 石見

佳子: 大豆イソフラボンとカロテノイドの併用

が破骨細胞形成に及ぼす影響. 第１８回日本フ

ードファクター学会. 2013.11.09, 東京 

119) 横谷馨倫, 千葉剛, 佐藤陽子, 中西朋子, 村田

容常, 梅垣敬三: 3種のハーブエキスの肝シトク

ロムP450を介した医薬品との相互作用の可能性. 

第67回日本栄養・食糧学会大会. 2013.05.26, 

名古屋 

120) 梅垣敬三, アルセニチ イエレナ, 山崎優子, 

佐々木菜穂, 千葉剛, 横谷馨倫, 佐藤陽子, 志

村二三夫: コレウス・フォルスコリエキス投与

によるマウスの肝臓と消化管のCYP 誘導の違い. 

第67回日本栄養・食糧学会大会. 2013.05.26, 

名古屋 

121) 一丸佳代, 小野彩奈, 井出和希, 北川護, 成島

大智, 松本圭司, 小菅和仁, 梅垣敬三, 山田浩: 

健康食品の摂取に伴う健康被害報告の因果関係

評価のための樹枝状アルゴリズムの構築. 第16

回日本医薬品情報学会学術大会. 2013.08.11, 

名古屋 

122) 横谷馨倫, 千葉剛, 佐藤陽子, 中西朋子, 梅垣

敬三: 肝シトクロムP450を介したコレウス・フ

ォルスコリエキスとワルファリンやトルブタミ

ドとの相互作用の検証. 第60回日本栄養改善学

会学術総会. 2013.09.13, 神戸 

123) 中西朋子, 千葉剛, 佐藤陽子, 横谷馨倫, 梅垣

敬三: 医療機関受診者における健康食品の利用

実態調査. 第60回日本栄養改善学会学術総会. 

2013.09.13, 神戸 

124) 佐藤陽子, 中西朋子, 横谷馨倫, 千葉剛, 梅垣

敬三: 幼児のサプリメント利用に関するインタ

ーネット調査. 第60回日本栄養改善学会学術総

会. 2013.09.14, 神戸 

125) 和久田浩, 宮内詩野, 丸山力日菜, 籠田智美, 

中村一基, 梅垣敬三, 伊藤由彦, 山田静雄, 篠

塚和正: 異物排出タンパク質のP‐精タンパク質

に対する過活動膀胱治療薬の影響. 第20回 日本

排尿機能学会 . 2013.09.20 

126) 細井俊克, 古池直子 , マサハート由華, 廣田晃

一: 健康・運動関連科学ニュースコーパスを利

用した効果的な学習マテリアルの作成：根拠に

基づく特定領域英語(ESP)の効果的学習ストラテ

ジー構築の一手段として. 第33回医療情報学連

合大会. 2013.11.21, 兵庫県神戸市 

127) 一丸佳代, 小野彩奈, 井出和希, 北川 護, 武

野佑磨, 成島大智, 千葉剛, 梅垣敬三, 山田 

浩: 健康食品の摂取に伴う有害事象の因果関係

評価法-評価項目の重み付けによる信頼性の改善

-. 臨床薬理学会. 2013.11.27, 東京 

128) 北川護, 一丸佳代, 小野彩奈, 井出和希, 梅垣

敬三, 山田浩: 健康食品による有害事象の因果

関係評価 -評価者特性による評価結果の違いに

ついての考察-. 臨床薬理学会. 2013.11.27, 東

京 

129) 西信雄: 国民健康・栄養調査における世帯の年

間収入別にみた生鮮食品の摂取量. 第60回日本

栄養改善学会学術総会. 2013.09.14, 神戸市 

130) 池田奈由, 渋谷健司, 野田博之, 野田光彦: 日

本における糖尿病管理の推移―平成17～22年国

民健康・栄養調査を用いた分析. 第24回日本疫

学会学術総会. 2014.01.24, 宮城県仙台市，日

立システムズホール仙台（仙台市青年文化セン

ター） 
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2.公的資金による研究 
【厚生労働科学研究費補助金】 

a. 研究代表者 

1) 瀧本秀美:小児期からの生活習慣病対策及び生涯

の健診等データの蓄積・伝達の在り方等に関す

る研究 . 厚生労働省厚生労働科学研究費. 循環

器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業. 

  2) 田中茂穂: 生活習慣病予防や身体機能維持のた

めのエネルギー・たんぱく質必要量の推定法に

関する基盤的研究. 厚生労働省厚生労働科学研

究費. 循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総

合研究事業. 

  3) 梅垣敬三: いわゆる健康食品による健康被害情

報の因果関係解析法と報告手法に関する調査研

究. 厚生労働省厚生労働科学研究費. 食品の安

全確保推進研究事業. 

  4) 梅垣敬三: いわゆる健康食品の安全性情報の収

集及び伝達手法の開発に関する研究. 厚生労働

省厚生労働科学研究費. 食品の安全確保推進研

究事業.   

  5) 西信雄: 日本人の健康・栄養状態のモニタリン

グを目的とした国民健康・栄養調査のあり方に

関する研究. 厚生労働省厚生労働科学研究費. 

循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究

事業. 

 

b. 研究分担者 

  1) 宮地元彦: 加齢による運動器への影響に関する

研究―サルコペニアに関する包括的検討―（研

究代表者 原田 敦）.厚生労働省厚生労働科学

研究費. 長寿科学総合研究事業. 

  2) 宮地元彦: 生活習慣病予防のための運動を阻害

する要因としてのロコモティブシンドロームの

評価と対策に関する研究（研究代表者 中村 

耕三）. 厚生労働省厚生労働科学研究費. 循環

器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業. 

  3) 宮地元彦: 健康日本２１（第二次）の推進に関

する研究（研究代表者 辻 一郎）. 厚生労働

省厚生労働科学研究費. 循環器疾患・糖尿病等

生活習慣病対策総合研究事業. 

  4) 宮地元彦: 標準的な健診・保健指導プログラム

（改訂版）及び健康づくりのための身体活動基

準2013 に基づく保健事業の研修手法と評価に関

する研究（研究代表者 津下一代）. 厚生労働

省厚生労働科学研究費. 循環器疾患・糖尿病等

生活習慣病対策総合研究事業. 

  5) 奥田奈賀子:日本人の健康・栄養状態のモニタリ

ングを目的とした国民健康・栄養調査のあり方

に関する研究 （研究代表者 西信雄）. 厚生労

働省厚生労働科学研究費. 環器疾患・糖尿病等

生活習慣病対策総合研究事業. 

  6) 奥田奈賀子: 社会的要因を含む生活習慣病リス

ク要因の解明を目指した国民代表集団の大規模

コホート研究：NIPPON DATA80/90/2010（研究

代表者 三浦克之）. 厚生労働省厚生労働科学

研究費. 環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総

合研究事業. 

  7) 高田和子: 生活習慣病予防や身体機能維持のた

めのエネルギー・たんぱく質必要量の推定法に

関する基盤的研究（研究代表者  田中茂穂）. 

厚生労働省厚生労働科学研究費. 循環器疾患・

糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業. 

  8) 高田和子: 虚弱・サルコペニアモデルを踏まえ

た高齢者食生活支援の枠組みと包括的介護予防

プログラムの考案および検証を目的とした調査

研究（研究代表者 飯島勝矢）. 厚生労働省厚

生労働科学研究費. 長寿科学総合研究事業. 

  9) 瀧本秀美: 児童虐待事例の家族再統合等にあた

っての親支援プログラムの開発と運用に関する

研究（研究代表者 加藤則子）. 厚生労働省厚

生労働科学研究費. 政策科学推進研究事業. 

 10) 瀧本秀美: 低出生体重児の予後及び保健的介入

並びに妊婦及び乳幼児の体格の疫学的調査手法

に関する研究(研究代表者 横山徹爾). 厚生労

働省厚生労働科学研究費. 成育疾患克服等次世

代育成基盤研究事業. 

 11) 瀧本秀美: 日本人の食事摂取基準の策定に資す

る代謝性疾患の栄養評価に関する研究（研究代

表者 多田紀夫）. 厚生労働省厚生労働科学研

究費. 循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総

合研究事業. 

 12) 石見佳子: 国際食品規格策定に係る効果的なプ

ロセスの開発に関する研究（研究代表者 里村

一成） . 厚生労働省厚生労働科学研究費. 食品

の安全確保推進研究事業. 

 13) 石見佳子: いわゆる健康食品による健康被害情

報の因果関係解析法と報告手法に関する調査研

究－製品の品質と原材料の安全性に関する研究

（研究代表者 梅垣敬三）. 厚生労働省厚生労

働科学研究費. 食品の安全確保推進研究事業. 

 14) 千葉剛: いわゆる健康食品による健康被害情報

の因果関係解析法と報告手法に関する調査研究

－製品の品質と原材料の安全性に関する研究

（研究代表者 梅垣敬三）. 厚生労働省厚生労

働科学研究費. 食品の安全確保推進研究事業. 

 15) 千葉剛：いわゆる健康食品の安全性情報の収集

及び伝達手法の開発に関する研究（研究代表者 

梅垣敬三）. 厚生労働省厚生労働科学研究費. 

食品の安全確保推進研究事業.   

 16) 西信雄: 日本人の食生活の内容を規定する社会

経済的要因に関する実証的研究（研究代表者 

村山伸子）. 厚生労働省厚生労働科学研究費. 

循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究

事業. 

 17) 西信雄: 社会的要因を含む生活習慣病リスク要

因の解明を目指した国民代表集団の大規模コホ

ート研究：NIPPON DATA80/90/2010（研究代表

者 三浦克之）. 厚生労働省厚生労働科学研究

費. 循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合

研究事業. 

 18) 西信雄: 人口構成、社会経済状況、生活習慣の

変化を考慮した疾病構造と経済的負担の将来予
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測（研究代表者 井上真奈美）. 厚生労働省厚

生労働科学研究費. 循環器疾患・糖尿病等生活

習慣病対策総合研究事業. 

 19) 西信雄: 内臓脂肪蓄積を簡便に推定できる評価

モデル式の開発とそのリスク評価に関する縦断

研究（研究代表者 松下由実）. 厚生労働省厚

生労働科学研究費. 循環器疾患・糖尿病等生活

習慣病対策総合研究事業. 

20) 西信雄: 岩手県における東日本大震災被災者の

支援を目的とした大規模コホート研究（研究代

表者 小林 誠）. 厚生労働省厚生労働科学研

究費. 健康安全・危機管理対策総合研究事業. 

【文部科学研究費補助金】 

a. 研究代表者 

  1) 中出麻紀子: 幼少期における食を通じた親との

関わりが若年成人の朝食欠食に及ぼす影響. 文

部科学省科学研究費. 若手研究（B） 

  2) 笠岡(坪山)宜代: 肥満・生活習慣病に対する魚

介類含有アミノ酸の新規機能の解明.  文部科学

省科学研究費.  基盤研究（C） 

  3) 宮地元彦: 日本人の身体活動量に関与する環

境・遺伝要因とその相互作用に関する網羅的研

究. 文部科学省科学研究費. 基盤研究（A） 

  4) 宮地元彦: 肥満者の運動リハビリツールとして

の新世代アクティブテレビゲームの利用. 文部

科学省科学研究費. 特別研究員奨励費（外国

人） 

  5) 鎌田真光: 身体活動促進のポピュレーション戦

略に関する地域介入研究. 特別研究員奨励費 

  6) 山田晃一: 食行動と食嗜好を規定するグレリン

遺伝子多型に於ける、食欲発現機構の疫学解析. 

文部科学省科学研究費. 基盤研究（C） 

  7) 村上晴香：自発的身体活動・運動行動誘発にお

けるドーパミンシステム系遺伝子多型の関連. 

文部科学省科学研究費. 基盤研究（B） 

  8) 瀧本秀美: 特定健診制度を利用したＤＯＨａＤ

仮説検証研究. 文部科学省科学研究費. 基盤研

究（C）  

  9) 奥田奈賀子: 地域別の有効な減塩施策のシミュ

レーションモデルの開発（西 信雄）. 文部科学

省科学研究費.  基盤研究（C） 

 10) 田中茂穂: エネルギー代謝における個人内変動

の要因および肥満との関連. 文部科学省科学研

究費. 基盤研究（A） 

 11) 薄井澄誉子：閉経後における肥満・サルコペニ

ア予防のための運動がエネルギー基質選択に与

える影響, 文部科学省科学研究費, 特別研究員

奨励費 

 12) 宮本（青山）友子：子どもの生活習慣病リスク

に及ぼす出生時体重と身体活動の影響, 文部科

学省科学研究費, 特別研究員奨励費 

 13) 安藤貴史：個人の代謝特性と食事摂取パターン

が基質酸化量に及ぼす影響, 文部科学省科学研

究費, 研究活動スタート支援 

 14) 中江悟司：食事摂取基準の活用に向けた障がい

児および有疾患児におけるエネルギー必要量の

評価, 文部科学省科学研究費, 若手研究（B） 

 15) 山崎聖美：脂肪肝における肝細胞と免疫担当細

胞の相互作用解析, 文部科学省科学研究費, 基

盤研究(C) 

 16) 大坂寿雅：アナパイレキシア（能動的な低体

温）の神経機構, 文部科学省科学研究費, 基盤

研究(C) 

 17) 石見佳子:大豆イソフラボン代謝産物の機能性及

び安全性評価に関する研究.  文部科学省科学研

究費.  基盤研究 (C) 

18) 松本輝樹：金属元素を指標とした栄養機能成分

の基原判別法の開発と評価. 文部科学省科学研

究費, 基盤研究（B） 

 19) 山内淳：インスリン抵抗性とビタミンA代謝のク

ロストーク, 文部科学省科学研究費, 基盤研究

(C) 

 20) 梅垣敬三: ダイエット関連植物素材の安全性に

おける主要栄養素の影響評価. 文部科学省科学

研究費. 基盤研究（C） 

 21) 千葉剛：非アルコール性脂肪性肝炎に対する健

康食品素材の有効性・安全性の検討.  文部科学

省科学研究費. 基盤研究（C） 

 22) 廣田晃一: 科学的根拠に基づく栄養学の脆弱性

に関する理論的研究. 文部科学省科学研究費. 

挑戦的萌芽研究 

 23) 坪田(宇津木)恵: パーソナリティが食行動、お

よび将来の身体的健康にどのような影響を及ぼ

すのか.  文部科学省科学研究費. 若手研究(B) 

 24) 池田奈由：保健システム評価指標を用いた疾病

の治療管理実態に関する研究.  文部科学省科学

研究費. 基盤研究（C） 

 25) 西信雄: 地域別の有効な減塩施策のシミュレー

ションモデルの開発. 文部科学省科学研究費.  

基盤研究（C） 

  

b. 研究分担者 

  1) 宮地元彦：サルコペニア予防・改善のためのテ

ーラーメイド運動処方プログラムの開発（研究

代表者 真田樹義）. 文部科学省科学研究費. 

基盤研究(B) 

  2) 村上晴香：サルコペニア予防・改善のためのテ

ーラーメイド運動処方プログラムの開発（研究

代表者 真田樹義）. 文部科学省科学研究費. 

基盤研究(B) 

  3) 宮地元彦: 食行動と食嗜好を規定するグレリン

遺伝子多型に於ける、食欲発現機構の疫学解析

（研究代表者 山田晃一）. 文部科学省科学研究

費. 基盤研究（C）  

  4) 瀧本秀美：スマートフォンと画像を利用した食

生活モニタリングシステムの開発・実践・検証

（研究代表者 相澤清晴）. 文部科学省科学研

究費. 基盤研究(B) 

  5) 高田和子: エネルギー代謝における個人内変動

の要因および肥満との関連（研究代表者 田中
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茂穂）. 文部科学省科学研究費. 基盤研究（A）   

  6) 高田和子: 看護学生のコミュニケーション能力

を高めるコーチング学習プログラムと評価方法

の開発（研究代表者 井上清美）. 文部科学省

科学研究費.  基盤研究（C） 

  7) 瀧本秀美: 多胎児のための親子関係改善介入プ

ログラムの開発と評価に関する研究（研究代表

者 加藤則子）. 文部科学省科学研究費.  基盤

研究（C） 

  8) 高田和子: アスリートの基礎代謝量の個人差は

競技特性で説明できるか（研究代表者 田口素

子）. 文部科学省科学研究費.  基盤研究（C） 

  9) 田中茂穂: 居住地域環境と家庭環境が小学生の

日常の身体活動に及ぼす影響（研究代表者 田

中千晶）. 文部科学省科学研究費. 基盤研究(C) 

 10) 竹林純: 食事からの抗酸化物質摂取総量の推算

を可能とする食品の抗酸化能データベースの構

築.  文部科学省科学研究費.  若手研究 (B) 

 11) 池田奈由: 我が国の疾病負担（Burden of 

Disease）に関する包括的研究（研究代表者 渋

谷健司）. 文部科学省科学研究費. 基盤研究(A) 

 

【その他の公的研究費】 

a. 研究代表者 

  1) 古野純典(主任研究者), 石見佳子, 松本輝樹, 

竹林純: ビタミンＫ及びモリブデンの分析法の

標準化並びに栄養成分等の収去試験に関する調

査事業. 消費者庁請負事業. 2013 

 2) 高田和子: 通所系介護サービスにおける口腔機

能向上及び栄養改善サービス提供のあり方に関

する調査研究事業. 老人保健健康増進等事業. 

厚生労働省. 

  3) 石見佳子: 閉経期女性の骨の健康に対する日本

とニュージーランドの機能性食品の併用効果. 

戦略的国際科学技術協力推進事業(JSPS). 

                                                 

b. 研究分担者 

  1) 高田和子:筋ジストロフィーの治療拠点整備、包

括的診療ガイドラインの研究. 精神・神経疾患

研究開発事業. 2013 

  2) 石見佳子, 竹林 純: ダイズイソフラボンの骨粗

鬆症予防効果に関する研究 . 農林水産省委託事

業「農林水産物・食品の機能性等を解析・評価

するための基盤技術の開発」. 

  3) 梅垣敬三: 機能性食品データベース・栄養指導

システムの開発. 機能性食品開発プロジェクト. 

農林水産省委託事業. 2013 

  4) 三好美紀: 途上国における国レベルの栄養調査

を用いた非感染性疾患(NCDs)のモニタリング手

法の検討. 国際医療研究開発費. 2013 

 

3.民間企業等の共同研究等 
  1) 笠岡(坪山)宜代, 高田和子, 野末みほ, 猿倉薫

子: 東日本大震災にかかる栄養改善活動. 日本

栄養改善学会. 2013 

  2) 笠岡(坪山)宜代: 災害時における食・栄養の改

善に関する研究. 花王健康科学研究. 2013 

 3) 澤田亨, 宮地元彦: 体力・身体活動と運動器障

害に関する疫学研究. 上原記念生命科学財団. 

2013   

  4) 山田晃一: 食行動、食嗜好を規定するグレリン

遺伝子多型の研究. 花王健康科学研究助成. 

2013 

  5) 山田晃一: 健康を損なわずに肥満が解消できる、

遺伝子多型毎の食生活処方、運動処方を考える. 

タニタ健康体重基金研究助成. 2013 

 6) 山田晃一: 卵摂取でコレステロール値が上がる

体質とは？. 旗影会研究助成. 2013 

 7) 田中茂穂: ヒトのエネルギー消費量測定と成分. 

花王株式会社との研究指導契約. 2013 

  8) 田中茂穂: 生活習慣病予防・改善および健康増

進のための新指標開発に関する研究. オムロン

ヘルスケア株式会社からの受託研究. 2013 

  9) 山崎聖美: 大豆タンパク質β-コングリシニンの

非アルコール性脂肪肝改善・NASH予防効果と作

用機序の解明. 不二たん白質研究振興財団. 

2013 

 10) 山崎聖美: 大豆たんぱく質β－コングリシニン

およびその分解物の肝臓機能に及ぼす影響に関

する研究 . 不二製油株式会社. 2013 

 11) 石見佳子, 東泉裕子: エクオール産生を高める

食物繊維素材の開発に関する研究. J‐オイルミ

ルズ受託研究. 2013 

 
 4.研究所外での講義、講演等 
【大学等における特別講義等】 

  1) 丸山浩: 医療の質の評価・検疫. 兵庫医科大学

公衆衛生学講義. 2013.06.12, 兵庫医科大学 

西宮市 

  2) 丸山浩: 厚生労働行政とレギュラトリーサイエ

ンス. 筑波大学医薬品・医療機器レギュラトリ

ーサイエンス講座. 2014.01.15, 筑波大学 

  3) 村上晴香: 栄養・食事と健康. 現代人とヘルス

ケア, 立命館大学. 2013.06.26, 滋賀（草津） 

  4) 宮地元彦: 公衆衛生学. 慶応義塾大学. 

2013.09.27, 信濃町キャンパス  （東京） 

  5) 澤田亨: 健康づくりのための身体活動基準・指

針2013. 平成25年度人間ドック健診食生活改善

指導者向け研修会、人間ドック学会. 

2013.11.17, 東京 

  6) 宮地元彦: 特別講師. 静岡県立大学看護学部. 

2013.11.21, 静岡県立大学 （静岡） 

  7) 村上晴香: 大学生の基礎体力とその測定. 基礎

健康科学実習, 静岡県立大学看護学部. 

2013.11.26, 静岡（駿河） 

  8) 村上晴香: 身体活動基準2013. 運動処方論・演

習, 國學院大學. 2013.12.13, 神奈川（横浜） 

  9) 田中茂穂: “カロリー”の常識と科学的知見の

不一致. 茨城大学教育学部後援会・記念講演. 

2013.09.28, 茨城大学（水戸） 

 10) Tanaka S: Physical activity measurement in 

human studies. Faculty of Sports Science 
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and Recreation, Universiti Teknologi MARA. 

2013.12.19, Shah Alam, Selangor, Malaysia 

 11) 石見佳子: 骨の健康と生活習慣. 慶応義塾大学

薬学部公開講座. 2013.06.08, 東京 

 12) 石見佳子: 国民健康・栄養調査と栄養管理の基

礎. 東京理科大学薬学部医療安全学講義. 

2013.06.15, 野田市 

 13) 石見佳子: 栄養・健康強調表示について. 神奈

川県立保健福祉大学. 2014.02.08, 横須賀 

 14) 梅垣敬三: 保健予防創薬基礎学-健康食品の科学. 

中部大学. 2013.05.21 

 15) 梅垣敬三: オールジャパン「食と健康」シンポ

ジウム-「健康食品」の安全性・有効性情報デー

タベースの活用法. 北海道大学. 2013.06.17 

 16) 梅垣敬三: 食の安全ゼミナールII・食の安全シ

ステム演習-食品はどうあるべきか-健康食品か

ら考える-. 東京大学農学部. 2013.07.16 

 17) 梅垣敬三: 農産物総合リスク論2. 茨城大学農学

部. 2013.09.26 

 18) 梅垣敬三: 卒後研修-医療人として持ってほしい

健康食品の知識. 岩手医科大学薬学部. 

2013.10.06 

 19) 梅垣敬三: 公開講座C-ハーブの安全性・有効性. 

慶應義塾大学薬学部. 2013.11.17 

 20) 三好美紀: 栄養学概説「国際的な管理栄養士の

役割」. 盛岡大学. 2013.07.06, 岩手県岩手郡

滝沢村 

 21) 三好美紀: 世界の栄養問題の現状と課題：管理

栄養士としてどのように貢献できるか？. 千葉

県立保健医療大学. 2013.12.05, 千葉市 

 22) 三好美紀: ラオスの母子の栄養状況と課題. プ

ライマリーヘルスケアと国際保健ＩＩ. 

2013.12.14, 慶応義塾大学．東京都新宿区 

 23) 西信雄: システム・ダイナミックスの基礎. 愛

媛大学医学部統計学特別講義. 2014.01.10 

 

【大学・研究所における研究セミナー等】 

  1) 瀧本秀美: 栄養科学、社会実装に向けて期待さ

れること. 科学技術未来戦略ワークショップ

「胎児～新生児期環境に着目した先制医療の化緻

化、独立行政法人科学技術振興機構研究開発戦

略センター. 2014.02.06, 東京 

  2) 高田和子: 安定同位体を使用したヒトの栄養に

関する研究. 平成 25 年度安定同位体利用技術研

究会、公益社団法人日本アイソトープ協会. 

2014.03.14, 東京大学（東京都文京区） 

  3) 田中茂穂: 身体活動と身体不活動の評価の確立

に向けて. 九州大学 P&P タイプ A 研究チーム、

リサーチコアチーム共同開催第５回公開講演会 

身体活動・身体不活動の科学「疫学および分子

生物学からの解明」. 2013.10.17, 九州大学医

学部（福岡市） 

  4) 田中茂穂: 身体活動量および不活動量の主観

的・客観的評価. 九州大学 P&P タイプ A 研究チ

ーム、リサーチコアチーム共同開催第１回人材

育成事業 身体活動・身体不活動の科学の構築

に向けて（疫学・分子生物学編）. 2013.10.18, 

九州大学筑紫地区（春日市） 

  5) 梅垣敬三: 植物成分を利用した健康食品の現状. 

薬用植物フォーラム 2013. 2013.07.09, つくば 

  6) 梅垣敬三: 健康食品の安全性確保. 平成 25 年度

短期研修食品衛生危機管理研修会、国立保健医

療科学院. 2014.01.28 

  7) 千葉剛: 健康食品素材の安全性の検討：医薬品

との相互作用を中心に. 第２回フィトケミカル

研究会. 2014.03.15, 岐阜市 

  8) 西信雄: メタアナリシスとマルチレベル分析. 

第 26 回日本循環器病予防セミナー. 2013.08.03, 

福島市 

 

【地方自治体、栄養士会等主催の講演会等】 

  1) 奥田奈賀子: 特定健診・特定保健指導の基本的

考え方. 生活習慣病対策健診・保健指導に関す

る企画・運営・技術研修（埼玉県国民健康保険

団体連合会）. 2013.07.02, さいたま市 

  2) 奥田奈賀子: 行動変容に繋がる特定保健指導. 

生活習慣病千咲健診・保健指導に関する企画・

運営・技術研修（埼玉県国民健康保険団体連合

会）. 2013.07.02, さいたま市 

  3) 奥田奈賀子: 減塩を習慣づけるために. 長野県

栄養士会生涯学習研修会（長野県栄養士会）. 

2013.07.06, 長野市 

  4) 奥田奈賀子: なるほど！ 健診活用法. 世田谷

区. 2014.02.09, 烏山区民会館ホール 

  5) 奥田奈賀子: 健康な食生活の要 これからも、

やっぱり減塩. 健康たからづか２１特別講演会. 

2014.02.21, 宝塚市 

  6) 笠岡(坪山)宜代: 災害支援における管理栄養

士・栄養士の課題. （公社）日本栄養士会 研

究教育事業部全国研修会. 2014.03.01 

  7) 澤田亨: 身体活動基準2013及びアクティブガイ

ドについて. 島根県栄養士会. 2013.05.25, 松

江市 

  8) 澤田亨: 健康づくりのための身体活動基準2013

および健康づくりのための身体活動指針. 公益

社団法人 島根県栄養士会. 2013.05.25, 島根

県松江市 

  9) 村上晴香: 身体活動基準および身体活動指針の

概要並びに生活習慣病等に関する知識. 健康運

動指導士登録更新講習会「基礎講座」, 公益財

団法人健康・体力づくり事業財団. 2013.05.25, 

大阪 

 10) 宮地元彦: 健康ひょうご21県民運動推進フォー

ラム. 公益財団法人 兵庫県健康財団 . 

2013.06.06, 兵庫県看護協会 ハーモニーホー

ル（神戸） 

 11) 村上晴香: 身体活動基準および身体活動指針の

概要並びに生活習慣病等に関する知識. 健康運

動指導士登録更新講習会「基礎講座」, 公益財

団法人健康・体力づくり事業財団. 2013.06.15, 

愛知（名古屋） 

 12) 澤田亨: 新運動指針について. 福井県栄養士会
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生涯学習研修会. 2013.06.29, 福井市 

 13) 宮地元彦: 公衆衛生関係栄養士研修会. 岡山県

健康福祉部健康推進課. 2013.07.16, 三光荘パ

ブリゾン（岡山） 

 14) 村上晴香: 身体活動基準および身体活動指針の

概要並びに生活習慣病等に関する知識. 健康運

動指導士登録更新講習会「基礎講座」, 公益財

団法人健康・体力づくり事業財団. 2013.07.21, 

東京 

 15) 澤田亨: "身体活動基準及び身体活動指針"の概

要並びに生活習慣病等に関する知識. 健康運動

指導士登録更新講習会「基礎講座」. 

2013.08.03, 名古屋市 

 16) 宮地元彦: 青森県栄養士会生涯学習研修会. 公

益財団法人 青森県栄養士会. 2013.08.03, リ

ンクステーションホール青森（青森） 

 17) 村上晴香: 演習「困難事例検討」. 第24回人間

ドック健診情報管理指導士ブラシュアップ研修

会, 公益社団法人日本人間ドック学会. 

2013.08.04, 東京 

 18) 宮地元彦: 2013年度長野県栄養士会生涯学習研

修会. 公益財団法人 長野県栄養士会. 

2013.08.10, 松本大学5号館（長野） 

 19) 澤田亨: "身体活動基準及び身体活動指針"の概

要並びに生活習慣病等に関する知識. 健康運動

指導士登録更新講習会「基礎講座」. 

2013.08.18, 東京 

 20) 村上晴香: 健康づくりのための身体活動指針

2013について. 平成25年度特定健診・保健指導

実践者育成研修（技術編）, 宮城県保健福祉部

健康増進課. 2013.08.19, 宮城（仙台） 

 21) 村上晴香: 特定保健指導の効果的な実践～生活

活動をどのように増やすか～. 特定保健指導実

践者育成研修会, 健康保険組合連合会. 

2013.08.30, 東京 

 22) 澤田亨: 生活習慣病予防と身体活動～プラス・

テンで健康寿命を延ばそう～. 生活習慣病予防

のための健診・保健指導研修会. 2013.09.01, 

長野県上田市 

 23) 村上晴香: 身体活動基準および身体活動指針の

概要並びに生活習慣病等に関する知識. 健康運

動指導士登録更新講習会「基礎講座」, 公益財

団法人健康・体力づくり事業財団. 2013.09.07, 

大阪 

 24) 澤田亨: 適正体重を知って・保って健康に！. 

地域健康学習支援事業「健康講座」. 

2013.09.10, 東京都中野区 

 25) 村上晴香: 身体活動基準および身体活動指針の

概要並びに生活習慣病等に関する知識. 健康運

動指導士登録更新講習会「基礎講座」, 公益財

団法人健康・体力づくり事業財団. 2013.09.14, 

東京 

 26) 澤田亨: 身体活動・運動に関する保健指導. 平

成25年度特定健診・保健指導実践者育成研修会. 

2013.09.17, 富山市 

 27) 宮地元彦: 平成25年度特定保健指導実践者育成

研修会. 秋田県保険者協議会. 2013.09.17, 秋

田県市町村会館（秋田） 

 28) 村上晴香: 事例における運動指導について. 第

26回人間ドック健診情報管理指導士ブラシュア

ップ研修会, 公益社団法人日本人間ドック学会. 

2013.10.05, 東京 

 29) 澤田亨: 「身体活動基準及び身体活動指針」の

概要並びに生活習慣病に関する知識. 平成25年

度健康運動指導士登録更新講習会（基礎講座）、

健康・体力づくり事業財団. 2013.10.06, 名古

屋 

 30) 村上晴香: 運動の基礎科学・運動と健康の関わ

り. 平成25年度認定歯科衛生士セミナー, 公益

社団法人日本歯科衛生士会. 2013.10.12, 東京 

 31) 宮地元彦: 平成25年度健康づくり提唱のつどい. 

公益財団法人 三重県栄養士会. 2013.10.19, 

三重県労働福祉会館（三重） 

 32) 宮地元彦: 市町国民健康保険運営協議会委員研

修会. 静岡県国民保険団体連合会. 2013.10.22, 

クーポール (静岡) 

 33) 宮地元彦: 諏訪健康福祉事務所管内保健業務研

究研修会. 諏訪健康福祉事務所管内保健業務研

究会. 2013.11.08, 諏訪合同庁舎 

 34) 澤田亨: 「身体活動基準及び身体活動指針」の

概要並びに生活習慣病に関する知識. 平成25年

度健康運動指導士登録更新講習会（基礎講座）、

健康・体力づくり事業財団. 2013.11.17, 東京 

 35) 澤田亨: 生活習慣病予防のための運動について. 

平成25年度健康教育、厚木市. 2013.11.28, 厚

木 

 36) 村上晴香: 身体活動基準および身体活動指針の

概要並びに生活習慣病等に関する知識. 健康運

動指導士登録更新講習会「基礎講座」, 公益財

団法人健康・体力づくり事業財団. 2013.12.01, 

愛知（名古屋） 

 37) 澤田亨: 「身体活動基準及び身体活動指針」の

概要並びに生活習慣病に関する知識. 平成25年

度健康運動指導士登録更新講習会（基礎講座）、

健康・体力づくり事業財団. 2013.12.01, 名古

屋 

 38) 宮地元彦: 健やか山梨21推進大会. 山梨県福祉

保健部健康増進課. 2013.12.01 

 39) 澤田亨: 身体活動基準2013の活用について. 平

成25年度特定保健指導実践者スキルアップ研修

会、日本健康運動指導士会群馬県支部. 

2013.12.02, 前橋 

 40) 宮地元彦: 平成25年度保健事業推進担当者研修

会. 千葉県国民健康保険団体連合会. 

2013.12.05, 千葉県国保会館 (千葉) 

 41) 村上晴香: 身体活動基準および身体活動指針の

概要並びに生活習慣病等に関する知識. 健康運

動指導士登録更新講習会「基礎講座」, 公益財

団法人健康・体力づくり事業財団. 2013.12.21, 

東京 

 42) 宮地元彦: 平成25年度障害学習研修会. 香川県

栄養士会. 2014.01.25, 高松テレサ (香川) 



 

56 独立行政法人 国立健康・栄養研究所研究報告 第 62 号（2013）

 43) 宮地元彦: 第14回 平成25年度千葉県栄養改善

学会. 公益財団法人 千葉県栄養士会. 

2014.02.08, 千葉県立保健医療大学 (千葉) 

 44) 澤田亨: 「身体活動基準及び身体活動指針」の

概要並びに生活習慣病等に関する知識. 更新必

修講座プレ講習会（NPO法人日本健康運動指導士

会）. 2014.02.09, 高松 

 45) 宮地元彦: 横浜市国民健康保険特定保健指導事

業者情報交換会. 横浜市健康福祉局. 

2014.02.25, 神奈川自治会館 (神奈川) 

 46) 宮地元彦: 保健師・看護師等全国研修会. 健康

保険組合連合会. 2014.02.28, AP東京八重洲通

り (東京) 

 47) 澤田亨: 健康づくりのための身体活動指針（ア

クティブガイド）. 平成25年度第20回日本健康

運動指導士会奈良県支部研修会. 2014.03.16, 

奈良市 

 48) 高田和子: 健康づくりのための身体活動基準・

指針2013. 群馬県栄養士会. 2013.09.29, 群馬

県前橋市 

 49) 田中茂穂: 天高く人肥えない秋 ～エネルギー

消費についての誤解と正しい知識. 2013 健康

づくり提唱のつどい in 盛岡. 2013.10.29, 盛

岡 

 50) 田中茂穂: カロリーについての正しい知識に基

づく身体活動の推進. 健康日本２１あいち新計

画推進研修会. 2013.11.01, 名古屋 

 51) 石見佳子: 生活習慣病予防と大豆. 山形県栄養

士会. 2013.09.28, 鶴岡 

 52) 石見佳子: 機能性を有する食品の有用性と安全

性について. 東京都福祉保健局－職種職務専門

研修. 2013.10.04, 東京 

 53) 石見佳子: 生活習慣病予防と大豆. 岩手県栄養

士会. 2014.01.25, 盛岡 

 54) 梅垣敬三: 消費生活講座-健康食品の賢い使い方

～氾濫する健康食品と上手につきあいましょう

～. 武蔵野市消費生活センター. 2013.05.23 

 55) 千葉剛: 最近の健康食品の実態と健康被害の特

徴. 消費生活相談員研修. 2013.05.31, 国民生

活センター（東京） 

 56) 梅垣敬三: すぎなみ地域大学「食育ボランティ

ア講座」-健康食品について. 杉並区. 

2013.06.05 

 57) 梅垣敬三: いわゆる健康食品の有害事象への対

応. 平成25年度全国地方衛生研究所長会議、厚

労省. 2013.06.06 

 58) 千葉剛: 健康食品について～正しい選び方とは

～. 葛飾区消費生活センター. 2013.06.12, 葛

飾区 

 59) 千葉剛: 最近の健康食品の実態と健康被害の特

徴. 石川県消費生活支援センター. 2013.08.23, 

石川県金沢市 

 60) 梅垣敬三: 健康食品について-安全性を中心とし

て-. 平成25年度食品安全行政講習会、厚生労働

省. 2013.08.27 

 61) 梅垣敬三: 食事バランスと健康食品. 平成25年

度登録販売者研修会、東京都薬剤師会. 

2013.09.08 

 62) 梅垣敬三: あなたは知っていますか？健康食品

の真実. 北海道立消費生活センターくらしの教

室 . 2013.09.18 

 63) 梅垣敬三: 「トクホ」で安心！？～トクホ（特

定保健用食品）の正しい知識と上手な利用法～. 

市原市消費生活センター消費者講座. 

2013.09.27 

 64) 千葉剛: 健康と食の安全. 地方消費者グルー

プ・フォーラム 東北ブロック. 2013.10.04, 

青森市 

 65) 梅垣敬三: 健康食品の安全性・有効性情報デー

タベースの紹介. 「医福食農連携」事例発表会、

農水省. 2013.10.15 

 66) 梅垣敬三: サプリメントと野菜の摂取を考える. 

長野県栄養士会学習会. 2013.10.20 

 67) 千葉剛: 健康食品って効くの？医薬品とどう違

うの？. 京丹後市消費生活セミナー. 

2013.10.22, 京丹後市 

 68) 梅垣敬三: ちょっと待って！健康食品を過信し

ないで！～広告・宣伝・噂話に惑わされないた

めに～. 横浜市消費生活総合センター「消費生

活教室」. 2013.10.25 

 69) 梅垣敬三: 健康講座『食と健康』薬と健康. 千

代田区高齢者大学、千代田区立高齢者センター. 

2013.11.01 

 70) 千葉剛: 最近の健康食品の実態と健康被害の特

徴. 東京都消費者啓発員再要請講座. 

2013.11.05, 新宿区 

 71) 梅垣敬三: 健康食品の基礎知識. 健康食品の知

識普及員養成研修会、茨城県栄養士会. 

2013.11.06 

 72) 千葉剛: 最近の健康食品の実態と健康被害の特

徴. 市町相談員研修会. 2013.11.08, 長崎市 

 73) 梅垣敬三: 健康講座『食と健康』-栄養バランス

アップでますます健康に. 千代田区高齢者大学. 

2013.11.08 

 74) 千葉剛: 健康食品のウソ・ホント. 消費生活相

談員の会. 2013.11.09, 長崎市 

 75) 梅垣敬三: 健康講座『食と健康』-栄養食品を賢

く使おう. 千代田区高齢者大学. 2013.11.15 

 76) 梅垣敬三: 薬とサプリメントの相互作用・サプ

リメントの最新情報. 宮崎県栄養士会研修会. 

2013.11.23 

 77) 梅垣敬三: きちんと理解できていますか？健康

食品の正しい知識と付き合い方. 平成25年度在

宅栄養士研修会、東京都多摩小平保健所. 

2013.12.02 

 78) 千葉剛: 健康食品を正しく知ろう！！～健康食

品って効果があるの？～. 米子市消費生活セミ

ナー. 2013.12.07, 米子市 

 79) 梅垣敬三: 健康食品の賢い用い方. 新宿区平成

25年度消費者講演会. 2013.12.12 

 80) 梅垣敬三: 身につけよう健康食品利用術～もっ

と賢い消費者になろう～. 平成25年度宮崎県市
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町村国民健康保険運営協議会委員研修会. 

2014.02.10 

 81) 梅垣敬三: 健康食品の実態と安全性・有効性. 

「健康食品」に関するリスクコミュニケーショ

ン、消費者庁・厚生労働省主催. 2014.02.18, 

千代田区 

 82) 千葉剛: 最近の健康食品の実態と健康被害の特

徴. 介護保険サポーターズ国分寺. 2014.02.21, 

国分寺 

 83) 千葉剛: サプリメント・健康食品などの摂取に

関する注意点. 栃木県佐野地区薬剤師会. 

2014.02.22, 栃木県佐野市 

 84) 梅垣敬三: 健康食品の実態と安全性・有効性. 

「健康食品」に関するリスクコミュニケーショ

ン、消費者庁・厚生労働省主催. 2014.02.24, 

名古屋市 

 85) 梅垣敬三: 健康食品の実態と安全性・有効性. 

「健康食品」に関するリスクコミュニケーショ

ン、消費者庁・厚生労働省主催 . 2014.02.27, 

阿倍野区 

 86) 梅垣敬三: 健康食品の実態と利用を考える. 第

12回食と農の安全・倫理シンポジウム. 

2014.03.01, 京都市 

 87) 梅垣敬三: 健康食品をめぐる諸問題 &#8211;安

全性と有効性を見分ける- . だまされない消費

者塾、士別地区広域消費生活センター. 

2014.03.04, 士別市 

 88) 梅垣敬三: 健康食品との適切なつきあい方. 平

成25年度第７回東近江市消費者セミナー. 

2014.03.10, 東近江市 

 89) 千葉剛: 健康食品・サプリメントの真実. 鷹栖

町消費者行政活性化（食の安全安心）事業. 

2014.03.13, 鷹栖町 

 90) 千葉剛: 特定保健用食品の正しい利用方法. ア

ドバイザリースタッフ研究会. 2014.03.30, 名

古屋市 

 91) 西信雄: 健康日本21（第2次）における 栄養・

食生活分野の取り組み ～管理栄養士・栄養士が

知っておきたい基本戦略～. 新潟県栄養士会定

時総会特別講演. 2013.06.11 

 

【研究所が主催・共催するセミナー等】 

  1) 古野純典: 食物・栄養とがん予防. 平成25年度

アドバイザリースタッフ研修会. 2013.10.06, 

東京 

  2) 瀧本秀美: （講義１）栄養摂取状況調査の進め

方. 独立行政法人国立健康・栄養研究所 公開

セミナー 健康・栄養調査技術研修セミナー. 

2013.09.19, 兵庫県 

  3) 瀧本秀美: （講義２）食品番号表の使用方法

（食品の選択と番号化について）. 独立行政法

人国立健康・栄養研究所 公開セミナー 健

康・栄養調査技術研修セミナー. 2013.09.19, 

兵庫県 

  4) 瀧本秀美: （演習）食事調査聞き取りのポイン

ト. 独立行政法人国立健康・栄養研究所 公開

セミナー 健康・栄養調査技術研修セミナー. 

2013.09.19, 兵庫県 

  5) 瀧本秀美: （講義１）栄養摂取状況調査の進め

方」. 独立行政法人国立健康・栄養研究所 公

開セミナー 健康・栄養調査技術研修セミナー. 

2013.09.20, 東京 

  6) 瀧本秀美: （講義２）食品番号表の使用方法

（食品の選択と番号化について）. 独立行政法

人国立健康・栄養研究所 公開セミナー 健

康・栄養調査技術研修セミナー. 2013.09.20, 

東京 

  7) 瀧本秀美: （演習）食事調査聞き取りのポイン

ト. 独立行政法人国立健康・栄養研究所 公開

セミナー 健康・栄養調査技術研修セミナー. 

2013.09.20, 東京 

  8) 瀧本秀美: （講義１）栄養摂取状況調査の進め

方. 独立行政法人国立健康・栄養研究所 公開

セミナー 健康・栄養調査技術研修セミナー. 

2013.09.24, 福岡県 

  9) 瀧本秀美: （講義２）食品番号表の使用方法

（食品の選択と番号化について）. 独立行政法

人国立健康・栄養研究所 公開セミナー 健

康・栄養調査技術研修セミナー. 2013.09.24, 

福岡県 

 10) 瀧本秀美: （演習）食事調査聞き取りのポイン

ト. 独立行政法人国立健康・栄養研究所 公開

セミナー 健康・栄養調査技術研修セミナー. 

2013.09.24, 福岡県 

11) 笠岡(坪山)宜代: 人間栄養学. NRサプリメント

アドバイザー講座、日本臨床栄養協会. 

2013.04.22 

12) 澤田亨: 身体活動と健康に関する疫学研究. 平

成25年度アドバイザリースタッフ研修会. 

2013.11.10, 名古屋 

13) 高田和子: 食事から健康長寿を考える. 平成25

年度アドバイザリースタッフ研修会. 

2013.10.26, 大坂 

14) 石見佳子: 栄養・健康表示の現状と課題. 平成

25年度アドバイザリースタッフ研修会. 

2013.12.01, 福岡 

15) 梅垣敬三: 健康食品による有害事象と安全性確

保. 平成25年度アドバイザリースタッフ研修会. 

2013.11.02 岡山 

16) 西信雄: 栄養・食生活に関する「健康日本21

（第２次）」の方向性. 平成25年度アドバイザ

リースタッフ研修会. 2013.11.11 仙台 

 

【その他の講演会等】 

  1) 丸山浩: 現在の医療とその周辺について. 医療

機器総括製造販売責任者講習会. 2013.04.11, 

大田区産業プラザ 東京都 

  2) 丸山浩: 現在の医療とその周辺について. 医療

機器修理業責任技術者基礎講習会. 2013.05.30, 

大田区 

  3) 丸山浩: 現在の医療とその周辺について. 高度

管理医療機器・特定管理医療機器販売及び賃貸
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営業管理者講習会. 2013.06.25, 大田区 

  4) 丸山浩: 現在の医療とその周辺について. 医療

機器修理業責任技術者基礎講習会. 2013.06.27, 

大田区 

  5) 丸山浩: 現在の医療とその周辺について. 医療

機器製造業責任技術者講習会. 2013.07.04, 大

田区 

  6) 中出麻紀子: 食事摂取基準の概念と給食施設で

の活用の仕方. 板橋区栄養管理講習会. 

2013.05.23 

  7) 中出麻紀子: 子どもから成人までの朝食欠食の

現状と対策. 第2回栄養職員研修会. 2013.08.07 

  8) 中出麻紀子: 健康教育の理念と方法. 全日本病

院協会 特定保健指導専門研修. 2013.09.29 

  9) 瀧本秀美: 妊産婦や乳幼児への栄養指導. 公益

財団法人母子衛生研究会. 2013.11.29, 大阪 

 10) 瀧本秀美: 妊娠中からの母子の食生活支援. 国

立保健医療科学院 平成25年度専門課程養成訓

練. 2013.12. 

 11) 瀧本秀美: 平成24年国民健康・栄養調査におけ

る都道府県の状況について. 国立保健医療科学

院 健康・栄養調査の企画・運営・評価に関す

る研修. 2014.01.29, 埼玉 

 12) 奥田奈賀子: 生活習慣病の予防法. 行動変容実

践のための保健指導者養成セミナー（一般社団

法人日本家族計画協会）. 2014.02.19, 東京 

 13) 奥田奈賀子: 生活習慣病の疫学. 行動変容実践

のための保健指導者養成セミナー（一般社団法

人日本家族計画協会）. 2014.02.19, 東京 

 14) 瀧本秀美: 妊産婦や乳幼児への栄養指導. 公益

社団法人母子衛生研究会. 2014.02.25, 東京 

 15) 宮地元彦: 身体活動基準及び身体活動指針. 健

康運動指導士登録更新登録会「基礎講座」. 

2013.05.12, TKP博多駅前シティーセンター 

(福岡) 

 16) 宮地元彦: 健康日本21と新しいしんた活動基

準・指針. 第11回世田谷ENDOフォーラム. 

2013.05.16, 国立成育医療研究センター (東

京) 

 17) 宮地元彦: 身体活動基準及び身体活動指針. 健

康運動指導士登録更新登録会「基礎講座」. 

2013.05.19, TKP神田ビジネスセンター（東京） 

 18) 宮地元彦: 健康日本21(2013)と新しい身体活動

基準・指針. 一般財団法人 EDG研究会 創立記

念講演会. 2013.05.25, 女子栄養大学 (東京) 

 19) 宮地元彦: 第21回人間ドック健診情報管理指導

士研修会. 公益財団法人 日本人間ドッグ学会. 

2013.06.14, 日本病院会 セミナーホール（東

京） 

 20) 宮地元彦: 身体活動基準及び身体活動指針. 健

康運動指導士登録更新登録会「基礎講座」. 

2013.06.21, KTP神田ビジネスセンター（東京） 

 21) 宮地元彦: 平成25年度健康運動指導者研究交流

会 愛知大会. NPO法人 日本健康運動指導士会

愛知県支部. 2013.06.22, 愛知県産業労働セン

ター（愛知） 

 22) 宮地元彦: 身体活動基準及び身体活動指針. 健

康運動指導士登録更新登録会「基礎講座」. 

2013.07.07, TKP大阪梅田ビジネスセンター（大

阪） 

 23) 宮地元彦: 「健康日本21(第二次)における運動

指導者の役割と新エクササイズガイドについ

て」. 登録更新講習会. 2013.07.27, 芝浦サー

ビスセンター(東京) 

 24) 宮地元彦: 身体活動基準及び身体活動指針. 健

康運動指導士登録更新登録会「基礎講座」. 

2013.08.24, TKP博多駅前シティセンター(福岡) 

 25) 宮地元彦: 第25回人間ドッグ健診情報管理指導

士プッシュアップ研修会. 公益財団法人 日本

人間ドッグ学会. 2013.09.08, AP大阪駅前梅田

一丁目 APホール  （大阪） 

 26) 宮地元彦: 健康運動指導士・健康運動実践指導

者養成25週年記念事業. 公益財団法人 健康・

体力づくり事業財団. 2013.09.24, 国立オリン

ピック記念青年総合センター (東京) 

 27) 宮地元彦: 健康づくりにおける運動の役割―科

学的エビデンスから実践へ―. 第15回ダノン健

康栄養フォーラム「これからの健康づくりをど

う支えるか」. 2013.09.28, 有楽町マリオン 

(東京) 

 28) 宮地元彦: 身体活動基準及び身体活動指針. 健

康運動指導士登録更新登録会「基礎講座」. 

2013.09.29, TKP博多駅前シティーセンター(福

岡) 

 29) 宮地元彦: 長寿たすけ愛講演会2013 in 東松

山. 公益財団法人 長寿科学振興財団. 

2013.10.02, 松山市民活動センター （埼玉） 

 30) 宮地元彦: 平成25年度第1回NPO法人日本健康運

動指導士会 大阪府支部研修会. NPO法人 日本

健康運動指導士会. 2013.10.06, YMCA国際文化

センター（大阪） 

 31) 宮地元彦: 平成25年度健康運動指導士養成講習

会. 公益財団法人 健康・体力づくり事業財団. 

2013.10.13, TKP赤坂ツインタワーカンファレン

スセンター（東京） 

 32) 宮地元彦: 東京消防庁健康管理講演会. 東京消

防庁. 2013.10.15, 東京消防庁消防学校 (東

京) 

 33) 宮地元彦: 身体活動基準及び身体活動指針. 運

動指導士登録更新登録会「基礎講座」. 

2013.10.20, TKP神田ビジネスセンター（東京） 

 34) 宮地元彦: 健康長寿講座2013. MSD株式会社. 

2013.10.20, ザ・プリンスパークタワー東京

（東京） 

 35) 宮地元彦: 身体活動基準及び身体活動指針. 健

康運動指導士登録更新登録会「基礎講座」. 

2013.11.10, TKP博多駅前シティーセンター（福

岡） 

 36) 宮地元彦: 健康運動指導士養成講習会. 公益財

団法人 健康・体力づくり事業財団. 

2013.11.16, 梅田フォーラム (大阪) 

 37) 宮地元彦: 身体活動基準及び身体活動指針. 健
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康運動指導士登録更新登録会「基礎講座」. 

2013.11.18, TKP神田ビジネスセンター（東京） 

 38) 宮地元彦: ヘルシーサロン～生活習慣病対策で

健康長寿を伸ばそう！～. 毎日新聞社. 

2013.11.24, 毎日新聞社内 (東京) 

 39) 宮地元彦: 第6回新潟心臓リハビリテーション研

究会. トーアエイヨー株式会社. 2013.11.30, 

朱鷺メッセ (新潟) 

 40) 宮地元彦: 身体活動基準及び身体活動指針. 健

康運動指導士登録更新登録会「基礎講座」. 

2013.12.15, TKP大阪梅田ビジネスセンター（大

阪） 

 41) 宮地元彦: 平成25年度健康運動指導士養成講習

会. 公益財団法人 健康・体力づくり事業財団. 

2014.01.10, TKP赤坂ツインタワーカンファレン

スセンター (東京) 

 42) 宮地元彦: 健康日本21推進協議会「運動・スポ

ーツ分科会」. 健康日本21推進全国連絡協議会. 

2014.01.16, 全国衛生会館 (東京) 

 43) 宮地元彦: 第19回日本医師会認定健康スポーツ

医制度再研修会. 医師会. 2014.01.18, 日本医

師会館 (東京) 

 44) 宮地元彦: 平成25年度健康運動指導士養成講習

会. 公益財団法人 健康・体力づくり事業財団. 

2014.01.21, 国立代々木競技場 （東京） 

 45) 宮地元彦: 第22回人間ドック検診情報管理指導

士研修会. 公益財団法人 日本人間ドック学会. 

2014.01.24, 東京ファッションタウンビル (東

京) 

 46) 宮地元彦: 平成25年度 第2回 日本健康運動指

導士会長崎県支部研修会. 日本健康運動指導士

会長崎県支部. 2014.02.01, シーハおおむら  

(長崎) 

 47) 宮地元彦: 保健指導者のためのスキルアップ研

修会. 県民健康プラザ健康増進センター. 

2014.02.03, 鹿児島県庁 (鹿児島) 

 48) 村上晴香: 身体活動基準および身体活動指針の

概要並びに生活習慣病等に関する知識. 更新必

修講座プレ講習会, NPO法人日本健康運動指導士

会. 2014.02.16, 沖縄 

 49) 村上晴香: ロコモ予防の運動と栄養. メディケ

アフーズ展2014. 2014.02.20, 東京 

 50) 澤田亨: アクティブガイド、運動と健康の最新

情報. 三菱電機健康保険組合特定保健指導スタ

ッフ研修会. 2014.03.07, 横浜市 

 51) 宮地元彦: 更新必修講座プレ講習. NPO法人 日

本健康運動指導士会. 2014.03.16, KTP赤坂ツイ

ンタワー (東京) 

 52) 村上晴香: 身体活動基準および身体活動指針の

概要並びに生活習慣病等に関する知識. 更新必

修講座プレ講習会, NPO法人日本健康運動指導士

会. 2014.03.16, 東京 

 53) 宮地元彦: 更新必修講座プレ講習会. NPO法人 

日本健康運動指導士会. 2014.03.23, 福岡県中

小企業振興センター 

 54) 窪田直人: 糖・脂質代謝調節におけるIRS-

1/IRS-2の生理的役割と病態を考慮した糖尿病治

療～臓器で異なるインスリン作用～. 糖尿病

EXPERT MEETING. 2013.04.18, 東京 

 55) 窪田直人: one point lecture. インスリンアド

バイザリー講演会. 2013.05.25, 東京 

 56) 窪田直人: 2型糖尿病の分子機構の解明. 第4回

三宿DMセミナー. 2013.05.27, 東京 

 57) 窪田直人: 2型糖尿病の病態と薬物治療. テネリ

ア講演会 in 立川. 2013.06.05, 東京 

 58) 窪田直人: 肝臓における糖・脂質代謝調節機構. 

第2回宮崎糖・脂質異常と肝疾患を考える会. 

2013.06.12, 宮崎 

 59) 窪田直人: 食後血糖是正の重要性. テネリア座

談会. 2013.06.22, Chicago 

 60) 窪田直人: 2型糖尿病の病態と薬物治療. 第2回

糖尿病先端フォーラムin東埼玉. 2013.06.28, 

埼玉 

 61) 窪田直人: 2型糖尿病の病態と薬物治療. 苫小牧

糖尿病治療学術講演会. 2013.07.02, 北海道 

 62) 窪田直人: 合併症予防をみすえた2型糖尿病治療. 

Small Clinical Conference -脳卒中と糖尿病. 

2013.07.17, 東京 

 63) 窪田直人: 2型糖尿病の治療戦略～インスリン療

法を中心に～. Diabetes Conference. 

2013.07.26, 千葉 

 64) 窪田直人: BOTによる治療の次の１手～基礎イン

スリン＋GLP-1受容体作動薬への期待～. 糖尿病

フォーラム パネルディスカッション「病態に合

わせた治療の選択」. 2013.08.10, 横浜 

 65) 窪田直人: 2型糖尿病の病態と薬物治療～今後の

展望も含めて～. 徳山医師会学術講演会. 

2013.08.29, 徳山 

 66) 窪田直人: 2型糖尿病の病態と薬物治療. 上十三

医師会学術講演会. 2013.09.17, 青森 

 67) 窪田直人: 2型糖尿病の病態と薬物治療. 古河市

医師会講演会. 2013.09.20, 茨城 

 68) 窪田直人: 2型糖尿病の病態と薬物治療～今後の

展望も含めて～. 甲府市内科医会講演会. 

2013.09.24, 山梨 

 69) 窪田直人: 2型糖尿病の病態と薬物治療. 安曇野

市医師会学術講演会. 2013.09.30, 長野 

 70) 窪田直人: 2型糖尿病の病態と薬物治療. 糖尿病

学術講演会. 2013.10.01, 高松 

 71) 窪田直人: 2型糖尿病の分子機構の解明. テネリ

ア発売1周年記念講演会. 2013.10.03, 東京 

 72) 窪田直人: 2型糖尿病の病態と薬物治療. 糖尿病

カンファレンス2013. 2013.10.16, 埼玉 

 73) 窪田直人: 2型糖尿病の治療戦略 ～基礎インス

リンとインクレチン関連薬の併用療法を中心に

～. 筑波女性医師の会. 2013.10.22, 茨城 

 74) 窪田直人: 2型糖尿病の治療戦略～基礎インスリ

ンとインクレチン関連薬の併用療法を中心に～. 

糖尿病治療座談会. 2013.10.29, 千葉 

 75) 窪田直人: 2型糖尿病の病態と薬物治療. 日医生

涯教育協力講座. 2013.11.02, 埼玉 

 76) 窪田直人: 2型糖尿病の病態と薬物治療. テネリ
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ア発売1周年講演会in奈良. 2013.11.09, 奈良 

 77) 窪田直人: 2型糖尿病の病態と薬物治療～アンメ

ットニーズに対するテネリアへの期待～. テネ

リア発売1周年講演会～現代の糖尿病治療が抱え

る問題点とは～. 2013.11.14, 横浜 

 78) 窪田直人: GLP-1受容体作動薬の選択と治療を考

える. Lixisenatide Expert Meeting . 

2013.11.19, 東京 

 79) 窪田直人: 2型糖尿病の治療戦略～基礎インスリ

ンとインクレチン関連薬の併用療法を中心に～. 

Yamanashi Lyxumia Round Table Discussion . 

2013.11.20, 山梨 

 80) 窪田直人: 2型糖尿病の治療戦略～基礎インスリ

ンとインクレチン関連薬の併用療法を中心に～. 

DM Expert Seminar. 2013.11.23, 名古屋 

 81) 窪田直人: 2型糖尿病の分子機構の解明. 糖尿病

セミナー. 2013.11.27, 埼玉 

 82) 窪田直人: 2型糖尿病の治療戦略～基礎インスリ

ンとインクレチン関連薬の併用療法を中心に～. 

Lixisenatide Expert Meeting. 2013.12.07, 福

岡 

 83) 原口美貴子, 勝山修行, 窪田直人, 門脇孝: ヒ

トにおけるベラプロストナトリウム徐放錠のイ

ンスリン抵抗性改善作用を検討する無作為二重

盲検クロスオーバー試験. Diabetes masters 

conference. 2013.12.14, 東京 

 84) 窪田直人: 2型糖尿病の分子機構の解明. 

Scientific Exchange Meeting in Fukushima

『血糖調節関連臓器 ～糖尿病治療のこれから

～』. 2014.02.05, 福島 

 85) 高田和子: 高齢者の低栄養リスクの背景とその

対応. シニア食育講座、すこやか食生活協会. 

2013.10.30, 東京都、港区 

 86) 高田和子: 高齢期の食事と健康長寿. 朝日 健

康・医療フォーラム2014、朝日新聞社. 

2014.01.28, 東京都、新宿区 

87) 田中茂穂: 代謝計算（講義ならびに計算問題の

練習＆解説）. 第27回ACSMヘルスフィットネス

スペシャリスト教習ワークショップ. 

2013.11.13, 国立オリンピック記念青少年総合

センター（東京） 

88) 田中茂穂: 栄養摂取と運動「身体活動量の定量

法とその実際（１）（２）」. 平成25年度健康

運動指導士養成講習会. 2014.02.08, 東京 

89) 石見佳子: 骨づくりとカルシウム. 日本スポー

ツ栄養研究会. 2013.06.15, 東京 

90) 石見佳子: 食の選択と健康. 日本栄養・食糧学

会栄養学若手研究者の集いサマースクール. 

2013.08.25, 筑波研修センター 

91) 石見佳子: 骨の健康と生活習慣. 日本メディカ

ルハーブ協会 ブラッシュアップセミナー. 

2013.09.08, 大阪 

92) 石見佳子: 骨の健康と生活習慣 . 日本メディカ

ルハーブ協会 ブラッシュアップセミナー. 

2013.11.24, 東京 

93) 梅垣敬三: 健康を維持するための食のあり方. 

消費科学センター. 2013.04.17, 渋谷 

94) 梅垣敬三: 医療人として持ってほしい健康食品

の知識. 一般社団法人日本食品安全協会. 

2013.05.17 

95) 梅垣敬三: 消費者問題対策委員会勉強会-健康食

品の問題点と規制について. 日本弁護士連合会.     

2013.05.28 

96) 梅垣敬三: 健康被害情報の収集による安全性の

確保. 健康食品フォーラム、社福協.     

2013.06.24 

97) 梅垣敬三: THP25周年記念フォーラム基調講演-

常識は変わる. 中央労働災害防止協会. 

2013.08.31 

98) 梅垣敬三: 健康食品について. 学習会「一般健

康食品の機能表示の問題点と、私たち消費団体

にできること」、全国消費者団体連絡会. 

2013.09.19 

99) 梅垣敬三: 第1回健康食品を正しく理解しよう～

健康食品の実態と健康被害～. NACS講座. 

2013.10.10 

100) 梅垣敬三: 第２回健康食品を正しく理解しよう

～健康食品に関連する法律～. NACS講座. 

2013.10.23 

101) 梅垣敬三: 健康食品に期待される情報. 第3回

日本ｱﾝﾄｼｱﾆﾝ研究会. 2013.11.18 

102) 梅垣敬三: 「健康食品について消費者として知

っておきたいこと」-その実態と付き合い方-. 

NACS中国支部講演会. 2013.11.30 

103) 梅垣敬三: 健康食品について. 2013年度第２回

食品安全セミナー、日本生協連. 2013.12.05 

104) 梅垣敬三: 健康食品の正しい使い方. 第2回日

本臨床栄養協会主催『市公開講座』. 

2013.12.15 

105) 梅垣敬三: 健康食品の安全性確保において必要

な知識. 健康食品管理士会中部支部研修会・一

般市民公開講座. 2014.03.09, 富士市 

 

 5.政府関係機関審議会、委員会等 
【厚生労働省等政府関連】 

  1) 古野純典: 国民健康・栄養調査企画解析検討会. 

厚生労働省. 2013 

  2) 古野純典: 「日本人の食事摂取基準(2015年

版)」策定検討会. 厚生労働省. 2013 

  3) 古野純典: 薬事・食品衛生審議会 臨時委員. 

厚生労働省. 2013 

  4) 古野純典: 消費者委員会 臨時委員. 内閣府. 

2013 

  5) 古野純典: 食育推進会議委員. 内閣府. 2013 

  6) 瀧本秀美: 「日本人の食事摂取基準（2015年

版）」策定検討会ワーキンググループ委員. 

2013 

  7) 瀧本秀美: 平成24年国民健康・栄養調査解析ワ

ーキンググループ委員. 2013 

  8) 瀧本秀美: 平成24年国民健康・栄養調査企画解

析検討会構成員. 2013 

  9)笠岡(坪山)宜代: 管理栄養士国家試験委員. 厚生
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労働省. 2013 

 10) 宮地元彦: 国民健康・栄養調査企画解析検討会. 

厚生労働省. 2013 

 11) 宮地元彦: 戦略研究企画調査専門検討会作業部

会. 厚生労働省. 2013 

 12) 宮地元彦: 日本学術会議連携会員. 内閣府. 

2013 

 13) 宮地元彦: 戦略研究企画・調査専門検討会作業

部会委員会. 厚生労働省. 2013 

 14) 宮地元彦: 経済産業省次世代ヘルスケア産業協

議会品質評価WG委員. 経済産業省. 2014 

 15) 高田和子: 日本人の長寿を支える「健康な食

事」のあり方に関する検討会. 2013 

 16) 田中茂穂:異分野連携共同研究推進検討会「医

学・栄養学との連携による日本食の評価」. 農

林水産省. 2014 

 17) 石見佳子:食品衛生審議会食品衛生分科会新開発

食品調査部会員. 厚生労働省薬事. 2013 

 18) 石見佳子: 内閣府食品安全委員会新開発食品専

門委員会専門委員. 2013 

 19) 石見佳子: 内閣府消費者委員会専門委員. 2013 

 20) 石見佳子: 文部科学省科学技術・学術審議会専

門委員. 2013 

 21) 梅垣敬三:管理栄養士国家試験委員. 厚生労働省. 

2013 

22) 梅垣敬三: 厚生労働省医薬品の成分本質に関す

る WG 委員. 2013 

23) 梅垣敬三: 食品安全委員会専門委員. 2013 

24) 梅垣敬三: 薬事・食品衛生審議会臨時委員. 

2013 

25) 梅垣敬三: 消費者委員会専門委員. 2013 

26) 梅垣敬三:「食品の新たな機能性表示制度に関す

る検討会委員. 消費者庁. 2013 

27) 千葉剛: 消費者安全調査委員会専門委員. 消費

者庁. 2013 

28) 西信雄:薬事・食品衛生審議会専門委員. 2013 

29) 西信雄: 新開発食品評価調査委員. 2013 

 

【地方自治体等】 

  1) 宮地元彦: 東京都健康増進プラン21(第二次)推

進会儀. 2013 

  2) 宮地元彦: 長野県版運動ガイドライン作成委員

会のアドバイザー. 2013 

  3) Suwanai H: 3033生涯スポーツ推進会議委員. 

2013 

  4) 高田和子: 静岡県健康長寿プログラム検討委員. 

2013 

  5) 梅垣敬三: 東京都食品安全情報評価委員会委員. 

2013 

 

【その他】 

  1) 宮地元彦: 次世代ヘルスケア産業協議会品質評

価WG. 2013 

  2) 石見佳子: 農研機構大課題３１０「食品機能

性」外部評価委員. 2013 

3) 梅垣敬三: 独立行政法人医薬品医療機器総合機

構専門委員. 2013 

  4) 梅垣敬三: 独立行政法人国民生活センター商品

テスト・評価委員会委員. 2013 

  5) 梅垣敬三: 岩手生物工学研究センター特別参

与・研究推進委員. 2013 

 
 6.関連学術団体等への貢献 
【理事等の役員】 

  1) 笠岡(坪山)宜代: 日本栄養士会 研究教育事業

部 副会長. 2013 

  2) 笠岡(坪山)宜代: 日本栄養改善学会関東甲信越

支部監事. 2013 

  3) 澤田亨: 日本運動疫学会 理事. 2013 

  4) 高田和子: 日本スポーツ栄養研究会 副会長.  

2013 

  5) 石見佳子: 日本栄養改善学会理事. 2013 

  6) 石見佳子: 日本栄養・食糧学会理事. 2013 

  7) 石見佳子: 日本食物繊維学会常務理事. 2013 

  8) 石見佳子: 日本栄養・食糧学会関東支部会副支

部長. 2013 

   

【学会誌等の雑誌編集委員】 

  1) 坪田(宇津木)恵: Public Health Nutrition 編

集委員. 2013 

  2) 野末みほ: 栄養学雑誌編集委員. 2013 

  3) 山崎聖美: 栄養学雑誌編集委員. 2013 

  4) Yamazaki T: Journal of Applied Toxicology, 

Editorial Board. 2013 

  5) 田中茂穂: 日本民族衛生学会・「民族衛生」編

集委員. 2013 

  6) 石見佳子: 栄養学雑誌編集委員. 2013 

  7) 石見佳子: Journal of Bone and Mineral 

Metabolism, Editorial Board. 2013 

  8) 梅垣敬三: 日本栄養・食糧学会編集委員. 2013 

  9) 千葉剛: ファルマシアトッピックス小委員. 公

益社団法人 日本薬学会. 2013 

 10) 西信雄: 日本公衆衛生雑誌編集委員. 2013 

 11) 西信雄: 日本疫学会Journal of Epidemiology編

集委員. 2013 

  

【その他】 

1) 坪田(宇津木)恵: 日本公衆衛生学学会 査読委

員. 2013 

  2) 笠岡(坪山)宜代: 8th Asia Pacific Congress 

of Clinical Nutrition(APCCN2013) プログラム

委員. 2013 

  3) 笠岡(坪山)宜代: 災害支援チームJDA-DATエビデ

ンスチームリーダー. 2013 

  4) 村上晴香: 将来構想委員会委員. 2013 

  5) 澤田亨: 受賞：功労賞（全国ＴＨＰ推進協議

会）. 2013 

  6) 宮地元彦: 「健康運動実施者指導者養成用テキ

スト」平成25年度版一部修正. 2013 

  7) 宮地元彦: 「健康づくりのための身体活動基準

2013」及び「健康づくりのための身体活動指針

(アクティブガイド)」にかかわる監修業務. 
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  8) 宮地元彦: 「健康日本21(第二次)」リーフレッ

トに関する監修業務. 2013 

  9) 宮地元彦: 「成人手帳（2013年版）」にかかわ

る総監修業務. 2013 

 10) 山内淳: 日本栄養・食糧学会 代議員. 2013 

 11) 山内淳: 日本ビタミン学会 代議員. 2013 

 12) 山内淳: 脂溶性ビタミン総合研究委員会 委員. 

2013 

 13) 山内淳: 日本ビタミン学会 栄養機能食品制度

検討タスクフォース 委員. 2014 

 14) 梅垣敬三: 緩和医療学会 補完代替医療ガイド

ライン改訂ＷＰＧ外部委員. 2013 

 15) 梅垣敬三: 日本ビタミン学会学術・広報委員. 

2013 

 16) 三好美紀: 日本栄養士会．国際交流委員. 2013  

 17) 西信雄: 一般財団法人医療経済研究・社会保険

福祉協会医療経済研究機構アドバイザー. 2013 

 18) 西信雄: 日本公衆衛生学会公衆衛生モニタリン

グレポート委員. 2013 

 19) 西信雄: 日本疫学会日本医学会連絡委員、日本

疫学会法人化準備委員、選挙規定検討委員、学

術委員. 2013 

 20) 西信雄: 公益財団法人放射線影響協会 放射線

疫学調査解析検討委員、交絡因子調査専門委員. 

2013 

 21) 西信雄: 8th Asia Pacific Congress of 

Clinical Nutrition (APCCN2013)プログラム委

員. 2013 

 
 7.併任、非常勤講師等 
【厚生労働省等との併任】 

    該当無し 

 

【大学の客員教授・非常勤講師等】 

  1) 奥田奈賀子: 滋賀医科大学社会医学講座公衆衛

生学部門客員准教授. 2013 

  2) 坪田(宇津木)恵: 管理栄養士基礎セミナー非常

勤講師「国立健康・栄養研究所の役割、および

研究者の仕事」. 2013 

  3) 澤田亨: 獨協医科大学 非常勤講師. 2013 

  4) 澤田亨: 順天堂大学 スポーツ健康科学部 客

員准教授. 2013 

  5) 宮地元彦: 国立大学法人 鹿屋体育大学非常勤

講師. 2013 

  6) 窪田直人: 東京大学大学院医学系研究科特任准

教授. 2013 

  7) 田中茂穂: お茶の水女子大学大学院・人間文化

創成科学研究科 客員准教授および非常勤講師. 

2013 

  8) 田中茂穂: 公立大学法人首都大学東京人間健康

科学副専攻コース 非常勤講師. 2013 

  9) 田中茂穂: 早稲田大学スポーツ科学学術院 客

員教授. 2013 

 10) 山崎聖美: 人間総合科学大学大学院 非常勤講

師 科目名：分子栄養学. 2013 

 11) 中江悟司: 東京学芸大学非常勤講師. 2013 

 12) 石見佳子: 国立大学法人東京農工大学客員教授. 

2013 

 13) 石見佳子: 東京理科大学客員教授. 2013 

 14) 石見佳子: 早稲田大学スポーツ科学部客員教授. 

2013 

 15) 梅垣敬三: 慶応大学薬学部非常勤講師. 2013 

 16) 梅垣敬三: 十文字学園女子大学非常勤講師. 

2013 

 17) 梅垣敬三: 日本薬科大学非常勤講師. 2013 

 18) 梅垣敬三: 茨城大学農学部非常勤講師. 2013 

 19) 三好美紀: 県立広島大学大学院．非常勤講師. 

2013 

 20) 西信雄: 国立大学法人東京大学医学部非常勤講

師. 2013 

 21) 西信雄: 国立大学法人愛媛大学医学部非常勤講

師. 2013 

22) 西信雄: 国立大学法人筑波大学大学院非常勤講

師. 2014 

 

【その他】 

  1) 中出麻紀子: 日本ウェルネス歯科衛生専門学校. 

2013 

  2) 宮地元彦: 一般財団法人 日本企画協会健康マ

ネジメントスキーム委員会委員. 2013 

  3) 田中茂穂: すかいらーくフードサイエンス研究

所 専門委員. 2013年4月1日. 2013 

  4) 田中茂穂: 東京都統一体力テスト分析委員（東

京都教育庁指導部）. 2013 

  5) 田中茂穂: 平成25年度スポーツ医・科学専門委

員会「社会心理的側面の強化を意図した運動・

スポーツ遊びプログラムの開発および普及啓

発」研究班. 2013 

  6) 石見佳子, 山内淳: 消費者庁食品表示企画課業

務協力. 2013 

  7) 山内淳, 松本輝樹: 内閣府消費者委員会受託事

業. 2013 

8) 西信雄: 独立行政法人国立国際医療研究センタ

ー客員研究員. 2013 

9) 三好美紀: 独立行政法人国立国際医療研究セン

ター客員研究員. 2013 

 

 

 8.国際貢献 
【海外への派遣による科学・技術協力】 

   該当無し 

 

【海外からの研究者の受け入れ・指導】 

  1) 梅垣敬三：健康・栄養の効果的な情報提供に関

する研究. 若手外国人研究者招へい事業. 2013 

  2) 瀧本秀美：マレーシアあるいは日本の国民栄養 

調査の特徴についての検討. 若手外国人研究者 

招へい事業. 2013 

  

 

 



 

 Ⅲ 研究成果等の発表 63

【国際会議への対応】 

  1) 石見佳子: 栄養・特殊用途食品部会. FAO/WHO合

同食品規格計画（コーデックス委員会）. 2013, 

ドイツ 

  2) Nishi N, Miyoshi M: WHO Regional Workshop 

on Strengthening Leadership and Advocacy 

for the Prevention and Control of 

Noncommunicable Diseases. WHO西太平洋事務局

と国立保健医療科学院共催. 2013, 埼玉県和光

市 

   

【その他】 

 1) Miyoshi M: 講義"Nutritional Management in 

developing countries". JICA地域別研修「アジ

ア・太平洋地域問題解決型の保健専門職人材育

成」. 2013, 鹿児島県奄美市 

  2) Miyoshi M: 講義"Role of dietitian in Japan"、

"Nutritional assessment in the field: 

Dietary Surveys". JICA（地域別）「アフリカ

地域 女性指導者のための健康と栄養改善」コ

ース. 2014, 独立行政法人国際協力機構 北海

道国際センター（帯広）．帯広市 

   

 9.知的財産権等 
     該当無し 
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Ⅳ 資  料 

1. 独立行政法人国立健康・栄養研究所中期目標 
 

 独立行政法人通則法(平成 11 年法律第 103 号)第 29 条第 1 項の規定に基づき、独立行政法人国立健康・栄養研

究所が達成すべき業務運営に関する目標(以下「中期目標」という。)を次のとおり定める。 
 
 平成 23 年 3 月 1 日 

厚生労働大臣 細川律夫 
内閣総理大臣 菅 直人 

 
（前文） 
 独立行政法人国立健康・栄養研究所(以下「研究所」

という。)は、人々の栄養・食生活、運動と健康との関

わりについて、基礎から応用に至るまでの調査及び研

究を包括的かつ国際的な水準で行い得る試験研究機関

であることから、国民の健康・栄養状態及び QOL(生
活の質)の向上に直接あるいは間接的に寄与すること

のできる調査及び研究を効率的に行い、国民の健康と

福祉のために貢献することが重要である。 
 そのため、特にヒトを対象とした研究に関して、わ

が国の大学・研究機関の中心的存在として、総合的・

統合的な研究を推進するとともに、研究者を育成する

役割を果たすことを求める。 
 また、厚生労働行政上の重要な健康・栄養施策を推

進する上で不可欠な科学的根拠を質の高い研究によっ

て示し、それらを専門的立場から要約して発信すると

ともに、健康科学・栄養学領域において、アジア地域

への貢献を含め、国際的なリーダーシップを担うこと

を期待する。 
 

第１ 中期目標の期間 
 独立行政法人通則法(以下「通則法」という。)第 29
条第 2 項第 1 号の中期目標の期間は、平成 23 年 4 月 1
日から平成 28 年 3 月 31 日までの 5 年間とする。 
 

第２ 国民に対して提供するサービスその他
の業務の質の向上に関する事項 

 通則法第 29条第 2項第 3号の国民に対して提供する

サービスその他の業務の質の向上に関する事項は、次

のとおりとする。 
1. 研究に関する事項 
(1) 国の生活習慣病対策等の施策としてより効果的な

反映が見込まれる研究に関する事項 
 研究所の独自性を発揮するとともに、厚生労働省及

び地方自治体等における健康づくり施策に必要不可欠

な科学的知見を集積し、発信することを目的として、

以下の分野に特化・重点化して研究を行うこと。 
ア 生活習慣病予防のための運動と食事の併用効果に

関する研究 
イ 日本人の食生活の多様化と健康への影響、及び食

生活の改善施策に関する栄養疫学的研究 
ウ 「健康食品」を対象とした食品成分の有効性評価

及び健康影響評価に関する調査研究 
エ 科学技術基本計画に沿って、研究機関として独自

性の高い基礎的・応用的研究を行うこと。 
オ 研究の成果をより広く社会に還元するために、食

育推進基本計画に資する調査研究を推進し、専門家

(管理栄養士等)への情報提供を行うこと。 
(2) 研究水準及び研究成果等に関する事項 
ア 健康・栄養に関する施策、ガイドライン等の科学

的根拠につながる質の高い研究を行い、研究成果を

論文等を通じて社会に発信・還元を行うこと。 
イ 健康・栄養関連の専門家を対象としたセミナー、

一般向けの講演会等を開催すること。 
ウ 研究所の一般公開を実施するとともに、中学校・

高等学校等からの見学にも積極的に応じること。 
(3) 研究実施体制等の整備に関する事項 
ア 独立行政法人という組織形態の利点を最大限活か

した研究資金等の運用及び人的資源の配置により、

研究・業務の効率化を図ること。 
イ 国内外の産業界を含む健康・栄養・食品関係の機

関との共同研究の拡充等を目的として、研究所研究

員の派遣及び他機関等の研究員の受入れをより積極

的に行うこと。 
ウ 大学及び民間企業等との連携・協力により、研究

者の交流を進め、人材の養成と資質の向上を図るこ

と。 
エ 調査及び研究の円滑な実施が図られるよう、適切

な措置を講ずるとともに、他機関との共同研究及び

受託研究において、双方の研究施設及び研究設備の

稼働状況に応じた共同利用を図ること。 
2. 法律に基づく業務、社会的・行政ニーズ、国際協

力等に関する事項 
(1) 健康増進法に基づく業務に関する事項 
ア 国民健康・栄養調査の実施に関する事務のうち、

集計事務については、「健康日本 21」、都道府県健康

増進計画等の政策ニーズに適時対応して、迅速かつ

効率的に集計を行うこと。 
 また、外部委託のより積極的な活用、高度集計・

解析システムの活用等により効率化を図る。 
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イ 健康増進法第２７条第５項（同法第２９条第２項、

第３２条第３項及び第３２条の３第３項において準

用する場合を含む）の規定により収去した食品の試

験業務を的確に実施すること。対応可能な試験（収

去試験を含む。）について積極的に民間の登録試験機

関の活用が図られるよう、検査方法の標準化、検査

精度の維持・管理に一層重点的に取り組むこと。 
(2) 社会的・行政ニーズへの対応に関する事項 
ア 関連機関等と定期的な情報交換の場を設け、社会

的・行政ニーズを把握すること。 
イ ホームページ等を通じて国民からのニーズを把握

すること。 
(3) 国際協力、産学連携等対外的な業務に関する事項 
ア 国際協力の対外的な業務については、政府関係部

局との連携を強め、国際栄養協力体制を充実強化し、

特にＷＨＯ研究協力センターとして指定を受けて、

アジア地域における国際貢献と学術的ネットワーク

の構築を行うことにより、国際社会における役割を

果たすこと。 
イ 産学連携の対外的な業務については、政府関係部

局との連携を強め、産学連携推進機能の強化により、

産学連携をより一層進め、研究成果の社会への還元

と知的財産の獲得を目指すこと。 
(4) 栄養情報担当者(NR)制度に関する事項 
 栄養情報担当者(以下「NR」という。)認定制度につ

いては、既存の資格取得者の取扱い等について検討の

上、第三者機関への業務移管を行うこと。 
3. 情報発信の推進に関する事項 
(1) 研究所として総合的な情報発信を行うための体制

を強化し、対外的な業務の推進を図ること。 
(2) 研究所の活動状況に関する情報をホームページを

介して広く公開すること。 
(3) 研究所の諸活動及び研究業績については、研究所

報告やニュースレターの刊行及び電子メディアで

の配信により公開すること。 
(4) 研究所の諸規程、職員の公募等、必要な情報の提

供は、ホームページ等を活用し積極的に行うこと

により、その充実を図ること。 
 

第３ 業務運営の改善及び効率化に関する事
項 

 通則法第 29条第 2項第 2号の業務運営の効率化に関

する事項は次のとおりとする。 
1. 運営体制の改善に関する事項 
(1) 研究所の意思決定と運営を機動的かつ効率的に行

うことができるよう、役員組織と研究部門及び事

務部門との間の連絡を密にし、内部統制を強化す

ること。 
(2) 研究企画及び評価に関わる機能及び体制の強化を

図り、研究業務の包括的、計画的な実施を進める

こと。 
(3) 業務の確実な実施のため、各研究・業務に関する

内部進行管理及び評価を行うこと。 
(4) 法人運営に関して透明性を確保するとともに、国

民に向けての説明責任を全うするため、広報体制

を強化し、迅速な情報公開に努めること。 
(5) 外部資金の獲得に積極的に取り組むとともに、経

費節減や現況資源の有効利用を進めること。 
2. 研究・業務組織の最適化に関する事項 
(1) 業務効率化の観点から、研究部組織体制の見直し

を行い、その最適化を図ること。 
(2) 民間団体、大学、地方公共団体、他府省等におけ

る調査研究との相互補完を図る観点から、重複・

類似する研究を排除して研究の効率化を目指すと

ともに、他の研究機関との連携のあり方について

検討を行い、連携・交流を強化することにより組

織・研究の活性化を図ること。 
3. 職員の人事の適正化に関する事項 
(1) 重点的に行う研究及び法律に基づく業務に対して

適切に職員を配置し、効率的に研究業務を行うこ

と。なお、収去食品の試験業務における民間登録

試験機関での試験導入に伴う要員の見直し及び、

研究所におけるＮＲ認定制度業務の廃止に伴う要

員の合理化を図ること。 
(2) 研究職員の個人評価の結果を昇給・昇任等、給与

面に反映させること。 
(3) 研究職員の流動化計画に沿って原則公募制・任期

制により採用を行い、研究者層の向上を図ること。 
(4) 事務職員についても適切に評価を行い、資質の向

上と業務の効率化を図ること。 
4. 事務等の効率化・合理化に関する事項 
(1) 業務の効率化を図るため、事務書類の簡素化、電

子化、事務作業の迅速化を進めるとともに、定型

的な業務でアウトソーシング可能なものについて

は外部委託を行うこと。 
(2) 事務職員については、研修会やマネジメントセミ

ナー等を通じ、研究所経営への参加意識を高める

とともに、業務意識の高揚を図ること。 
(3) 業務の効率化を図るため、業務・システムの最適

化を図ること。 
5. 評価の充実に関する事項 
(1) 毎年度内部評価委員会において、主要な研究業務

に関して内部評価を実施すること。 
(2) 第三者による外部評価委員会により、年度計画の

事前及び事後評価を行うこと。 
(3) 評価に関する結果は、ホームページで公開するこ

と。 
(4) 研究職員について自己点検・評価を行うとともに、

できるだけ客観的な指標に基づく評価を毎年実施

すること。 
6. 業務運営全体での効率化 
(1) 一般管理費(運営費交付金を充当して行う事業に

係るもの。人件費は除く。)については、中期目標期間

の最終年度までに、平成 22 年度を基準として 10％以

上の削減を達成すること。 
(2) 人件費については、「簡素で効率的な政府を実現

するための行政改革の推進に関する法律」(平成 18 年

法律第 47 号)、「経済財政運営と構造改革に関する基本
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方針 2006」（平成 18 年 7 月 7 日）に基づき平成 18 年

度からの 5 年間で平成 17 年度を基準として 5%以上削

減するとした人件費改革の取組を平成 23 年度まで継

続すること。また、総人件費についても、政府におけ

る総人件費削減の取組を踏まえ、厳しく見直すこと。 
 併せて、研究所の給与水準については、国家公務員

の給与水準も十分考慮し、手当を含め役職員給与の在

り方について厳しく検証した上で、目標水準・目標期

限を設定してその適正化に計画的に取り組むとともに、

その検証結果や取組状況を公表すること。 
(3) 業務経費(運営費交付金を充当して行う事業に係

るもの。)については、中期目標期間の最終年度までに、

平成 22年度を基準として 5％以上の削減を達成するこ

と。 
(4) 契約については、「独立行政法人の契約状況の点

検・見直しについて」（平成 21 年 11 月 17 日閣議決定）

に基づく取組を着実に実施すること。 
 なお、研究事業に係る調達については、透明性が高

く効果的な契約の在り方を追求すること。 
 

第４ 財務内容の改善に関する事項 
 通則法第 29条第 2項第 4号の財務内容の改善に関す

る事項は、次のとおりとする。 
1. 外部研究資金その他の自己収入の増加に関する事

項 
(1) 運営費交付金以外の競争的研究資金については、

中期目標期間の最終年度までに研究資金の 50%以

上の獲得を達成すること。 
(2) 各種研究から生じる知的財産(特許権等)の有効活

用及び研究成果等の社会への還元を目的とした出

版等を行うことにより、自己収入の増加を図るこ

と。 
2. 経費の抑制に関する事項 
(1) 各部門において、常勤職員の人件費も含めたコス

ト管理を四半期毎に行い、効率的な資金の運用と

コスト意識の向上を図ること。 
(2) 研究業務の集約化、アウトソーシング等により人

的資源の有効活用並びに経費の節減を図るととも

に、業務運営に係る経常的経費の削減を図ること。 
 

第５ その他の業務運営に関する重要事項 
 通則法第 29条第 2項第 5号のその他の業務運営に関

する重要事項は、次のとおりとする。 
(1) セキュリティの確保 
 「第 2 次情報セキュリティ基本計画」等の政府の方

針を踏まえ、適切な情報セキュリティ対策を推進

すること。 
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2. 独立行政法人国立健康・栄養研究所中期計画 
 

 独立行政法人通則法(平成 11 年法律第 103 号)第 29 条第 1 項の規定に基づき、平成 23 年 3 月 1 日付けをもって

厚生労働大臣及び内閣総理大臣から指示のあった独立行政法人国立健康・栄養研究所中期目標を達成するため、

同法第 30 条の規定に基づき、次のとおり、独立行政法人国立健康・栄養研究所中期計画を作成する。 
 
 平成 23 年 3 月 31 日 

独立行政法人国立健康・栄養研究所 
理事長 徳留 信寛 

 
（前文） 
 独立行政法人国立健康・栄養研究所(以下「研究所」

という。)は、人々の健康・栄養状態及び QOL(生活の

質)の向上への貢献という目的を踏まえ、短期的・中期

的・長期的な視点から重点的に行う研究課題を選択す

るとともに、研究所の社会的役割を踏まえつつ、独自

性の高い研究や将来に向けて発展が期待される萌芽

的・創造的な研究の推進に努める。 
 特に、生活習慣病予防対策等、国民の健康づくり施

策に科学的根拠を提供するための調査・研究を重点的

に行うとともに、アジア諸国における健康科学・栄養

学の発展に貢献すべく中心的役割を果たすよう努める。 
 

第１ 国民に対して提供するサービスその他
の業務の質の向上に関する事項を達成
するための措置 

1. 研究に関する事項を達成するための措置 
(1) 国の生活習慣病対策等の施策としてより効果的な

反映が見込まれる研究に関する事項を達成するた

めの措置 
 研究所の独自性を発揮するとともに、厚生労働省及

び地方自治体等における健康づくり施策に必要不可欠

な科学的知見を集積し、発信することを目的として、

以下の分野に特化・重点化して研究を行う。 
ア 生活習慣病予防のための運動と食事の併用効果に

関する研究 
 運動・身体活動や適切な食事による生活習慣病の

一次予防、身体活動や食事といった環境因子と遺伝

的因子の相互作用の解明、並びに運動と食事とによ

るテーラーメード予防法に関して、ヒトを対象とし

た試験、動物や細胞等を用いた実験を行う。特に安

全で効果的かつ実効性のある一次予防策開発に資す

る調査及び研究に特化・重点化する。 
a  運動・身体活動や適切な食事による生活習慣病

予防、運動と食事指導の併用効果等について、実

験的、疫学的、文献的な調査及び研究を行う。こ

れにより食事摂取基準、運動基準等を策定するた

めの科学的根拠を提示する。 
b  ヒトを対象として、遺伝因子と各栄養素摂取量、

身体活動量、エネルギー代謝等との関係を明らか

にし、生活習慣病発症の遺伝、環境リスクの相互

作用を解明する。 
c  遺伝子改変動物を用いて、運動や食事指導によ

ってメタボリックシンドローム及び生活習慣病が

いかに予防されるのかを、遺伝子解析等による分

子レベルでの機序解明を試み、運動と食事指導に

よる生活習慣病のテーラーメード予防法の開発に

資する科学的根拠を提示する。 
イ 日本人の食生活の多様化と健康への影響、及び食

生活の改善施策に関する栄養疫学的研究 
 日本人の食生活の多様性を科学的に評価するため

の指標及び調査手法を開発し、それが健康に及ぼす

影響について疫学的な調査及び研究を行う。また、

それらに基づく食生活改善法の開発と施策への提言

を行う。特に日本人の食事摂取基準等の科学的根拠

となるデータの蓄積と｢健康日本 21｣の評価及び次

期「健康づくり運動」策定への応用を目指す。 
a  栄養に関する実践において最も基本的かつ重要

な指針である「食事摂取基準」について、平成 25
年度に予定される改定作業開始に向け、系統的レ

ビューを平成 24 年度まで重点的に行う。また、今

後の改定に向けて、ヒトを対象とした疫学的研究

及び基本的情報の収集等を継続的に行う。 
b  「健康日本 21」の最終評価及び次期「健康づく

り運動」の策定に向けた、効果的で実効性のある

運動・食事指導プログラムの開発と普及、国及び

地方自治体等の施策の推進に資する研究を行うこ

とが重要であることから、これらの手法の開発、

国民健康・栄養調査の機能強化及びデータ活用に

資する検討を行う。 
ウ 「健康食品」を対象とした食品成分の有効性評価

及び健康影響評価に関する調査研究 
 「健康食品」に含まれる食品成分の有効性及び健

康影響に関して、実社会における使用実態等を把握

するとともに、ヒトに対する影響を評価する手法を

開発する。その結果を幅広く公開し、「健康食品」に

関わるリスクコミュニケーションに資するデータベ

ースの更新及び充実を継続して行う。 
a  「健康食品」等の健康志向に基づく食品の使用

実態等の情報を収集・把握し、食品表示並びに食

品成分の健康影響に関する調査研究を実施する。 
 また、「健康食品」摂取の安全性に関しては、動

物実験及び細胞実験等による健康影響評価研究を

実施し、これらに関する情報発信を行う。 
b  「健康食品」に関する正しい知識の普及と健康

被害の未然防止並びに拡大防止を目的に、公正で

科学的な健康食品の情報を継続的に収集・蓄積し、

それらの情報を効果的に国民に提供する。また、



 

68 独立行政法人 国立健康・栄養研究所研究報告 第 62 号（2013）

「健康食品」の利用実態や有害事例に関連した調査

研究を行う。 
エ 研究所の研究能力を向上させ、将来、その応用・

発展的な展開を可能とするために、関連研究領域に

おける基礎的・独創的・萌芽的研究を行う。 
オ 小児から高齢者までの生涯にわたるライフステー

ジに応じた間断ない食育をより効果的に推進するた

めの調査研究を行い、その成果を専門家（管理栄養

士等）のみならず広く国民に情報提供し、行政機関

等と協調して食育を推進する。 
(2) 研究水準及び研究成果等に関する事項を達成する

ための措置 
ア 論文、学会発表等の促進 
 調査及び研究の成果の普及を図るため、学術誌へ

の学術論文の投稿、シンポジウム、学会等での口頭

発表を行う。 
 これらについては、中期目標期間内に、学術論文

の掲載を 400 報以上、口頭発表を 1,000 回以上行う。 
 なお、口頭発表は、海外においても積極的に行う。 

イ 講演会等の開催 
 健康・栄養関連の専門家向けのセミナー、幅広い

人々を対象とした講演会等をそれぞれ年 1 回以上開

催し、調査及び研究の成果を社会に還元する。 
 また、関係団体が実施する教育・研修プログラム

への職員の派遣を積極的に推進する。 
 一般及び専門家からの電話、メール等による照会

等に対し、適切に対応する。 
ウ 開かれた研究所への対応 
 幅広い人々に研究所の業務について理解を深めて

もらうことを目的に、年 1 回オープンハウスとして

研究所を公開する。 
 また、健康と栄養に興味を抱かせ、将来、栄養学

研究を担う人材の育成に資するよう、「総合的な学習

の時間」による中学・高校生等の見学を積極的に受

け入れる。 
(3) 研究実施体制等の整備に関する事項を達成するた 

めの措置 
ア 研究・業務の効率的な実施という観点から、研究

員、研究補助員の配置を戦略的に行うとともに、重

点化する調査研究及び法定業務に研究業務費を適切

に配分し、確実な業務の執行に努める。 
イ 民間企業、大学、他の研究機関等との間で従前か

ら実施している共同研究に加え、新たな共同研究等

を積極的に推進するため、民間企業、大学等へ研究

所研究員を派遣するとともに、資質の高い研究員を

受け入れる。 
  また、非公務員化の利点を活用し、研究所が所有

する知的財産の活用、又は所有する情報等を用いた

共同研究を民間企業及び大学等と積極的に行うこと

とし、中期目標期間内に 60 件以上を目標とする。 
ウ 連携大学院、民間企業及び各種研究機関等から研

究員を年間 100 名以上受け入れ、研究所が所有する

情報・技術等を提供するとともに、研究員を広く大

学院や関係機関等に年間 100 名以上派遣し、研究所

の持つ情報・技術等を社会に還元する。 

 また、国内外の若手研究員等の育成に貢献するた

め、博士課程修了者、大学院生、他機関に属する研

究員等を継続的に受け入れるための体制の充実を図

る。また、連携大学を増やし、兼任教授の派遣を行

うとともに、若手研究員の指導・育成を行うため、

求めに応じ、研究所研究員を他機関へ派遣する。 
エ 施設・設備について、自らの研究実施のために実

効的に活用するとともに、「独立行政法人国立健康・

栄養研究所設備等利用規程」に基づき、大学、他研

究機関との共同研究等での外部研究者等の利用に供

する。 
2. 法律に基づく業務、社会的・行政ニーズ、国際協

力等に関する事項を達成するための措置 
(1) 健康増進法に基づく業務に関する事項を達成する

ための措置 
ア 国民健康・栄養調査の集計事務については、政策

ニーズに対応した迅速かつ効率的な集計を行う。具

体的には、当該年度の集計事務を調査票のすべてを

受理してから 7 ヶ月を目途(ただし、調査項目に大幅

な変更が生じない場合に限る。)に行う。 
 また、外部委託、高度集計・解析システムの活用

等により、効率的な集計を行うことにより、経費の

削減を図る。 
 さらに、都道府県等が行う健康・栄養調査に対す

る支援を含めて関連する技術的な事項について、研

究所がより積極的に対応する。  
イ 健康増進法第２７条第５項（同法第２９条第２項、

第３２条第３項及び第３２条の３第３項において準

用する場合を含む。）の規定により収去した食品の試

験業務を的確かつ迅速に実施する。 
 上記の試験並びに特別用途食品の許可に係る試験

業務について、分析技術の確立した試験については、

登録試験機関間における検査の精度管理に努める。 
 また、分析技術の確立していない特定保健用食品

の関与成分等の新たな食品成分への技術的対応につ

いては、他登録試験機関での応用も可能な分析技術

の規格化及び当該食品成分の標準品の開発の実現を

図る。さらに栄養表示基準における栄養成分につい

て、分析方法の改良を行う。 
(2) 社会的・行政ニーズへの対応に関する事項を達成

するための措置 
ア 健康・栄養に関連する団体、大学、民間企業等か

ら直接的に研究所に対する要望等を伺う機会を年 6
回程度設け、社会的ニーズを把握する。さらに、業

務関連行政部局との間で、定期的な情報及び意見等

を交換する場を設け、行政ニーズを把握する。 
 また、国、地方自治体、国際機関等より、専門的

な立場からの技術的な協力、指導等の求めには積極

的に応じて研究員を派遣し、研究所における調査及

び研究の成果が適切に施策等に反映できるよう努め

る。 
イ 研究所に対する意見、要望等をホームページやセ

ミナー等の参加者を通じて把握し、その内容を検討

し、可能な限り業務に反映させる。 
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(3) 国際協力、産学連携等対外的な業務に関する事項

を達成するための措置 
ア アジア諸国との間で、栄養調査、栄養改善及び健

康づくり等に関する共同研究において中心的な役割

を果たすとともに、国際協力の対外的業務について

政府関係部局との連携を強め、国際栄養協力体制を

充実強化する。特に WHO 研究協力センター（現在

申請中）の機能として、WHO 西太平洋地域におけ

る栄養調査の実施ならびに食事摂取基準や運動ガイ

ドラインの策定等の技術支援を行う。 
 また、研究者養成及び共同研究の促進を図るため、

「国際栄養協力若手外国人研究者招へい事業」により、

年間 2 名程度の若手研究者に研究所での研修機会を

提供するとともに、アジア地域の研究者を交えたシ

ンポジウムの開催等を行い、アジア地域における栄

養学研究基盤の強化に寄与する。 
イ 政府関係部局との連携を強め、民間企業、大学等

の複合的な連携を強化する。 
 これにより、研究所の研究成果と社会ニーズの橋

渡し、新たな展開・応用を図るとともに、知的財産

の獲得を積極的に行う。 
  また、調査及び研究の成果については、それらが

知的財産につながるかどうかのスクリーニングを行

い、中期目標期間内に 20 件以上の特許等の出願を行

う。 
  取得した特許権の実施を図るため、特許権情報の

データベースをホームページ上に公開する。 
(4) 栄養情報担当者(NR)制度に関する事項を達成す

るための措置 
 栄養情報担当者(以下「NR」という。)認定制度につ

いては、既存の資格取得者、資格取得を目指している

者及び栄養情報担当者養成講座の取扱い並びに移管に

伴う経過措置等について検討し、第三者機関へ業務を

移管する。  
3. 情報発信の推進に関する事項を達成するための措

置 
(1) 総合的な情報発信を効果的に実施するための内部

組織の連携を充実させ、対外的な業務の推進を図

るための組織整備を行う。 
(2) ホームページによって研究所の活動状況を積極的

に発信し、利用対象者を考慮した掲載内容の充実

に努める。ホームページアクセス件数は、中期目

標期間中、毎年 300 万件程度を維持させる。 
(3) 研究所の諸活動及び研究業績については、毎年度

1 回研究報告としてとりまとめるとともに、最新

の研究成果やトピックス等を紹介したニュースレ

ターを年 4 回刊行する。 
 また、これらについては、ホームページ上で公

開するとともに、電子メディアでの配信も行う。 
(4) 研究所の諸規程、職員の公募等、必要な情報の提

供は、ホームページ等の充実を図り、積極的に活

用を行う。 
 

第２ 業務運営の改善及び効率化に関する事
項を達成するための措置 

1. 運営体制の改善に関する事項を達成するための措  
置 

(1) 研究所の意思決定と運営を機動的かつ効率的に行

うことができるよう、役員組織と研究部門及び事

務部門との間の連絡調整を密にし、内部統制を強

化する。 
 また、研究所運営に対する研究所職員の意識を

高めるため、研究所運営に関する必要な情報の共

有化を図る。 
(2) 研究部門間での連携を強め、異なる研究分野から

の情報や研究手法を積極的に利用して戦略的な事

業の立案・実施を図る。 
(3) 調査及び研究業務の効率的かつ確実な推進を図る

ため、所内報告会等により各業務の進捗状況を把

握し、適切な評価を行い、その結果を計画的・効

率的な業務の遂行に反映させる。 
 また、所内イントラネットを活用し、業務の進

捗状況管理等の効率化を図る。 
(4) 独立行政法人等の保有する情報の公開に関する法

律(平成 13 年法律第 140 号)に則り、積極的な情報

公開を行う。 
(5) 研究所の経営基盤の安定化のため、外部資金の獲

得に積極的に取り組むとともに、経費の節減や研

究所の所有する設備等の有効利用を進める。 
2. 研究・業務組織の最適化に関する事項を達成する

ための措置 
(1) 重点化する調査研究及び法定業務に関して、業務

量や集中的に遂行すべき時期等を勘案しながら研

究及び業務チームを組織する。 
 非公務員型の利点を生かして柔軟に組織の見直

し・改編を行うこととし、研究所の組織や研究内

容を国民により分かりやすくするため、従来のプ

ログラム、プロジェクト体制を研究部、研究室に

改組する。 
 また、組織の見直し・改編後、毎年、その効果

を検証するとともに検証結果を公表する。 
(2) 民間団体、大学、地方公共団体、他府省等におけ

る調査研究との相互補完を図る観点から、重複・

類似する研究を排除して研究の効率化を図る。他

の研究機関との連携のあり方について検討を行い、

研究員の連携・交流を進め、人材の養成と資質の

向上に努めることにより、組織・研究の活性化を

図る。 
3. 職員の人事の適正化に関する事項を達成するため

の措置 
(1) 重点化する調査研究及び法定業務に対して適切に

職員を配置し、効率的に研究業務を行う。 
なお、収去食品の試験業務における民間登録試

験機関での試験導入及び NR 認定制度業務の廃止

に伴う要員の見直しや合理化を図る。 
(2) 非公務員型のメリットを最大限に活かした柔軟な

人事システムを構築し、研究職員の個人評価の結

果を昇給・昇任等の処遇及び給与面に反映させる。 
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(3) 研究員の採用に当たっては、「独立行政法人国立健

康・栄養研究所における研究者の流動化計画」に

沿って、原則として公募制、任期付の採用を行う。 
 研究所が重点的に推進する調査及び研究業務が

着実に成果が挙げられるよう、資質の高い人材を

広く求める。また、資質の高い人材については、

任期中の実績評価に基づき、任期を付さない形で

の採用を行う。 
 さらに、外国人及び女性研究者が業務に従事し

やすい環境づくりを推進し、外国人及び女性研究

者の採用も可能な限り行う。 
(4) 事務職員の質の向上を図るため、研究員と同様に

評価を行うこととし、その評価システムとして研

究所の人事評価制度に基づく総合的評価を行い、

その結果を昇給・昇任等に反映する。 
※人事に関する指標 
 期末の常勤職員数は、期初の 100％を上限とする。 
(参考 1 ) 期初の常勤職員数 45 名 
     期末の常勤職員数 45 名(以内) 
(参考 2 ) 中期目標期間中の人件費総額 
     2,139 百万円(見込) 
 ただし、上記の額は、役員報酬並びに職員基本給、

職員諸手当、超過勤務手当、休職者給与及び国際派遣

職員給与に相当する範囲の費用である。 
4. 事務等の効率化・合理化に関する事項を達成する

ための措置 
(1) 業務効率化の観点から、事務の迅速化、簡素化、

電子化等を推進する。さらに、定型的な業務で外

部委託が可能なものについては積極的に進める。 
(2) 事務職員については、研究所で働く者として必要

な法令・知識を習得するための各種研修会やセミ

ナー等への参加を充実させ、職員が働きやすく自

己能力を最大限発揮できるような職場環境の整備

を推進する。 
 これにより、研究所経営への参加意識を高め、

職員の資質の向上及び業務効率化の一層の推進を

図る。 
(3) 業務の効率化を図るため、業務・システムの最適

化を図る。 
5. 評価の充実に関する事項を達成するための措置 
(1) 毎年度内部評価委員会を開催し、主要な研究業務

に関して、内部評価を実施し、研究業務の確実な

実施及び効率化に資する。 
(2) 柔軟かつ競争的で開かれた調査及び研究環境の実

現や経営資源の重点的・効率的配分に資するため、

外部の専門家等の評価者による外部評価を毎年度

2 回程度実施する。 
(3) 内部及び外部評価結果は、ホームページ上で公表

するとともに、組織や施設・設備の改廃等を含め

た予算・人材等の資源配分に反映させる等、調査

及び研究活動の活性化・効率化に積極的に活用す

る。 
(4) 研究員については、自己点検・評価を行うととも

に、可能な限り客観的な指標に基づき評価を行う。 
 また、理事長は自ら全研究員との面談を行い、

適切かつ公平な評価を行う。 
 さらに、評価の結果は各職員にフィードバック

するとともに、所内イントラネットを活用して、

各研究の研究業績を公開し、評価の透明性の確保

に努める。 
6. 業務運営全体での効率化を達成するための措置 
(1) 一般管理費(運営費交付金を充当して行う事業に

係るもの。人件費を除く。)については、中期目

標期間中、毎年度、2％以上削減し、中期目標期

間の最終年度までに、平成 22 年度を基準として

10％以上の削減を達成する。 
(2) 人件費については、「簡素で効率的な政府を実現

するための行政改革の推進に関する法律」(平成

18 年法律第 47 号)、「経済財政運営と構造改革に

関する基本方針 2006」（平成 18 年 7 月 7 日）に基

づき平成 18 年度からの 5 年間で平成 17 年度を基

準として 5％以上削減するとした人件費改革の取

組を平成 23 年度まで継続する。また、平成 24 年

度以降の総人件費についても、政府における総人

件費削減の取組を踏まえ、厳しく見直すとともに、

毎年度 1%以上の削減を行う。ただし、以下の人

員に係る人件費は、上述の人件費改革における削

減対象から除外する。 
   ① 国からの委託費及び補助金により雇用され

る任期付研究者 
   ② 運営費交付金により雇用される任期付研究

者のうち、国策上重要な研究課題（第三期科

学技術基本計画（平成 18 年 3 月 28 日閣議決

定）において指定されている戦略重点科学技

術をいう。）に従事する者及び若手研究者（平

成 17 年度末において 37 歳以下の研究者をい

う。）。 
   さらに、給与水準については、国家公務員の給

与水準も十分考慮し、手当を含め役職員給与の在

り方について厳しく検証した上で、その適正化に

計画的に取り組む。なお、職員の給与水準につい

ては、21 年度の対国家公務員指数が 97.4 である

ことを踏まえ、この水準を引き続き維持すること

として、その検証結果や取組状況を公表する。 
(3) 業務経費(運営費交付金を充当して行う事業に係

るもの。)については、中期目標期間中、毎年度、

1％以上削減し、中期目標期間の最終年度までに、

平成22年度を基準として5％以上の削減を達成す

る。 
(4) 契約については、以下の取り組みによりその適正

化を推進する。 
   ア 契約は、原則として一般競争入札等による

こととする。 
   イ 「随意契約等見直し計画」に基づく取組を

着実に実施し、その取組状況を公表する。 
   ウ 一般競争入札等により契約を行う場合であ

っても、特に企画競争や公募を行う場合には、

競争性、透明性が十分確保される方法により

実施する。 
   エ 会計監事による定期的な監査により、入
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札・契約の適正な実施について点検を受ける。 
   オ 契約監視委員会において、契約方式の妥当

性及び競争性確保のための改善方策の妥当

性等を事前審査する。 
 

第３ 財務内容の改善に関する事項を達成す
るための措置 

1. 外部研究資金その他の自己収入の増加に関する事

項を達成するための措置 
(1) 運営費交付金以外の競争的研究資金については、

中期目標期間中、研究資金の 50%以上を目標に積

極的な獲得を図り、外部研究資金、その他の競争

的資金の募集等に積極的に参加し、その増加に努

める。 
(2) 各種研究から生じる知的財産(特許権等)の有効活

用並びに研究成果、さらには国民健康・栄養調査

結果等の社会への還元を目的とした出版等を行う

ことにより、自己収入の増加を図る。 
 また、「独立行政法人国立健康・栄養研究所施

設・設備等利用規程」に基づき、地域住民等への

施設開放を行い、研究所の設備等の効率的な利用

に努め、併せて自己収入の増加に寄与する。 
2. 経費の抑制に関する事項を達成するための措置 
(1) 各部門において、常勤職員の人件費を含めたコス

ト管理を四半期毎に行い、効率的な資金の運用と

コスト意識の向上を図る。 
(2) 研究業務の集約化、アウトソーシング等により人

的資源の有効活用並びに経費の削減を図るととも

に、業務運営に係る経常的経費の削減を図る。 
 

第４ 予算(人件費の見積りを含む。)、収支
計画及び資金計画 

1. 予算 
   別紙 1 のとおり。 
2. 収支計画 
   別紙 2 のとおり。 
3. 資金計画 
   別紙 3 のとおり。 
 

第５ 短期借入金の限度額 
1. 限度額 
   100,000,000 円 
2. 想定される理由 
ア 運営費交付金等の受入れの遅延等による資金の不

足 
イ 予定外の退職者の発生に伴う退職手当の支給 
ウ その他不測の事態により生じた資金の不足 
 

第６ 重要な資産を譲渡、又は担保に供する
ときは、その計画 

 該当なし。 

 

第７ 剰余金の使途 
ア 研究環境の整備に係る経費 
イ 職員の資質向上に係る経費 
ウ 知的財産管理、技術移転に係る経費 等 
 

第８ その他の業務運営に関する重要事項を
達成するための措置 

(1) セキュリティの確保 
 情報システムに係る情報のセキュリティの確保に努

める。 
(2) 施設及び設備に関する計画 
 該当なし。 
(3) 積立金処分に関する事項 
 該当なし。 
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（別紙１） 
 中期計画（平成２３年度～平成２７年度）の予算

（単位：百万円） 

区          別 金     額

収入 
  運営費交付金 3,446 

 手数料収入 26

 受託収入 316 

 栄養情報担当者事業収入  32 

 寄附金収入  42 

 雑収入 24

 計 3,886 

支出 
 人件費 2,520 

   うち  基本給等 2,413 

         退職手当 107 

 一般管理費（光熱水料、図書館関係経費等） 397 

 業務経費 553 

  国民健康・栄養調査に関連するサーベイランスプログラム 50

  食品収去試験等業務 19

  栄養疫学プログラム 69

  健康増進プログラム 68

  臨床栄養プログラム 31

  基礎栄養プログラム 50

  食品保健機能プログラム 40

  国際栄養協力事業 37

  健康食品安全情報ネットワーク事業 102 

  健康栄養情報事業  87 

    

受託経費   416 

  特別用途食品表示許可試験費 26

  受託経費 316 

  栄養情報担当者事業経費  32 

  寄附研究事業費  42 

 計 3,886 

〔人件費の見積り〕期間中総額２，１３９百万円を支出する。

         ただし、上記の額は、役員報酬並びに職員基本給、職員諸手当、超過 
         勤務手当、休職者給与及び国際派遣職員給与に相当する範囲の費用である。 
〔運営費交付金の算定ルール〕：別紙１－１

（注）単位未満四捨五入処理のため、計において一致しないことがある。  
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（別紙 1－1) 
 

運営費交付金の算定ルール 
 
 平成 23 年度以降、次の算定式による。 
 

運営費交付金＝人件費＋一般管理費＋業務経費＋特殊要因－自己収入 

 
○ 人件費＝１人当たりの基本給等（A）＋任期付若手研究者に係る人件費（A’）＋退職手当（S） 

   Ａ：基本給、諸手当、共済組合負担金等の人件費（退職手当及び任期付若手研究者に係る人件費を除く）

をいい、次の式により算出する。 
 
    A＝〔｛（P1×α×β）＋（P2×β）＋P3｝×γ１〕 
     A ：当該年度基本給等 
     P1 ：前年度の基本給中昇給及び給与改定の影響を受けるもの 
     P2 ：前年度の基本給中給与改定の影響を受けるもの 
     P3 ：前年度の基本給中昇給及び給与改定の影響を受けないもの 
     α ：運営状況等を勘案した昇給原資率 
     β ：運営状況等を勘案した給与改定率 
     γ1 ：効率化係数（人件費）0.9898 
    A’＝任期付若手研究者に係る人件費 
    S ＝当年度の退職予定者及び前年度以前の予定外退職者に応じた当年度分退職手当額 
 
  ○ 一般管理費＝（一般管理費（B）×γ2×δ） 
     B  ：前年度一般管理費 
     γ2 ：効率化係数（一般管理費）0.979 
      δ ：消費者物価指数 
 
  ○ 業務経費 ＝（業務経費（C）×γ3×δ） 
     C  ：前年度業務経費 
     γ3 ：効率化係数（業務経費）0.9898 
     δ ：消費者物価指数 
 
  ○特殊要因＝法令等の改正等に伴い必要となる措置又は現時点で予測不可能な事由により発生する資金需要

であって、毎年度の予算編成過程において決定する。 
  ○自己収入＝設備使用料収入、印税収入等の直接事業を実施しない収入について、過去の実績を勘案し決定

する。 
 
〔注記〕 
 1． α、β、δについては、各年度の予算編成過程において、当該年度における計数値を決める。 
 2． 中期計画全般にわたる予算の見積に際しては、 
  ①α、β、δについては、伸び率を 0 と仮定した。 
  ②γ1（人件費の効率化係数）については、節減額 5％分を 0.9898％と仮定した。 
  ③γ2（一般管理費の効率化係数）については、節減額 10％分を 0.979％と仮定した。 
  ④γ3（業務経費の効率化係数）については、節減額 5％を 0.9898％と仮定した。 
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（別紙２） 
 平成２３～２７年度収支計画

（単位：百万円）

区          別 金     額

費用の部 3,910
 経常費用 3,910
 人件費 2,520
   うち  基本給等 2,413
         退職手当 107
 一般管理費（光熱水料、図書館関係経費等） 397
 業務経費 553
  国民健康・栄養調査に関連するサーベイランスプログラム 50
  食品収去試験等業務 19
  栄養疫学プログラム 69
  健康増進プログラム 68
  臨床栄養プログラム 31
  基礎栄養プログラム 50
  食品保健機能プログラム 40
  国際栄養協力事業 37
  健康食品安全情報ネットワーク事業 102
  健康栄養情報事業  87
    
 受託経費   416
  特別用途食品表示許可試験費 26
  受託経費 316
  栄養情報担当者事業経費  32
  寄附研究事業費  42
 減価償却費 24

収益の部 3,910
 運営費交付金収益 3,446
 手数料収入 26
 受託収入 316
 栄養情報担当者事業経費  32
 寄附研究事業費  42
 雑収入 24
 資産見返物品受贈額戻入 6
 資産見返運営費交付金戻入 18
純利益 －
目的積立金取崩額 －
総利益 －

〔 注 記 〕 当 法 人
 職 手 当 法 （

 に
昭 和

 お け
 ２ ８

る 退 職 手 当
年 法 律 第 １

 に
 ８

準 及
な る

 び
 が

 国 家 公 務
 、 そ の 全

ついては、役員退職手当支給基 員
退 ２号）に準じて支給することと 額
について運営費交付金を財源とするものと想定している。

（注）単位未満四捨五入処理のため、計において一致しないことがある。  
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（別紙３）

 平成２３～２７年度資金計画

（単位：百万円）

区          別 金     額

 資金支出 3,886
  業務活動による支出 3,886
  投資活動による支出 0

 資金収入 3,886
  業務活動による収入 3,886
   運営費交付金による収入 3,446

   手数料収入 26
   受託収入 316
    栄養情報担当者事業経費  32
    寄附研究事業費  42
   雑収入 24
    前期中期目標の期間よりの繰越金 0

（注）単位未満四捨五入処理のため、計において一致しないことがある。  
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3. 独立行政法人国立健康・栄養研究所年度計画 
 

 平成 25年度の業務運営について、独立行政法人通則法(平成 11年法律第 103号)第 31条第 1項の規定に基づき、

独立行政法人国立健康・栄養研究所年度計画を次のとおり定める。 
 
 平成 25 年 3 月 29 日 

独立行政法人国立健康・栄養研究所 
理事長 徳留信寛 

 
 
第１ 国民に対して提供するサービスその

他の業務の質の向上に関する事項を
達成するための措置 

１．研究に関する事項を達成するための措置 

(1)国の生活習慣病対策等の施策としてより効果的な

反映が見込まれる研究に関する事項を達成するた

めの措置 

ア 生活習慣病予防のための運動と食事の併用効果に

関する研究 
ａ 運動基準、食事摂取基準等の改定のための科学的

根拠の提示 
①「健康づくりのための身体活動基準 2013」で示され

た身体活動量、運動量、体力の基準の妥当性について

検討するための、大規模無作為割り付け介入研究を実

施する。また、平成 26 年 4 月に公表される見込みの食

事摂取基準策定に向けて、エビデンス収集、データベ

ース更新、取りまとめ等の作業を行う。    
②国民健康・栄養調査の身体活動に関する質問・歩数

計の評価法の高度化に関する研究を実施する。  
③身体活動疫学研究を実施し、将来の身体活動基準・

指針改定のためのエビデンスを蓄積する。 
④有疾患者やライフステージに特有なエネルギーの必

要量設定のための根拠となるデータを蓄積する。また、

日本人の知見が不足している高齢者および小児を主な

対象として、二重標識水法を用いて、1 日当たりの身

体活動レベルおよび総エネルギー消費量のデータを蓄

積する。さらに、活動量計などを用いて、成人の身体

活動の特性（強度や時間帯、活動内容など）を明らか

にする。それにより、食事摂取基準における推定エネ

ルギー必要量の改定に資する資料を提供する。 
⑤ヒューマンカロリメーターを用いて、食事のタイミ

ングがエネルギー基質に与える影響を検討することに

より、肥満の予防や解消に寄与する知見を獲得する。 
⑥人間ドック受診者を対象とした大規模コホート研究

を継続し、食事・身体活動・食行動意識、心理的要因・

遺伝的要因等と生活習慣病発症との関連性や、運動と

食事の保健指導効果について引き続き検討する。 
 

ｂ 生活習慣病発症における遺伝、環境リスクの相互

作用の解明 
①罹患同胞対法を用いた全ゲノム解析で 2 型糖尿病感

受性領域としてマップされ、遺伝子の同定に至ってい

ない染色体領域の解析や次世代シーケンスによる高密

度多型情報と imputaion による全ゲノム関連解析によ

り新たな 2 型糖尿病感受性遺伝子を同定する。 

②複数のコホート研究において、これまでに明らかに

なった肥満や糖尿病関連遺伝子の生活習慣病発症への

寄与や、栄養・運動や食習慣との相互作用について明

らかにする。 
 

ｃ 遺伝子改変運動等を用いたテーラーメード予防法

開発にむけた科学的根拠の提示 
①遺伝子操作動物を用いて、我々が同定した日本人の

２型糖尿病感受性遺伝子の機能について解明する。高

脂肪食が、糖尿病・メタボリックシンドロームを発症

する分子メカニズムを解明するために、既に作製した

遺伝子操作動物あるいは脂質過剰摂取生活習慣病モデ

ル動物を用いてインスリン抵抗性メカニズムについて

検討する。さらに運動におけるインスリン抵抗性改善

メカニズムについて検討し、糖尿病・メタボリックシ

ンドロームの改善や予防法の開発につなげる。 
②たんぱく質、脂質、炭水化物等の主要栄養素の過剰、

過少摂取で生じる肥満、生活習慣病に関して、脂肪食

摂取後に血中脂質濃度が増加するマウスや培養細胞を

用いて発症機序解明を行う。さらに、予防・治療法に

関する研究を行う。 
イ 日本人の食生活の多様化と健康への影響、及び食

生活の改善施策に関する栄養疫学的研究 
ａ 食事摂取基準策定のための栄養疫学研究及び基本

的情報の収集 
①2015 年版食事摂取基準の策定に際し、小児や高齢者

などエビデンスが不足している対象集団について、国

民健康・栄養調査データを用いて、栄養素等摂取量と

生体指標の関連について検討を実施する。 
②小児や高齢者のエネルギー摂取量の基準値策定のた 
め、基礎代謝基準値の妥当性の検討を実施する。また、 
食事調査におけるエネルギー摂取量の過小評価の問題 
について、調査研究を実施する。 
③平成 24 年度までの研究から得られた知見を活かし、 
活用の障害となっている事項を整理・分類し、これら 
を取り除くための方策について調査研究を実施する。 
 
ｂ 国民健康・栄養調査の機能強化及びデータ活用に

関する検討 
①血圧測定方法の検討、過去データの解析により世帯 
按分法による栄養調査の特徴について検討する。 
②国民健康・栄養調査及び特定健診等のデータを活用 
して、日本人の健康・栄養状態をモニタリングする手 
法を確立するための検討を行う。また、国民健康・栄 
養調査等のデータをもとに生活習慣病による死亡等の 
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将来予測を行うシミュレーションモデルを構築するた 
めの検討を行う。 
ウ 「健康食品」を対象とした食品成分の有効性評価 

及び健康影響評価に関する調査研究 
ａ  「健康食品」等の素材成分に関する情報収集及び

健康影響に関する調査研究 
①抗酸化物質摂取の健康影響を明らかにするための疫 
学研究の基礎データとするため、種々の食品の抗酸化 
能を測定し、データを蓄積する。 
②測定成分の曖昧さにより分析法が確立されていない 
栄養成分に関して検討を行う。また、カラムスイッチ 
ング HPLC を用いたビタミン D 分析法の開発を行う。 
③食品に含まれる微量栄養素の生理機能の評価 
・市販のものよりも高い力価を持った RBP4 抗体を作 
成する。また RBP4 が新規のサイトカインであるか否 
か調べる。 
・引き続きβカロテン-ビタミン A 転換酵素の遺伝子 
発現制御機構を分子レベルで明らかにする。特に 
RAR/RXR の結合状態と転写制御の関連について調べ 
る。 
④疾病モデル動物における「健康食品」素材の健康影 
響評価を行う。特に、エストロゲン様作用をもつ「健 
康食品」素材の健康影響評価及び有効性の評価を行う。 
また、これらの素材と医薬品の併用摂取による相互作 
用に関する研究を行う。 
⑤｢健康食品」の原材料の安全性評価として、ミネラル 
酵母に関する試験を実施する。 
⑥コレウス・フォルスコリ抽出物による薬物代謝酵素 
の誘導および脂肪肝誘発の原因物質の検索を行う。ま 
た、コレウス・フォルスコリ以外のハーブで、薬物代 
謝酵素への影響を検討する。 
⑦肝細胞を用いた検討により抗炎症作用を示した素材 
のなかで、クルクミンについて、肝臓における抗炎症 
作用の有無を動物モデルで検討する。 
ｂ 「健康食品」に関する公正な情報の提供 
①『「健康食品」の安全性・有効性情報（hfnet）』サイ 
トに関して、厚生労働省等と連携して継続的な掲載情 
報の更新をするとともに、それらの情報の効果的な発 
信等に関連した調査研究を行う。また、消費者が必要 
な情報を得られやすい様にサイトの改修を行う。 
②『特別用途食品・栄養療法エビデンス情報(fosdu）』 
のサイトに関して、継続的な掲載情報の更新に努める。 
③24 年度に配布・収集した高齢者や病者に着目した健 
康食品の利用実態アンケートの結果を精査・解析し、 
問題点を明らかにした上で、適切な情報提供に活用す 
る。 
④厚生労働省、国民生活センター、企業で収集されて 
いる健康食品との因果関係が疑われる健康被害情報 

（苦情を含む）の特徴を精査し、それぞれの情報が集約 
しやすい方法の考案、ならびに健康被害との因果関係 
を調べるアルゴリズムの開発をさらに進める。 
エ 研究能力の向上のための措置 
・他の研究機関における研究者との共同研究及び若手 
研究者の責任ある立場での研究への参画を積極的に促 
すことにより、若手育成型の科学研究費補助金を年間 
10 件、助成事業における外部資金を年間 5 件以上の獲 

得を目指す。また、それらの研究成果について評価を 
行い、研究所の研究能力を向上させ、その応用・発展 
的な展開を図る。 
オ 効果的な栄養教育手法の開発 
①効果的な栄養教育手法の改訂 
・介護保険における効果的な栄養改善を行うための課 
題の検討、及び効果的な介入方法に関する調査研究を 
実施する。 
・栄養改善の介入方法に関する文献検索及び環境等の 
影響要因などの基礎的な研究を開始する。 
・被災地で実施した事調査及び被災地の栄養士を対象 
とした調査のフォローを行う。 
②食育推進全国大会を通じた一般国民編情報提供、な 
らびに参加者の意識調査実施 
・広島で 6 月に実施される大会参加に向けて､ポスター 
やパネル作成を行う｡ 
・研究所ブースの来場者に対し、食育に関するアンケ 
ート調査を実施する。 
③食育と健康状態に関する文献レビューの実施 
・欠食と健康状態に関する国内外の論文を収集し、系 
統的レビューを行う。 
・栄養教育を用いた効果的な介入手法についての文献 
レビューを行う。 
(2)研究水準及び研究成果等に関する事項を達成する

ための措置 

ア 論文、学会発表等の促進 
①研究成果については、できるだけ国際的な場での発 
表を目指し、査読付き学術論文８０報以上、口頭発表 
２００回以上を行う。 
 その際、原著論文については、インパクトファクタ 
ーが２．０以上の学術誌に、３０報以上掲載されるこ 
とを目指す。 
②研究成果に係る著書・総説・解説を年間１５０報以 
上行う。 
③国民の健康増進に寄与するため、調査研究の成果を 
発表するための講演を１５０回以上行うほか、マスメ 
ディアによる報道が、５０件以上となるよう報道情報 
の収集に努める。 
イ 講演会等の開催 
①研究で得られた成果を社会に還元するため、一般向 
けの公開セミナー（第１５回）を東京で開催する。専 
門家向けのセミナーを他機関との連携による開催を含 
め２回程度行う。 
②管理栄養士・栄養士等の研修や生涯教育のプログラ 
ムに対し、職員を積極的に派遣するとともに、連携も 
含めそれらのプログラムの企画等への支援を 3 回程度 
行う。 
③外部からの電話やメールを介した問い合わせについ 
て適切に対応するとともに、問い合わせの多い事項に 
ついてはホームページ上の FAQ に反映させ、効率的な 
対応ができる体制の整備をさらに進める。 
ウ 開かれた研究所への対応 
・オープンハウス（研究所公開）を実施し、運動実験 
施設等における体験コーナーや食事・体力診断等を含 
めて、当研究所の研究・業務内容をより多くの人々に 
身近に知ってもらえるよう努める。また、所内見学等 
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に積極的に対応し、小学生や中高生が健康や栄養に関 
して高い関心を持ち、正しい知識が普及出来る取り組 
みを行う。 
(3)研究実施体制等の整備に関する事項を達成するた

めの措置 

ア 研究業務を効率的に実施するための効果的な人

員・予算の調整・確保 
①法律に基づく業務及び重点調査研究の担当部門に対 
して、効率的に特別研究員や研究補助員を配置すると 
ともに的確な予算配賦を実施し、戦略的かつ効率的な 
研究に取り組み着実な研究成果を求める。 
②調査研究業務に付随する事務的作業の効率化を促進 
するために事務部内の研究支援体制の充実を図る。 
③運営費交付金をはじめ競争的資金などの予算につい 
て、各研究業務の進捗状況及び費用並びに新たな課題 
を勘案しながら柔軟に配賦を行うなど効果的な取り組 
みを行う。 
イ 産学連携の推進 
①共同研究等を積極的に推進するため、民間企業、大 
学等へ研究所研究員を派遣するとともに、資質の高い 
研究員を受け入れる。 
②研究所が所有する知的財産の活用、又は所有する情 
報等を用いた共同研究を民間企業及び大学等と積極的 
に行うこととし、年間に１２件以上を目標とする。 
ウ 将来の研究人材の育成 
①連携大学院、民間企業及び各種研究機関等から研究 
員等を年間１００名程度受け入れるとともに、当研究 
所の研究員を大学院や関係機関等に年間１００名程度 
派遣し、研究所の持つ情報・技術等を社会に還元する。 
②連携大学院について、引き続き拡大を図るとともに 
兼任教員を派遣し、互いの強みを活かした研究協力を 
行う。 
③流動研究員制度や連携大学院制度を活用し、博士課 
程修了者等の若手研究者や大学院生を積極的に受け入 
れることにより、将来の研究人材の育成に資するとと 
もに、研究所の研究機能の強化を図る。 
エ 施設・設備の有効活用 
①測定室、RI 室、動物飼育室、運動トレーニング室等 
の各プログラムで共同で使用する施設・設備について 
は、効果的に研究ができるよう環境を確保する。 
②｢独立行政法人国立健康・栄養研究所設備等利用規 
程｣に従い、当研究所の施設・設備を利用して、他研究 
機関の研究者・運動指導者と共同して運動による健康 
増進効果に関する共同研究を実施する。 
 
２．法律に基づく業務、社会的・行政ニーズ、国際協

力等に関する事項を達成するための措置 

(1)健康増進法に基づく業務に関する事項を達成する

ための措置 

ア 健康・栄養調査の効率的実施 
国民健康・栄養調査の集計業務については、引き続 

き、正確かつ効率的な集計を通して、結果発表までの

期間の迅速化を図る。また、データ収集に携わる行政

の担当者等に対して、技術講習、情報提供、研修教材

等の提供、標準的な調査ツールの提供などを通じて、

積極的な技術支援を行う。さらに、健康・栄養調査の

効率化を目指した専用ソフト（名称：食事しらべ）を

アップデートして自治体へ配布し、調査の全体の効率

化も目指す。 
イ 特別用途食品及び収去食品等の分析 
①消費者庁の特別用途表示の許可等に関わる申請に基 
づく試験業務を期間内に実施するとともに、そのヒア 
リングに適切に対応する。 
②健康増進法第27条第5項の規定により収去した特別 
用途食品及び栄養表示がなされた食品の分析業務を、 
期間内に実施する。 
③栄養表示基準における栄養成分の分析法について、 
より適切な分析手法の検討を行う。また、試験検査機 
器の有効利用及び整備の充実を図る。 
④試験機関間の協力体制を維持し、分析精度管理試験 
を実施し、分析精度の維持・向上に努める。 
⑤分析の難易度が高い微量栄養成分（ビタミン・ミネ 
ラル）または分析頻度の高い特定保健用食品の関与成 
分について、標準品の開発を検討する。 
(2)社会的・行政ニーズへの対応に関する事項を達成す

るための措置 

ア 社会的・行政ニーズの把握 
①社会的ニーズを把握するため、健康・栄養に関連す 
る団体、大学、民間企業等との意見交換会を年６回程 
度実施し、連携を強化する。とくに、当研究所は国民 
生活に密着した分野を対象としており、国民に研究成 
果を還元することが重要であることから、第一線で活 
躍している管理栄養士等から、具体的なニーズ等の把 
握に努める。 
②行政ニーズを適時把握するために、厚生労働省がん 
対策健康増進課・食品安全部、消費者庁食品表示課、 
内閣府食育推進担当等と情報・意見交換を 1 回以上行 
い、研究・業務等に公正中立な立場で適正に反映させ 
る。 
③国、地方自治体、国際機関等からの技術的な協力依 
頼に応えるとともに、行政ニーズを把握するため、各 
種審議会、検討会の専門委員等として職員を積極的に 
派遣する。 
イ ホームページを活用した国民ニーズの把握 
・国民、栄養専門職等からの意見、要望等を広く効率 
的に把握するため、インターネット上のさまざまな仕 
組みを活用した取り組みを行う。 
(3)国際協力、産学連携等対外的な業務に関する事項を

達成するための措置 

ア アジア地域における学術的ネットワークの構築 
①ＷＨＯ研究協力センター（申請中）としての体制を 
整え、アジア・太平洋諸国における栄養、身体活動分 
野での調査・研究ニーズの把握に努める。その一環と 
して、ＷＨＯ等との協力関係を強化し、関連する国際

会議に研究員を派遣する。 
②アジア諸国との間で、栄養学研究の発展につながる 
共同研究及び人材育成を積極的に行う。研究交流を推 
進する観点から、国際栄養協力若手外国人研究者招へ 
い事業を活用し、年間２名（ベトナム１名、マレーシ 
ア１名を予定）の若手研究者を受け入れる。また、フ 
ォローアップ共同研究助成事業（1 件を採択）により、 
これまで受け入れた研修生との共同研究や情報提供な 
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どを引き続き推進する。 
③第 6 回アジア栄養ネットワークシンポジウムを開催 
し、アジア諸国の研究機関との学術交流を通じたネッ 
トワークづくりを進める。 
④WHO の GEMS/Food プログラム協力機関として、国 
民健康・栄養調査の結果等をもとにした集計結果につ 
いて、わが国の食事調査データの発信に努める。 
⑤アジア諸国における栄養士制度・栄養士養成の現状 
について調査・検討を行う。 
⑥当研究所の研究成果、わが国の栄養、運動施策上の 
重要なガイドライン（食事摂取基準、エクササイズガ 
イド等）について、英語版ホームページ上で情報発信 
するとともに、データ提供等の支援を行い、海外から 
のニーズに的確かつタイムリーに応える。 
イ 産学連携等による研究成果等の社会還元  
・研究所内関連部署との協力を図りつつ産学連携を推 
進し、生物統計の手法を用いた研究成果等の社会還元 
に貢献する。具体的には、健康・栄養や食品開発等に 
関連する研究機関、民間企業等との共同研究や受託研 
究、特許等の実用化等により、当研究所の研究成果や 
ノウハウを具体的な商品開発やサービスを通じて、社 
会に還元できるよう努める。 
・知的財産権取得に適した研究について、その成果の 
学会及び論文発表の前に掘り起こしを行い、戦略性を 
持って年間４件程度の特許等の出願を行う。また、当 
研究所の特許等に関する情報を、ホームページ上に公 
開し、民間企業等へ積極的に技術の紹介を行う。 
(4)栄養情報担当者（ＮＲ）制度に関する事項を達成す

るための措置 

①栄養情報担当者（以下「ＮＲ」という。）認定制度に 
ついては、ＮＲの移籍手続を順次実施する。 
②また、第三者機関に移管を行うまでの間、有資格者 
の不利益とならないよう、ＮＲのアドバイザリースタ 
ッフとしての質を維持向上させるための研修会を実施 
するとともに、移管に係る情報提供を適切に行う。 
 
３．情報発信の推進に関する事項を達成するための措

置 

(1)総合的な情報発信及び対外的な業務の推進 

・外部に発信している情報について、その受け側の状 
況も考慮した対応に努める。 
(2)ホームページによる活動状況の配信 

・当研究所の活動内容・成果等をホームページやメー 
ルニュースを介して引き続き積極的に配信する。ホー 
ムページ上の情報については、重要性や緊急性、なら 
びに新規性を考慮した掲載ができるように努める。 
(3)研究・業務実績の情報提供 

・研究所の活動及び研究業績については、ホームペー 
ジを介して迅速に情報提供するとともに、年１回の研 
究報告にまとめて刊行する。トピック的な内容につい 
ては『健康・栄養ニュース』を年４回(季刊)刊行し、 
電子媒体による配信も行う。 
 (4)ホームページ等を活用した積極的な情報開示 

・ホームページ等を活用して、研究所の諸規程、その 
他の必要な情報開示を積極的に行う。 
 

 
第２ 業務運営の改善及び効率化に関する

事項を達成するための措置 
１．運営体制の改善に関する事項を達成するための措

置 

(1)効率的な組織運営のための内部統制の強化 

①研究所の意思決定と運営を機動的にかつ効率的に行 
うことができるよう、以下の常設の会議及び委員会を 
定期的にまたは必要に応じて開催し、研究業務の円滑 
な推進を図る。 
・幹部会議 
・運営会議 
・研究企画委員会 
・研究倫理審査委員会 
・利益相反（ＣＯＩ）委員会 
・所内セミナー 
②研究業務遂行における内部統制の強化を図るため、 
会計監査役員による定期的監査及び理事長による各研 
究部・研究室、センターに所属する研究員に対する研 
究状況に関するヒアリングを行う。 
③研究所内の情報共有と伝達を強化するため、上記会 
議・委員会の内容及び必要な情報等につき速やかに所 
内 LAN により研究所各員に周知を図る。 
④研究所における危機管理体制の強化を図るため、理 
事長より各研究員に至る緊急の連絡体制を整え、年 1 
回以上、訓練を行いその機動の確認を行う。 
(2)研究の企画及び評価機能の強化 

①研究部門間での連携を強め、戦略的な事業の立案・ 
実施に役立てるとともに国内外の最新の研究成果を知 
ることができるよう、研究所セミナーを毎月 1 回以上 
開催する。 
②研究企画委員会を開催し、研究部門間の相互の意思 
疎通を図るとともに戦略的な事業の立案、推進に役立 
てる。 
(3)円滑な組織運営のための業務の進捗管理及び評価 

①各研究室における研究及び業務については、各研究 
部長及びセンター長が研究企画委員会或いは運営会議 
で必要な報告を行う。 
②各研究部、センター及び研究室の研究・業務の進行 
状況等については年 1 回または 2 回、所内公開の報告 
会を行いその成果について評価を行う。 
③各研究・業務に関する内部進行管理を強化するため、 
理事長による各研究部・センター及び研究室の研究員 
に対するヒアリングを年 1 回以上行う。 
④所内 LAN の活用により、業務の進捗状況管理を行 
うとともに、各研究部・センター間、事務部門との情 
報の共有を促進する。 
(4)情報公開による透明性の確保 

・独立行政法人等の保有する情報の公開に関する法律 
（平成１３年法律第１４０号）に則り、文書を適正に管 
理するとともに、適正な情報公開を行う。 
(5)積極的な外部資金の獲得及び資源の有効活用 

・競争的研究資金や受託研究など外部資金の積極的獲 
得に取り組むとともに経費の節減や研究所が所有する 
設備等の有効利用を推進する。 
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２．研究・業務組織の最適化に関する事項を達成する 

ための措置 

(1)効率的な調査研究業務を実施するための組織の最 

適化 

①研究業務を円滑に進め、第３期中期計画をより確実 
に遂行するため、研究室の再構成を検討する。 
②健康食品の安全性・有効性情報データベース、特別 
用途食品・栄養療法エビデンス情報の 2 つのデータベ 
ースの維持管理と内容の充実を図るため、関連機関と 
の連携をさらに強める取組を行う。 
③組織の改組後はその効果の検証を行い、その検証結 
果を公開する。 
(2) 民間団体、大学、地方公共団体、他府省等におけ 
る調査研究との相互補完を図る観点から、重複・類似 
する研究を排除するとともに、当研究所の特長を生か 
した研究を推進することにより、研究の効率化を図る。 
他の研究機関との連携のあり方について検討を行い、 
研究員の連携・交流を進め、人材の養成と資質の向上 
に努めることにより、組織・研究の活性化を図る。  

 
３．職員の人事の適正化に関する事項を達成するため 

の措置 

(1)重点化する調査研究及び法定業務に対応するため 

の適正な人員配置 

①重点化する調査研究及び法律に基づき着実に実施す 
べき業務については、研究補助員等を適切に配置する 
など効果的な運用を行い、研究・業務の推進を図る。 
特に東日本大震災の被災者支援を推進する。 
②一部の職員への過重な負担とならないよう、研究・ 
業務等の適正配分に努めるとともに、必要に応じて見 
直しを行い、職員の健康の維持・増進につながる職場 
環境づくりを目指す。 

また、収去食品の試験業務における民間登録試験機

関での試験導入及びＮＲ認定制度業務の廃止に伴う要

員の見直しや合理化については、検討状況の推移を踏

まえつつ対応する。 
(2)研究員の業務の適正な評価 

①大学、民間企業等との多様な形態の連携が可能とな 
るよう、起業を含め、民間企業、団体等との兼業につ 
いても、当研究所の目的、理念に合致したものについ 
ては積極的に行い、成果の社会還元を促進する。 
②各研究員の個人業績及び各研究室の研究実績を適正 
に評価し、昇給・昇任等に反映させる。 
(3)有能な研究員の登用 

①「独立行政法人国立健康・栄養研究所における研究 
者の流動化計画」に沿って、研究員の採用にあたって 
は、引き続き原則公募制、任期付の採用を行う。 
②任期付研究員については、任期中の実績評価を適正 
に行い、任期を付さない職員としての採用を検討する。 
任期付研究員の採用にあたっては、流動化計画に則る 
一方、当研究所の長期的な展望との均衡を図りつつ、 
研究や業務の性質、行政及び社会的ニーズに応じて、 
柔軟な運用を行う。 
③外国人研究者や女性研究者の採用を積極的に行うと 
ともに、研究業務に従事しやすい環境づくりとして、 
引き続きフレックスタイム制の活用をはじめ、産休や 

育児休業等の各種制度の活用を進める。 
(4)事務職員の適正な評価 

・事務職員についても、あらかじめ自己の達成目標を 
設定させるとともに、達成目標を含む業務全般に対し 
ての自己評価を含む総合的な人事評価制度に基づき、 
個人面接を行い、直属上司及び総括上司の二段階評価 
を実施する。評価の結果は、昇給・昇任等に反映させ 
る。 
 
４．事務等の効率化・合理化に関する事項を達成する 

ための措置 

(1)事務業務の効率化 

・業務の効率化を図るため、各種事務手続きの簡素化、 
迅速化、電子化を図るとともに、業務内容を見直し、 
外部委託が可能な業務については、費用対効果を勘案 
しつつ積極的に推進する。 
(2)事務職員の資質向上 

・事務職員の資質向上を図るため、業務上必要とされ 
る知識（知的財産、安全管理、会計・契約等）の技術 
取得ができるよう、自己啓発や能力開発のための研修 
に積極的に参加させる。また、職員が働きやすく自己 
能力が最大限発揮できるよう、職場環境の整備を引き 
続き図る。 
(3)業務システムの効率化 

・業務の効率化を推進するため情報総括責任者（ＣＩ 
Ｏ）を中心に業務・システムの最適化・効率化を図る。 
 
５．評価の充実に関する事項を達成するための措置 

(1)内部評価の実施 

・各研究部、センター及び研究室の研究・業務につい 
ては年 1 回または 2 回、報告会とともに評価を行う。 
評価結果については、毎年度内部評価委員会を開催し 
てその結果についての総括を行い、研究業務の確実な 
実施と効率化を期する。 
(2)外部評価の実施 

・外部の専門家等の評価者による外部評価について、 
毎年度 2 回程度実施する。 
(3)評価結果の公表 

①内部及び外部評価の結果はホームページ上で公表す 
るほか、評価結果の内容については部や室の範囲にと 
どまらず、非常勤職員を含めた全員に結果を伝え、研 
究所に求められている方向性や課題等の共通理解を促 
し、研究及び業務の内容改善等につなげる。 
②理事長等役員及び管理職は、これらの評価結果を踏 
まえ、予算や人材等の研究資源の配分等に反映させ、 
調査・研究活動を効率・活性化させる。 
(4)研究業績等の自己点検及び評価 

①各研究員においては、社会及び当研究所で求められ 
ている自らの役割を充分認識した上で、当該年度にお 
ける自らの調査研究及び業務の成果について、点検を 
行う。その際、成果を客観的に整理・分析するために、 
所内 LAN による「業績等登録システム」を活用する。 
②各研究員の評価は、人事評価マニュアルに基づき、 
主に研究部内での貢献及び十分な成果の達成という視 
点から各研究部長／センター長、研究企画評価主幹及 
び理事長が行う。なお、任期付研究員については、任 



 

 Ⅳ 資      料 81

期中の実績評価を行い、その結果をその後の採用等に 
反映させる。 
 
６．業務運営全体での効率化を達成するための措置 

・一般管理費（運営費交付金を充当して行う事業に係 
るもの。人件費は除く。）については、複写機台数見直 
しなどにより削減に努め、平成 22 年度実績に比べ 6％ 
以上の削減を図る。 
・人件費（退職手当及び法定福利費等を除く。）につい 
ては、適正な人事配置に努め、平成 22 年度実績に比べ 
3％以上の削減を図る。 

また、給与水準についても平成 21 年度のラスパイレ 
ス指数（地域・学歴勘案）が 97.4 であることを踏まえ、

この水準を引き続き維持するとともにその結果を公表

する。 
・業務経費（運営費交付金を充当して行う事業に係る 
もの）については、業務の効率化、コストの削減に努 
め平成 22 年度実績に比べ 3％以上の削減を図る。 
・契約については、以下の取り組みによりその適正化 
を推進する 
ア 原則一般競争入札を行い、随意契約を行う場合

は真にやむを得ない場合とする。 
イ  「随意契約等見直し計画」に基づく取組を着実

に実施し、その取組状況を公表する。 
ウ 一般競争入札により契約を行う場合であっても、

競争性、透明性が十分確保される方法により実施

する。 
エ 会計監事による定期的な監査により、入札・契

約の適正な実施について点検を受ける。 
オ 契約監視委員会において、契約方式の妥当性及

び競争性確保のための改善方策の妥当性等を事前

審査する。 
 
第３ 財務内容の改善に関する事項を達成 

するための措置 
１．外部研究資金その他の自己収入の増加に関する事 

項を達成するための措置 

(1)外部研究資金の獲得 

①厚生労働省、文部科学省等の各府省や科学技術振興 
機構等の機関が実施する公募型研究への課題の応募を 
積極的に行う。その際、当研究所の目的等を勘案して、 
競争力の高い研究課題であるか、また、他の研究機関 
等との共同研究の中核であるかを重視する。 
②健康・栄養に関する調査・研究及び国や民間企業等 
からの受託研究や共同研究、その他の業務については、 
当研究所の目的やその後の発展性及び交付金事業とし 
て行う研究を勘案しながら、それらに合致するものに 
ついては積極的に受け入れ、自己収入の増加を図る。 

なお、外部研究資金の獲得にあたっては、過去２カ 
年平均の 80％以上の件数の確保を目標とする。 
(2)知的財産の活用等による自己収入の確保 

①知的財産については、その出願や維持に係る費用を 
勘案しながら、実施につながる可能性の高いものにつ 
いて必要な維持を行い自己収入につなげる努力を行う。 
②研究成果及び国民健康・栄養調査結果および食事摂 

取基準等の社会還元を目的に出版（研究所監修による 
書籍、マニュアル、テキスト等）を行うことにより、 
自己収入の確保につなげる。 
③施設の開放にあたっては、ヒトを対象とした研究へ 
の参加、地域住民の健康づくりという視点を踏まえて 
研究所設備の効率的利用を推進する。 
 
２．経費の抑制に関する事項を達成するための措置 

(1)効率的な資金の運用・管理 

・「無駄削減取組目標」のうち、特に無駄削減に向けた 
職員の意識改革、行政コストの節減・効率化に掲げる 
事項に係る取り組みを積極的に実施し、予算執行状況 
の把握とともに、これら取り組み状況について、運営 
会議で評価を行う。 
(2)研究業務の集約化 

・各研究部にまたがる研究の実施や、施設整備、スペ 
ース等の共同利用により、人的資源、コスト削減につ 
なげる。 
・データ入力、検体の定期検査などの人的コスト削減 
につながるものについてはアウトソーシングを推進す 
る。また契約にあたっては原則一般競争入札を行う。 
 
第４  予算（人件費の見積りを含む。）、収支 

計画及び資金計画 
１．予算 

  別紙２のとおり 
 
２．収支計画 

  別紙３のとおり 
 
３．資金計画 

  別紙４のとおり 
 
第５ その他の業務運営に関する重要事項

を達成するための措置 
(1)セキュリティの確保 

・政府の方針を踏まえ、適切な情報セキュリティ対策 
を推進し、セキュリティの確保に努める。 
 
第６ 平成２５年度独立行政法人国立健 

康・栄養研究所行事等予定表 
別紙５のとおり 
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（別紙 1) 
 
研究所組織 
 
理事長─────────研究部門 
 
理 事─          ─ 栄養疫学研究部     ──── 国民健康・栄養調査研究室 
                             ── 食事摂取基準研究室 
  監事─                         
 
  監事─         ─ 健康増進研究部     ──── 運動ガイドライン研究室 
                             ── 身体活動評価研究室 
研究企画評価主幹 ─                      
 
              ─ 臨床栄養研究部     ──── メタボリックシンドローム研究室 
                             ── 栄養療法研究室 
 
              ─ 栄養教育研究部     ──── 栄養ケア・マネジメント研究室 
                              ── 食育研究室 
                                
              ─ 基礎栄養研究部     ──── 主要栄養素研究室 
                             ── エネルギー代謝研究室 
                     
              ─ 食品保健機能研究部   ──── 食品分析研究室 
                             ── 食品栄養・表示研究室 
                             ── 食品機能研究室 
 
 
           ─ 情報部門 
 
              ─ 情報センター       ──── 健康食品情報研究室 
                              ── 栄養情報技術研究室 
                               
 
           ─ 対外部門 
 
              ─ 国際産学連携センター  ──── 国際栄養研究室 
                              ── 生物統計研究室 

── 研修・連携推進室 
           ─ 事務部門 
 
 
              ─事務部 ───────────── 庶務課 
                             ── 会計課 
                             ── 業務課 
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(別紙 2)  
  

年度計画（平成２５年度）の予算 
（単位：百万円）

区          別 金     額 
収入  

  運営費交付金 659
 手数料収入 5
 受託収入 63
  寄附金収入 8
  雑収入 4
  

 計 739

支出   

 人件費 495
   うち  基本給等 440
         退職手当  56
 一般管理費（光熱水料、図書館関係経費等） 75

 業務経費 93
    国民健康・栄養調査に関連する 
  サーベイランスプログラム 10

  食品収去試験等業務 4

  栄養疫学プログラム 13

  健康増進プログラム 12

  臨床栄養プログラム 5

  基礎栄養プログラム 9

  食品保健機能プログラム 7

  国際栄養協力事業 6

  健康食品安全情報ネットワーク事業 10

  健康栄養情報事業 16

   

    

受託経費 76

  特別用途食品表示許可試験費 5

  受託経費 63

  寄附研究事業費 8

   

                計 739

 
  （注）単位未満四捨五入処理のため、計において一致しないことがある。 
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(別紙 3)  
  

平成２５年度収支計画 
（単位：百万円）

区          別 金     額 
費用の部   
 経常費用 749
 人件費 495
   うち  基本給等 440
         退職手当  56
 一般管理費（光熱水料、図書館関係経費等） 75
 業務経費 93
    国民健康・栄養調査に関連する 
  サーベイランスプログラム 10

  食品収去試験等業務 4
  栄養疫学プログラム 13
  健康増進プログラム 12
  臨床栄養プログラム 5
  基礎栄養プログラム 9
  食品保健機能プログラム 7
  国際栄養協力事業 6
  健康食品安全情報ネットワーク事業 10
  健康栄養情報事業 16
   
 受託経費 88
  特別用途食品表示許可試験費 4
  受託経費 63
  栄養情報担当者事業経費 12
  寄附研究事業費  8
 減価償却費 10
  
収益の部 749
 運営費交付金収益 659
 手数料収入 5
 受託収入 63
 寄附研究事業費 8

 雑収入 4
 資産見返運営費交付金戻入 10
  

純利益 －

目的積立金取崩額 －
総利益 －

   
  （注）単位未満四捨五入処理のため、計において一致しないことがある。 
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(別紙 4)  
  

平成２５年度資金計画 
 

（単位：百万円）

区          別 金     額 

    

 資金支出 739

  業務活動による支出 739

  投資活動による支出 0 

    

    

 資金収入 739

  業務活動による収入 739

   運営費交付金による収入 659

   手数料収入 5

   受託収入 63

    寄附研究事業費 8

   雑収入 4

    前期中期目標の期間よりの繰越金 0

     0

    

  （注）単位未満四捨五入処理のため、計において一致しないことがある。 
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（別紙５） 
 

平成２５年度独立行政法人国立健康・栄養研究所行事等予定表 
 

平成 25 年 
 4 月 

 
 

 5 月  
6 月 
22 日（土）～23 日（日） 

－ 
 
    
    

 

○ 第８回食育推進全国大会（広島市） 

○ 「平成 24 年度業務実績報告」を厚生労働省独立行政法人評価
委員会に、「平成 24 年度財務諸表等」を厚生労働大臣にそれぞ
れ提出。 

○ 「健康・栄養ニュース」（第 44 号）の発行 

 7 月  

 8 月  

 9 月 
   － 

 

○ 「健康・栄養ニュース」（第 45 号）の発行          

 10 月 
－ 
－ 

 

○ 研究所一般公開（オープンハウス） 

○ アドバイザリースタッフ研修会 

 11 月 
－ 

 

○ アドバイザリースタッフ研修会 

 12 月 
   － 
   －    

 

○  「健康・栄養ニュース」（第 46 号）の発行 

○ アドバイザリースタッフ研修会 

平成 26 年 
 1 月 

 

 

 2 月 
   － 

     

 

○ 第 15 回研究所主催一般公開セミナー・研究所公開業務報告会
（東京） 

 3 月 
   － 
   － 
   － 

 

○  外部評価委員会 

○ 平成 26 年度計画を厚生労働大臣へ提出 

○  「健康・栄養ニュース」（第 47 号）の発行 

 
 
 ◎ 運営会議は 8 月を除く毎月第 2 木曜日に開催する。 
 ◎  健栄研セミナーは原則、毎月第 3 木曜日に開催する。 
 ◎ 専門家向けセミナーを東京にて開催する。 
 ※ 実施日については、諸般の都合により変動があり得る。 
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4. 平成２５年度予算額 
   （単位：千円）

事   項 
平成 24 年度 
予  算  額 

平成 25 年度 
予  算  額 

増△減額 

人件費 489,150 495,088 5,938
 基本給・諸手当 429,544 424,783 ▲4,761
 共済組合負担金 46,650 46,140 ▲510
 児童手当拠出金 553 547 ▲6
 労働保険料 4,894 4,840 ▲54
退職手当 
給与特例法影響額 

7,509
-

55,548 
▲36,770 

48,039
▲36,770

一般管理費 74,738 70,788 ▲3,950
業務経費 103,228 92,971 ▲10,257
 栄養疫学研究 18,810 20,488 1,678
 健康増進研究  5,246 4,884 ▲362
 臨床栄養研究 7,654 6,506 ▲1,148
 栄養教育研究 2,940 1,476 ▲1,464
 基礎栄養研究 13,042 10,775 ▲2,267
 食品保健機能研究 14,620 8,858 ▲5,762
 情報センター 22,466 19,096 ▲3,370
 国際産学連携センター 8,270 11,194 2,924
 大震災健康・栄養調査 2,311 1,000 ▲1,311
 調査研究調整 
  プール管理・動物飼育等経費 
 実験動物運営費 
 共同機器修繕費 

7,869
－
－
－

3,884 
1,840 
1,810 
1,160 

▲3,985
1,840
1,810
1,160

受託経費 93,074 80,549 ▲12,525
 特別用途食品表示許可試験費 4,300 5,160 860
 受託経費 63,156 63,156 0
 栄養情報担当者事業経費 12,086 0 ▲12,086
 寄附金研究事業費 8,367 8,367 0
 形態計測講習会 392 392 0
 その他 4,773 3,474 ▲1,299
支出計 723,420 739,396 ▲20,794

 ＊平成 24 年度は当初予算である。 
 
 

事   項 平成 24 年度 
予  算  額 

平成 25 年度 
予  算  額 増△減額 

運営費交付金 630,346 658,847 ▲8,269
手数料収入 4,300 5,160 860
受託収入 63,156 63,156 0
栄養情報担当者事業収入 12,086 0 ▲12,086
寄附金収入 8,367 8,367 0
講習会収入 392 392 0
その他の収入 4,773 3,474 ▲1,299
収入計 723,420 739,396 ▲20,794
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5. 平成２５年度所内研究セミナー 
 

期日 演    題 所  属 

2013/4/18 

肝臓に対するクルクミンの作用 千葉 剛 

(情報センター) 

パプアニューギニアにおける母子の栄養問題の地域

的特徴 
三好 美紀 

（国際産学連携センター） 

5/23 

推定エネルギー必要量の改定に資する最近の知見 田中 茂穂 
（基礎栄養研究部） 

人間栄養学と科学的根拠について 廣田 晃一 
（情報センター） 

Functional foods for health including bioactives for bone
Marlena C. Kruger 
(Institute of Food, Nutrition and 

Human Health, Massey University, 
NZ) 

6/14 
Future directions for clinical nutrition in the asia and 
pacific region 

Mark L. Wahlqvist 
(National Health Research 

Institutes, Taiwan) 

6/21 

東日本大震災被災者の食事パターンに関連する要因 西 信雄 
（国際産学連携センター） 

低炭水化物食摂取に関する研究 山﨑 聖美 

(基礎栄養研究部) 

7/18 

エネルギー代謝の脳による調節機構 研究の背景を
中心として 

大坂 寿雅 

（基礎栄養研究部） 

いわゆる健康食品による有害事象の収集・評価とそ
の活用 

梅垣 敬三 

(情報センター) 

Active screen time to promote physical activity in 
sedentary Japanese adults 

Julien Tripette 
（健康増進研究部） 

8/30 
Functional Foods and Supplement for Health 
Promotion: Opportunities and Challenges 

John Milner 
(Beltsville Human Nutrition 

Research Center, USDA/ARS) 

9/26 

アジア太平洋閉経学会会員医師における生活習慣
病患者への対応 

瀧本 秀美 
（栄養教育研究部） 

身体活動増大を目的とした介入による身体活動量
の変化とドーパミン受容体遺伝子多型との関連 

村上 晴香 
（健康増進研究部） 

10/10 転写調節分子 CITED2 による代謝制御機構 
松本 道宏 
（国立国際医療研究センター研

究所 糖尿病研究センター 

分子代謝制御研究部） 
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10/17 

血中ビタミン A 輸送タンパク質 (RBP) 遺伝子のイ
ンスリン抵抗性依存的転写 

山内 淳 
（食品保健機能研究部） 

我が国のサルコペニア診断基準とそのスクリーニン
グ法に関する研究 

宮地 元彦 

(健康増進研究部) 

11/21 

これからの減塩のために 奥田 奈賀子 

（栄養疫学研究部） 

骨粗鬆症モデルラットにおけるスタチンとレスベ
ラトロール併用摂取の健康影響評価 

東泉 裕子 

（食品保健機能研究部） 

12/19 
高齢者と子どもを対象とした食生活実態調査 

野末 みほ 

(国際産学連携センター) 

東日本大震災の後、食・栄養改善には何が重要だっ
たのか？  

笠岡(坪山) 宜代 

（栄養疫学研究部） 

2014/1/14 

佐久コホートに於ける生活習慣病関連遺伝子の多型

解析について 

山田 晃一 

（健康増進研究部） 

 

国際食品規格策定に係る効果的なプロセスの開発に

関する研究 –コーデックス栄養・特殊用途食品部会

における検討- 

石見 佳子 

（食品保健機能研究部） 

2/20 

栄養表示のためのビタミン K 分析法の標準化及び妥

当性の検証について 

松本 輝樹 

（食品保健機能研究部） 

東日本大震災被災者における震災の記憶が生活行動

に変化を及ぼす影響 

坪田 恵 

（栄養疫学研究部） 

運動器の痛みと身体活動：佐久コホート研究とNEXIS
宮地 元彦 

（健康増進研究部） 

3/14 

幼児のサプリメント利用に関する調査 
佐藤 陽子 

（情報センター） 

栄養表示値の信頼性確保に関する取り組み  

–登録検査機関の栄養成分分析に係る実態調査– 

 

竹林 純 

(食品保健機能研究部) 
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6. 食品分析リスト（特別用途食品の分析） 
 
平成 24 年度において、特別用途食品の許可表示取得のために提出されたものについて分析した結果は次のとお

りである。分析方法等は健康増進法に記載されている。 
 

特別用途食品 申請者 商品名 

   
なし   

 
 
 

 
計 0 品目 

特定保健用食品 申請者 商品名 

   
特定保健用食品 
 

持田製薬株式会社 グルコリーナ (プレーン) 

特定保健用食品 
 

持田製薬株式会社 グルコリーナ (烏龍茶味) 

特定保健用食品 
 

持田製薬株式会社 グルコリーナ (紅茶味) 

特定保健用食品 
 

大正製薬株式会社 コレスサポート 

特定保健用食品 
 

大正製薬株式会社 コレスマネージ 

特定保健用食品 
 
特定保健用食品 
 
特定保健用食品 
 
特定保健用食品 
 

イオントップバリュ株式会社 
 
大正製薬株式会社 
 
日本ケフィア株式会社 
 
株式会社東洋新薬 

大豆ココア 
 
グルコケア (粉末スティック) 
 
カルシウム入りケフィアクッキー 
 
食物繊維入り芋葉青汁 
 

 
 計 9 品目 

分析担当者：石見佳子、松本輝樹、竹林 純、津田治敏、山内 淳、梅垣敬三、市田尚子 
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7. 海外出張 

出張者氏名 所   属 出 張 国 出 張 期 間 渡 航 内 容 

宮地 元彦  健康増進研究部 
モナコ・モンテカル

ノ 
H25.4.2-4.6 

第１１回国際抗加齢医学会

参加のため 

笠岡 宣代 栄養疫学研究部 中国・杭州市 H25.5.14-5.17 

１１th China Nutrition 

Science Conference 

&International DRIs 

Summit にて講演のため 

石見 佳子 
食品保健機能研究

部 
中国・杭州市 H25.5.16-5.17 

第１１回 中国栄養学会並

びに国際 DRIｓサミットへ

の参加・講演 

坪田 恵   
国際産学連携セン

ター 
韓国・ソウル    H25.5.22-5.23 

二国間交流事業共同研究

「成人の肥満予防としての

共食の健康厚科と社会文化

的ドメインの日韓比較」遂

行のための研究打合せ及び

研究実施 

宮地 元彦  健康増進研究部 
アメリカ・インディ

アナ州 
H25.5.27-6.1 

第 60 回米国スポーツ医学

会にて、運動基準改定のた

めの大規模介入研究の成果

の発表および情報収集 

村上 晴香 健康増進研究部 
アメリカ・インディ

アナ州 
H25.5.27-6.2 

ACSM’ｓ 60th Aunual 

Meeting and 4th World 

Conngress on Exercise is 

medicine 

澤田 亨 健康増進研究部 
アメリカ・インディ

アナ州 
H25.5.27-6.3 

第 60 回米国スポーツ医学

会（ACSM)への参加・発表 

鎌田 真光 健康増進研究部 

アメリカ･ボスト

ン、マサチューセッ

ツ 

H25.6.13-6.20 

3rd International 

Conference on Ambulatory 

Monitoring of Physiccal 

Activity and Movement 

(ICAMPAM 2013)参加及び研

究打合せのため 

高田 和子 栄養教育研究部 韓国･カンヌン H25.6.14-6.18 
韓国人成人エネルギー消費

量測定研究の技術指導 

田中 茂穂 基礎栄養研究部 アメリカ･ボストン H25.6.15-6.21 
ICAPAM 2013 AMHERST 

への参加・発表 

安藤 貴史 基礎栄養研究部 アメリカ･ボストン H25.6.15-6.22 
ICAPAM 2013 AMHERST 

への参加・発表 
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宮地 元彦 健康増進研究部 

イギリス・ロンド

ン、スペイン・バル

セロナ 

H25.6.26-6.30 

国際遺伝研究チームとの研

究打合せ、第 18 回ヨーロッ

パスポーツ科学会にて研究

の成果発表および情報収集

千葉 剛 情報センター 
オランダ・アムステ

ルダム 
H25.6.30-7.6 

第 24 回国際血栓止血学会

での発表のため 

西 信雄 
国際産学連携セン

ター 
アメリカ・ボストン H25.7.21-7.27 

第 31 回システム・ダイナミ

クス学会国際会議 

高田 和子 栄養教育研究部 
アメリカ・マディン

ソン 
H25.9.11-9.18 

Dr Dale scholler の退官記

念シンポジウムへの出席お

よび情報収集 

坪田 恵   
国際産学連携セン

ター 
スペイン・グラナダ H25.9.13-9.22 

IUNS 20th 

International Congress of 

Nutririon 学会参加及び発

表のため 

三好 美紀 
国際産学連携セン

ター 
スペイン・グラナダ H25.9.15-9.21 

IUNS 20th 

International Congress of 

Nutririon 学会参加及び発

表のため 

野末 みほ 
国際産学連携セン

ター 
スペイン・グラナダ H25.9.15-9.21 

IUNS 20th 

International Congress of 

Nutririon 学会参加のため

只石 幹 
食品保健機能研究

部 
スペイン・グラナダ H25.9.15-9.21 

IUNS 20th 

International Congress of 

Nutririon 学会参加及び発

表のため 

東泉 裕子 
食品保健機能研究

部 
スペイン・グラナダ H25.9.15-9.21 

IUNS 20th 

International Congress of 

Nutririon 学会参加及び発

表のため 

中出 麻紀子 栄養疫学研究部 スペイン・グラナダ H25.9.14-9.22 

IUNS 20th 

International Congress of 

Nutririon 学会参加のため

竹林 純 
食品保健機能研究

部 
スペイン・グラナダ H25.9.15-9.21 

IUNS 20th 

International Congress of 

Nutririon 学会参加及び発

表のため 

三好 美紀 
国際産学連携セン

ター 

ラオス・ビエンチャ

ン 
H25.10.13-10.19

平成 25 年度国際医療研究

開発費「NCGM の海外連携施

設の活用と研究能力強化に

関する研究」に関わる研究

業務のため 
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石見 佳子 
食品保健機能研究

部 

ドイツ・フランクフ

ルト 
H25.11.1-11.9 

第 35 回 CODEX 会議 栄

養・特殊用途食品部会およ

び事前のワーキンググルー

プに出席のため 

只石 幹 
食品保健機能研究

部 

ニュージーラン

ド・パーマストンノ

ース 

H25.11.23-11.27

戦略的国際科学技術協力推

進事業「日本－ニュージー

ランド研究交流」のため 

三好 美紀 
国際産学連携セン

ター 

マレーシア・クアラ

ルンプール 
H25.12.18-12.21

平成 25 年度国際医療研究

開発費「途上国における国

レベルの栄養調査を用いた

非感染性疾患(NCDs)のモニ

タリング手法の検討」に係

るヒアリング及び共同研究

打合せのため 

田中 茂穂 基礎栄養研究部 
マレーシア・クアラ

ルンプール 
H25.12.18-12.21

平成 25 年度若手外国人研

究者招へい事業フォローア

ップ共同研究事業「マレー

シアにおける身体活動量調

査法の確立」に係る研究打

合せのため 

三好 美紀 
国際産学連携セン

ター 
ベトナム・ハノイ H25.12.25-12.30

平成 25 年度国際医療研究

開発費「途上国における国

レベルの栄養調査を用いた

非感染性疾患(NCDs)のモニ

タリング手法の検討」に係

る打合せのため 

笠岡 宣代 栄養疫学研究部 
アメリカ・メリーラ

ンド州 
H26.1.11-1.21 

「災害時における食・栄養

の改善に関する研究」に係

る打合せのため 

奥田 奈賀子 栄養疫学研究部 フィリピン・セブ H26.2.11-2.15 

10th Asia Pacific 

Congress of Hypertension 

参加・発表のため 

池田 奈由 
国際産学連携セン

ター 

アメリカ・メリーラ

ンド州 
H26.2.23-2.27 

学術シンポジウム「健康格

差と公衆衛生の複雑な体系

－その架け橋－」への出席

のため 

三好 美紀 
国際産学連携セン

ター 

ラオス・ビエンチャ

ン 
H26.3.16-3.19 

平成 25 年度国際医療研究

開発費「NCGM の海外連携施

設の活用と研究能力強化に

関する研究」に関わる研究

業務のため 
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笠岡 宣代 栄養疫学研究部 
マレーシア・クアラ

ルンプール 
H26.3.14-3.21 

「災害時における食・栄養

の改善に関する研究」に係

る打合せ及び第 12 回国際

肥満学会への参加のため 

田中 茂穂 基礎栄養研究部 
マレーシア・クアラ

ルンプール 
H26.3.15-3.22 

第 12 回国際肥満学会、サテ

ライト会議への参加・発表

及びマラ工科大学との提携

に関する会合のため 

山崎 聖美 基礎栄養研究部 
マレーシア・クアラ

ルンプール 
H26.3.16-3.21 

第 12 回国際肥満学会にお

ける発表のため 

奥田 奈賀子 栄養疫学研究部 
アメリカ・カルフォ

ルニア 
H26.3.18-3.23 

国際学会 Epidemiology 

and prevention, 

nutrition,physical 

activity and metabolism 

2014 scientific sessions

三好 美紀 
国際産学連携セン

ター 
ベトナム・ハノイ H26.3.23-3.26 

平成 25 年度国際医療研究

開発費「途上国における国

レベルの栄養調査を用いた

非感染性疾患(NCDs)のモニ

タリング手法の検討」の報

告書作成に係る打合せのた

め 
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8. 人事異動 
 
発令年月日 異動内容 氏  名 所属名（転入、転出先） 

    
H25.4.1 採用 

（転入）
丸山 浩 理事 

H25.4.1 配置換 
併任 

併任解除 

瀧本秀美 栄養疫学研究部長、栄養教育研究部長併任、栄養教育研究部
長併任解除 

H25.4.1 併任 石見佳子  研究企画評価主幹併任 

H25.4.1 併任解除 田中茂穂 基礎栄養研究部主要栄養素研究室長併任解除 

H25.4.1 併任 窪田直人 臨床栄養研究部栄養療法研究室長併任 

H25.4.1 昇任 山崎智美 基礎栄養研究部主要栄養素研究室長に昇任 

H25.4.1 昇任 藤村陽一 事務部長に昇任 

H25.4.1 採用 
（転入）

須藤浩克 事務部庶務課長 

H25.4.1 採用 
（転入）

森竹康治 事務部会計課契約管理係長 

H25.4.1 採用 
（転入）

内田信也 事務部業務課調整係長 

H25.4.1 採用 
（転入）

横川靖雄 事務部庶務課主任 

H25.4.1 採用 
（転入）

高橋智明 事務部会計課主事 

H25.8.1 昇任 井上真理子 臨床栄養研究部栄養療法研究室長に昇任 
H25.8.1 併任解除 窪田直人 臨床栄養研究部栄養療法研究室長併任解除 
H25.8.1 併任 髙田和子 栄養教育研究部食育研究室長併任 
H25.8.1 併任解除 瀧本秀美 栄養教育研究部食育研究室長併任解除 
H25.12.1 採用 池田奈由 国際産学連携センター生物統計研究室研究員 
H26.1.1 採用 今井絵理 栄養疫学研究部国民健康・栄養調査研究室研究員 
H26.1.1 併任 横山光幸 事務部会計課併任 
H26.3.31 辞職 奥田奈賀子 栄養疫学研究部国民健康・栄養調査研究室長 
H26.3.31 退職 

（転出）
大津知彦 事務部庶務課庶務係長、事務部庶務課人事厚生係長併任 

H26.3.31 退職 
（転出）

横山光幸 事務部業務課ＮＲ担当係長、事務部業務課産学担当係長併
任、事務部会計課併任 

H26.3.31 退職 
（転出）

森竹康治 事務部会計課契約管理係長 
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9. 特別研究員 
 

氏  名 所 属 部 期   間 
 

吉澤 剛士 栄養疫学研究部 H25. 4.1～26.3.31 

今井 絵理 栄養疫学研究部 H25. 4.1～25.12.31 

中江 悟司 基礎栄養研究部 H25. 4.1～26.3.31 

安藤 貴史 栄養教育研究部 H25. 4.1～26.3.31 

   只石  幹 食品保健機能研究部 H25. 4.1～26.3.31 
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10. 名誉所員 
 

氏  名 授与年月日 在職当時の職名 

印南  敏 H 10.4.1 食品科学部長 
宮崎 基嘉 H 10.4.1 基礎栄養部長 
宇津木良夫 H 10.4.1 病態栄養部長 
山口 迪夫 H 10.4.1 食品科学部長 
市川 富夫 H 10.4.1 応用食品部長 
伊東 蘆一 H 10.4.1 老人健康・栄養部長 
板倉 弘重 H 10.4.1 臨床栄養部長 
池上 幸江 H 11.4.1 食品科学部長 
小林 修平 H 11.7.1 所長 
江指 隆年 H 12.4.1 応用食品部長 
澤  宏紀 H 13.4.1 所長 
戸谷 誠之 H 13.4.1 母子健康・栄養部長 
樋口  満 H 15.4.1 健康増進研究部長 
岡   純 H 16.4.1 応用栄養学研究部長 
増田 和茂 H 16.8.1 理事 
田中 平三 H 17.4.1 理事長 
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11. 客員研究員 
 

氏  名 所 属 部 期   間 研 究 内 容 

佐々木 敏 栄養疫学研究部 H25.4.1～26.3.31 栄養疫学研究 

徳留 信寛 栄養疫学研究部 H25.4.1～26.3.31 
国民健康・栄養調査の活用と食

事摂取基準の策定の研究 

矢島 鉄也 栄養疫学研究部 H26.2.1～26.3.31 

メタボリックシンドロームの克

服に向けた効果的な食事摂取の

あり方に関する疫学研究 

家光 素行 健康増進研究部 H25.4.1～26.3.31 

生活習慣病一次予防に必要な身

体活動量・体力基準値策定を目

的とした大規模介入研究 

真田 樹義 健康増進研究部 H25.4.1～26.3.31 

生活習慣病一次予防に必要な身

体活動量･体力基準値策定を目

的とした大規模介入研究 

田畑 泉 健康増進研究部 H25.4.1～26.3.31 
身体活動・運動と健康増進につ

いて 

大森 豊緑 健康増進研究部 H25.4.1～26.3.31 
効果的な健康づくり手法の研究

開発 

山元 健太 健康増進研究部 H25.4.1～26.3.31 

生活習慣病一次予防に必要な身

体的活動量・体力基準値策定を

目的とした大規模介入研究 

吉武  裕 健康増進研究部 H25.4.1～26.3.31 

高齢者の身体的自立に必要な体

力および身体活動水準に関する

研究 

福  典之 健康増進研究部 H25.4.1～26.3.31 

生活習慣病一次予防に必要な身

体的活動量・体力基準値策定を

目的とした大規模介入研究 

森田 明美 健康増進研究部 H25.4.1～26.3.31 

地域在住コホートを用いた、生

活習慣病に関する予防対策立案

のための栄養疫学研究 
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塚本 浩二 健康増進研究部 H25.4.1～26.3.31 

労働者を対象とした、身体活動

量および体力と生命予後および

生活習慣病罹患に関する運動疫

学研究 

岡本 隆史 健康増進研究部 H25.4.1～26.3.31 

労働者を対象とした、身体活動

量および体力と生活習慣病罹患

に関する運動疫学研究 

井上 茂 健康増進研究部 H25.4.1～26.3.31 
身体活動と健康づくりに関する

運動疫学研究 

中田 由夫 健康増進研究部 H25.4.1～26.3.31 
身体活動量および体力と生活習

慣病罹患に関する運動疫学研究

熊江 隆 健康増進研究部 H25.4.1～26.3.31 

独自に開発した血清及び唾液の

総抗酸化能の測定法を用い、身

体疲労の発生が充分に疑われる

状況にある競技選手等を被験者

とし、休養の新しい客観的指標

としての総抗酸化能の有効性を

検討する 

岡 浩一郎 健康増進研究部 H25.4.1～26.3.31 
身体活動と健康づくりに関する

行動疫学研究 

安藤 大輔 健康増進研究部 H25.4.1～26.3.31 

身体活動および体力と生活習慣

病羅患や生命予後に関する運動

疫学研究 

加藤 公則 健康増進研究部 H25.4.1～26.3.31 
体力および身体活動と健康に関

する疫学研究 

山本 直史 健康増進研究部 H25.7.1～26.3.31 
身体活動と健康づくりに関する

運動疫学研究 

田村 好史 健康増進研究部 H25.7.1～26.3.31 
身体活動と健康づくりに関する

運動疫学研究 

門脇 孝 臨床栄養研究部 H25.4.1～26.3.31 

各栄養素摂取量と遺伝子多型の

相互作用の検討・基礎代謝に影

響を与える遺伝素因の研究 
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門脇 弘子 臨床栄養研究部 H25.4.1～26.3.31 

肥満、糖尿病予防と治療のため

に食後高血糖の改善を得る食事

内容の確立 

野田 光彦 臨床栄養研究部 H25.4.1～26.3.31 

メタボリックシンドロームにお

ける栄養摂取と膵島の代謝・イ

ンスリン分泌の関連に関する研

究 

メリッサ・メル

ビー 
栄養教育研究部 H25.4.1～26.3.31 

 

吉村 英一 栄養教育研究部 H25.4.1～26.3.31 
２型糖尿病患者を対象とした、

エネルギー代謝に関する研究 

朴 鍾薫 栄養教育研究部 H25.4.1～26.3.31 
肥満とエネルギー消費量につい

て 

江崎 治 基礎栄養研究部 H25.4.1～26.3.31 
糖尿病患者の身体活動量に影響

えお与える因子に関する研究 

田中 千晶 基礎栄養研究部 H25.4.1～26.3.31 
子どもおよび成人における身体

活動量 

大島 秀武 基礎栄養研究部 H25.4.1～26.3.31 
加速度計をを用いた身体活動量

の評価に関する研究 

緑川 泰史 基礎栄養研究部 H25.4.1～26.3.31 
エネルギー消費量の変動要因に

関する基礎的研究 

稲山 貴代 基礎栄養研究部 H25.4.1～26.3.31 
車椅子利用者の身体活動量評価

手法の開発に関する基礎的検討

西牟田 守 基礎栄養研究部 H25.4.1～26.3.31 ヒトを対象とした栄養学的研究

古泉 佳代 基礎栄養研究部 H25.4.1～26.3.31 
小中学生の日常生活における身

体活動量に関する研究 

二見 順 基礎栄養研究部 H25.4.1～26.3.31 

ヒューマンカロリメーターによ

るエネルギー消費量測定に関す

る研究 

狩野 理延 基礎栄養研究部 H25.4.1～26.3.31 

骨格筋の遺伝子発現調節に焦点

をおいた生活習慣病の分子機構

解明 
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大河原 一憲 基礎栄養研究部 H25.4.1～26.3.31 身体活動とエネルギーバランス

矢野 友啓 基礎栄養研究部 H25.4.1～26.3.31 
女子長距離選手の体調管理のた

めの栄養学的アプローチ 

引原 有輝 基礎栄養研究部 H25.4.1～26.3.31 
二重標識水法を用いた子どもの

エネルギー消費量測定 

太田 昌子 基礎栄養研究部 H25.4.1～26.3.31 
 

Razalee bin 

Sedek 
基礎栄養研究部 H25.8.31～25.11.8 

Physical activity evaluated 

using triaxial accerelometry 

in japanese adults 

太田 篤胤 食品保健機能研究部 H25.4.1～26.3.31 
食品中の保健機能成分の探索と

有用性評価 

呉   堅 食品保健機能研究部 H25.4.1～26.3.31 
食品機能性成分が骨代謝、脂質

代謝に与える影響に関する研究

山田 和彦 食品保健機能研究部 H25.4.1～26.3.31 
食品の栄養表示・健康表示に関

する調査研究 

亀井 康富 食品保健機能研究部 H25.4.1～26.3.31 

骨格筋の遺伝子発現調節に焦点

をおいた生活習慣病の分子機構

解明 

高橋真由美 食品保健機能研究部 H25.4.1～26.3.31 

日本人糖尿病患者に於ける食

事、運動量の評価のための予備

的研究 

山本 祐司 食品保健機能研究部 H25.4.1～26.3.31 
生活習慣病におけるレチノール

結合タンパク質の動態解析 

王 新祥 食品保健機能研究部 H25.4.1～26.3.31 

骨粗鬆症の予防･治療を目的と

した天然素材の検索に関する研

究 

梅國 智子 情報センター H25.4.1～26.3.31 
Ｗｅｂ上の栄養情報教育に関す

る研究 

橋本 洋子 情報センター H25.4.1～26.3.31 
子どものサプリメントの利用に

関する調査研究 
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三浦 進司 情報センター H25.4.1～26.3.31 
運動による生活習慣病予防効果

に関する調査･研究 

溝上 哲也 国際産学連携センター H25.4.1～26.3.31 
アジア諸国における栄養疫学の

推進 

中谷 友樹 国際産学連携センター H25.4.1～26.3.31 

アジア･太平洋諸国における栄

養、身体活動の評価におけるサ

ンプル代表性 

水野 正一 国際産学連携センター H25.4.1～26.3.31 
生物統計的側面からの栄養疫学

的研究 
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12. 協力研究員 
 

氏  名 所 属 部 期   間 研 究 内 容 

細川 裕子 栄養疫学研究部 H25.4.1～26.3.31 
メタボリックシンドロームを対

象とした実食型フードモデルの

有効性の検討 

菊池 有利子 栄養疫学研究部 H25.4.1～26.3.31 食事摂取基準に関する研究 

片山 利恵 健康増進研究部 H25.4.1～26.3.31 
生活習慣病一次予防に必要な身

体活動量・体力基準値策定を目

的とした大規模介入研究 

河野 寛 健康増進研究部 H25.4.1～26.3.31 
生活習慣病一次予防に必要な身

体活動量・体力基準値策定を目

的とした大規模介入研究 

大森 由実 健康増進研究部 H25.4.1～26.3.31 
生活習慣病一次予防に必要な身

体活動量・体力基準値策定を目

的とした大規模介入研究 

安田 剛 健康増進研究部 H25.4.1～26.3.31 
フィットネスクラブにおけるサ

ービス・プログラム開発におけ

る指導･研究 

島田 美恵子 健康増進研究部 H25.4.1～26.3.31 
生活習慣病一次予防に必要な身

体活動量・体力基準値策定を目

的とした大規模介入研究 

荒尾 裕子 健康増進研究部 H25.4.1～26.3.31 
生活習慣病予防に対する保健指

導（特に運動・身体活動増加）の

効果に関する研究 

高山 光尚 健康増進研究部 H25.4.1～26.3.31 
生活習慣病一次予防に必要な身

体活動量・体力基準値策定を目

的とした大規模介入研究 

高崎 尚樹 健康増進研究部 H25.4.1～26.3.31 

生活習慣病改善のための保健指

導（特に運動に主眼を置く）に関

する、実施方法・事業推進手法に

関する調査・研究 

森本 友紀恵 健康増進研究部 H25.4.1～26.3.31 
特定健診・保健指導に関する研

究 

田中 憲子 健康増進研究部 H25.4.1～26.3.31 
身体組成および身体活動量が健

康寿命の延伸に果たす役割 

塙 智史 健康増進研究部 H25.4.1～26.3.31 
農作業を活用した新たな健康づ

くり教育の効果検証～アグリエ

クササイズの可能性～ 

丸藤 祐子 健康増進研究部 H25.4.1～26.3.31 
生活習慣病一次予防に必要な身

体活動量・体力基準値策定を目

的とした大規模介入研究 

小柳 えり 健康増進研究部 H25.4.1～26.3.31 

基盤研究Ａ「日本人の身体活動量

に関する環境・遺伝要因とその

相互作用に関する網羅的研究」

（代表者：宮地元彦）に関する連

携研究（免疫・疲労検討班：矢野

・家光）の免疫・疲労マーカー探

索 
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竹澤 純 健康増進研究部 H25.4.1～26.3.31 
生活習慣病と遺伝性素因の相互

作用に関する研究 

岡田 真平 健康増進研究部 H25.4.1～26.3.31 
身体活動と健康に関する疫学研

究 

菊賀 信雅 健康増進研究部 H26.2.1～26.3.31 
身体活動と健康に関する疫学研

究 

難波 秀行 健康増進研究部 H25.6.1～26.3.31 身体活動の評価法の開発 

松下 由実 臨床栄養研究部 H25.4.1～26.3.31 
各栄養素摂取量と遺伝子多型の

相互作用の検討・基礎代謝に影

響を与える遺伝素因の研究 

眞鍋 一郎 臨床栄養研究部 H25.4.1～26.3.31 エネルギー代謝の分子機構 

窪田 哲也 臨床栄養研究部 H25.4.1～26.3.31 
インスリン抵抗性を中心とした

メタボリックシンドロームの研

究 

上野 優子 栄養教育研究部 H25.4.1～26.3.31 
エネルギー消費量の評価につい

て 

別所 京子 栄養教育研究部 H25.4.1～26.3.31 エネルギー消費量に関する研究

白井 怜子 栄養教育研究部 H25.4.1～26.3.31 
良好な妊娠転帰を目指した妊婦

への食生活指導介入研究 

長谷川 祐子 栄養教育研究部 H25.4.1～26.3.31 東日本大震災健康調査 

鈴木 洋子 基礎栄養研究部 H25.4.1～26.3.31 
視床下部性肥満動物の病態に関

する研究 

角田 伸代 基礎栄養研究部 H25.4.1～26.3.31 
脊髄損傷者の体組成把握に関す

る研究 

三宅 理江子 基礎栄養研究部 H25.4.1～26.3.31 
成人におけるエネルギー必要量

の推定法 

笠原 知美 基礎栄養研究部 H25.4.1～26.3.31 
骨格筋の遺伝子発現調節に焦点

をおいた生活習慣病の分子機構

解明 

田村 江梨奈 基礎栄養研究部 H25.4.1～26.3.31 
骨格筋の遺伝子発現調節に焦点

をおいた生活習慣病の分子機構

解明 

畑澤 幸乃 基礎栄養研究部 H25.4.1～26.3.31 
生活習慣病改善に寄与する食品

の探索を目的とする代謝制御機

構の解析 

千葉 大成 食品保健機能研究部 H25.4.1～26.3.31 
柑橘系フラボノイドに着目した

骨粗鬆症予防に関する研究 

永田 純一 食品保健機能研究部 H25.4.1～26.3.31 
健康食品素材の有効性・安全に

関する調査研究 

小板谷 典子 食品保健機能研究部 H25.4.1～26.3.31 
閉経期女性における骨粗鬆症の

予防に関する研究 
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谷中 かおる 食品保健機能研究部 H25.4.1～26.3.31 
アスリート女性の骨粗鬆症予防

のための栄養生理学的研究 

千葉 一敏 情報センター H25.4.1～26.3.31 

消費者に健康食品・サプリメン

トの正しい情報提供を行うため

に必要なアドバイザリースタッ

フのスキルアップの研究 

武田 和歌子 国際産学連携センター H25.4.1～26.3.31 
成人病の肥満予防として「共食」

の健康効果とその社会文化的ド

メインの日韓比較 

南里 明子 国際産学連携センター H25.4.1～26.3.31 
ビタミン D と慢性疾患に関する

疫学研究 

黒谷 佳代 国際産学連携センター H25.4.1～26.3.31 
糖尿病と食生活要因の関連の検

討 

杉山 雄大 国際産学連携センター H26.1.1～26.3.31 
疾患別人口推移等のシュミレー

ションに関する研究 

Leng Huat Foo 国際産学連携センター H26.3.1～26.3.31 

Regional differences in factors 
related to non-communicable 
diseases: Comparison between 
Malaysia and Japan 

 

 




